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はじめに 

 

環境省自然環境局生物多様性センターは、全国的な観点からわが国における自然環境の現況及び改

変状況を把握し、自然環境保全の施策を推進するための基礎資料を整備することを目的とし、「自然環

境保全基礎調査」を実施している。調査範囲は陸域、陸水域、海域を含む国土全体を対象としている。 

「自然環境保全基礎調査」は、環境庁（当時）が昭和48（1973）年より自然環境保全法に基づき行っ

ているものであり、今回で7回を数える。一方、近年の生物多様性の重要性に対する認識の高まりに

あわせ、平成 6（1994）年度より「生物多様性調査」の一環である「種の多様性調査」という位置づ

けで実施され、国内の生物多様性保全施策の基礎となる資料を得ることを目的とし、環境省からの委

託を受け、佐賀県が実施したものである。 

本報告書は平成 19（2007）年度に行われた「種の多様性調査（佐賀県）」についての調査結果をと

りまとめたものである。なお、本報告書において、環境省レッドデータブック（レッドリスト）に記

載のある種の詳細な位置データについては非公開とした。 

 

 

環境省自然環境局   

生物多様性センター 
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第１章 目的と実施内容 

 



  

 

1．目的と実施内容 

(1)目的 

有明海沿岸には国内最大規模の干潟が広がり、大陸遺存種等の固有種が数多く確認される

など、独特な生態系が形成されてきた。ところが、近年の諫早湾の干拓事業や温暖化の進行

に伴い、干潟生態系の中心をなす底生生物群集が変化し始めていることが指摘されている。

特に、水産上重要な種を含む貝類の生息数の減少は顕著であり、減少要因の解明が急務とな

っている。 

これまでの調査等により、佐賀県南西部の有明海沿岸汽水域の干潟は有明海の中でも比較

的良好な状態を保っていることが分かっており、本海域において希少貝類等の分布条件（底

質等の物理環境及び生物環境）を解明することにより貝類減少の要因が特定できる可能性が

ある。 

そこで、本調査では、本県有明海沿岸汽水域において希少貝類等の底生生物及び底質等の

分布調査を実施し、希少貝類・希少貝類以外の底生生物・底質等の分布データ間の相関関係

の分析により、希少貝類の分布条件を解明することを目的とする。また、本調査の結果に基

づいて貝類減少の要因特定を試み、希少貝類さらには干潟生態系の保全策を提案するものと

する。 

 

(2)実施期間 

表 1-1 調査実施日 

季 節 実 施 日 

冬季※ 平成19年 3月 22日～24日、26日

春季 平成19年 6月 11日～15日 

夏季 平成19年 9月 10日～14日 

秋季 平成19年 11月 5日～9日 

※県の平成18年度希少野生生物調査業務等で調査を実施。 

 

(3)実施項目 

■文献調査 

■現地調査 

○底生動物 

・定性調査 

・定量調査 

○底質の粒度組成分析 

○底生微小藻類 

○希少貝類の胃内容物 
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(4)実施対象地域 

佐賀県の有明海に流入する9河川（Ａ～Ｉ川）の感潮域を調査対象地域とした。 

調査対象地域は図 1-1に示すとおりである。なお、調査地点は各河川感潮域の規模に応じ

て1～4地点設定し、下流から上流方向に向かって1，2，3，4と番号を付けた。 

 

図 1-1 調査対象地域 

調査対象地域 
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(5)実施体制 

 本調査は、以下の体制により実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-2 検討会委員 

氏名 所属 専門分野 役職等 

野口 敏春 有明水産振興センター 有明海の魚介類 検討会委員（会長） 

山西 博幸 佐賀大学低平地研究センター 

水圏環境学研究分野 

環境工学（水環境） 検討会委員（副会長） 

宮崎 八州雄 佐賀自然史研究会 鳥類、干潟の生物 検討会委員 

若芝 亮 佐賀自然史研究会 昆虫類、干潟の生物 検討会委員 

樋口 博信 佐賀県くらし環境本部環境課 - 事務局代表 

 

(6)実施フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査計画準備 

現地調査 

同定、分析 

・平成18年度採取分 

・平成19年度採取分 

データ整理 

第1回検討委員会 

（平成19年8月23日） 

報告書作成 

考察・まとめ 

第2回検討委員会 

（平成20年 2月 1日） 

■委託者 

環境省自然環境局 

生物多様性センター 

検討委員会

■現地調査・分析・データ整理 

株式会社 地域環境計画 

■受託者 

佐賀県くらし環境本部環境課 
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第２章 調査内容 

 

 



  

 

2．調査内容 

(1)文献調査及び標本調査 

現地調査に先立ち、有明海沿岸域の底生動物相に関する事前情報を得ることを目的として、

佐賀県有明海西岸地域に関わる文献資料や既存標本の収集を行うこととした。 

なお、既存標本については、公共施設等における収蔵の情報が得られなかったことから、

本調査で得られた希少貝類等の標本を収蔵用として整理、提供することとした。 

標本の提供先としては、佐賀県立宇宙科学館を予定している。 

 

1)有明海湾奥部の地域概況 

有明海は九州西岸において長崎県、佐賀県、福岡県、熊本県の4県に囲まれ、南から

北に向かって深く入り組んだ九州最大の内湾である。 

湾奥部と中央部東側は多くの河川の流入により陸水の影響を強く受けており、遠浅で

干潟のよく発達した海域となっている。この海域は日本の他の海域に比べて、潮汐が著

しく大きいという特徴があり、湾奥部での干満差は6～7mにも達する。この大きな潮汐

には、比較的広く浅い内湾部と狭い湾口部という有明海特有の地形が大きく関係してい

るとされる。潮汐が著しく大きいことにより、干潟の底質は絶えず撹拌され、底泥中に

も常に酸素が供給されることにより、好気的な底質条件が維持されている。また、この

ことには、干潟に生息するアナジャコやムツゴロウといった生物が深い巣穴を掘ること

も大きく貢献しており、干潮時に地中まで酸素が行き渡ることによって嫌気的な環境が

発生しづらい状況を作り出しているとされる。 

今回調査対象とした有明海湾奥部の沿岸域は、佐賀県杵島郡の平野部から多良岳の麓

（長崎県との県境付近）までを含んでいる。 

杵島郡とその周辺の平野部に面した一帯は、広大な干潟が発達した地域であり、大潮

の干潮時には沖合数㎞にまで泥質干潟が続く。干潟の沿岸からの距離は南に行くに従っ

て狭くなるが、一方で多良岳南東部沿岸では、湾奥部では見られない砂質干潟が見られ

るようになる。 

調査対象地域の南端に位置する多良岳南東部沿岸では、スダジイ、ツブラジイ、アラ

カシ等の常緑広葉樹を主体としたシイ・カシ萌芽林（二次林）が広がる斜面を流れ、有

明海に注ぎこむ河川があり、このうちの田古里川については福田（1999）により貝類相

の調査が行われ、多くの希少貝類が確認されている。 

福田(1999)によると、河口上部から中部にかけて川に覆いかぶさるように繁茂する広

葉樹林の存在が、雨水の流入や落ち葉の堆積をもたらし、特異な微生物生息環境を生物

に提供していることが、この生態系を特異なものとしていると記しており、本調査にお

いても注目すべき地域と位置づけられる。 

※参考文献「有明海の生きものたち」（2005年 佐藤正典編） 
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2)収集文献 

有明海の干潟に生息する底生動物および環境との関連性に関する文献資料として、現

在までに表 2-1に示す資料を入手した。 

このうち、文献資料①、②は田古里川河口での現地調査に基づいて貝類相をとりまと

めたものであり、基礎的なデータとして非常に有用である。 

また、文献資料③、④は有明海全体での環境特性や生物相の特徴についてとりまとめ

たものであり、文献資料⑤～⑧は底質や溶存物質等の環境条件と生物の関係性について

の研究資料である。 

文献資料⑨は全国の干潟に生息する底生動物相を把握するために実施された調査の

結果をまとめたものであり、干潟生物相に関する最新の資料である。 

 

表 2-1 収集文献一覧 

№ 文　献　 発行年・筆者（編者） 内　容

①
佐賀自然史研究第5号P45-57　佐賀県太良
町田古里川河口の貝類相

1999年 ・
福田宏、山下博由、
藤井暁彦

田古里川における貝類の分布
状況

②
佐賀自然史研究第8号P47-55　佐賀県太良
町田古里川河口の貝類相-2.追加種

2002年 ・
福田宏、溝口幸一郎、
鈴木田亘平、馬堀望美

田古里川における貝類の分布
状況

③
佐賀自然史研究第10号P129-149　有明海
の豊かさとその危機

2004年 ・佐藤正典 有明海の現状、干潟の特性等

④ 有明海の生きものたち 2005年 ・佐藤正典
有明海に特徴的な生物、環境
特性等

⑤
有明海の干潟域の底質と貝類の生残につ
いて

2001年 ・堤裕昭 底質と貝類の関係性

⑥
熊本有明地区の干潟におけるアサリの生
産を支える一次生産システム

2002年 ・堤裕昭 アサリの餌供給の仕組み

⑦
海域の底質中に含まれるマンガンが底生
生物に及ぼす影響に関する調査研究

2003年 ・堤裕昭
アサリやハマグリ等のマンガ
ンに対する生理耐性

⑧
干潟や海底堆積物中の微生物の活性に関
する研究

2004年 ・大和田紘一
底質や時期による微小生物の
有機物分解活性の違い

⑨
第7回自然環境保全基礎調査 浅海域生態
系調査（干潟調査）報告書（平成19年）

2007年 ・環境省
全国の代表的な干潟における
底生動物相の情報収集把握
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3)文献資料から得られた底生動物の分布情報 

①  貝類（田古里川河口） 

田古里川河口の貝類相について、文献資料①、②、⑨の記載を基にとりまとめた。

なお、乱獲の恐れのある希少な種の保全を考慮し、本報告書ではとりまとめ結果を非

公開とした。 

田古里川河口では死骸も含めて47種の貝類が確認されており、このうち環境省レッ

ドリスト（平成19年改訂）及び佐賀県レッドリストで選定されている種は半数以上の

29種にのぼる。 

また、近年になって急激に増加したと考えられるトライミズゴマツボは、外来種で

ある可能性が筆者により指摘されている。 

 

②  甲殻類 

有明海の甲殻類について、文献資料③、⑨を基にとりまとめた。なお、取りまとめ

結果については貝類と同様の理由で非公開とした。 

文献資料③において、有明海における代表的な甲殻類として14種が挙げられており、

環境省や佐賀県のレッドリストで選定されている希少種も含まれている。この他にも、

カニ類をはじめとする多くの甲殻類が生息すると考えられる。 
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(2)現地調査 

1)底生動物 

①  調査方法 

ｱ)定性調査 

各調査地点において、陸側から水際に向かっての高低差等に留意し、地形状況によ

る生息分布を十分調査できるよう踏査を行い、基質表面および底質中（概ね深さ15cm

まで）に生息する底生動物の目視観察及び採集を実施した。また、巻貝類等の中には

コンクリート壁や転石、ヨシなどに付着していることが多い種も含まれることから、

様々な微環境に留意して実施した。 

なお、本調査では各環境の基質表面付近の目視観察を主体としているため、調査対

象となる底生動物は主に表在性（一部内在性を含む）のマクロベントスおよびメガベ

ントス（1mm目のふるい上に残る大きさ以上）とした。 

採集したサンプルは10％中性ホルマリンで固定して持ち帰り、室内での同定を行う

と共に、希少貝類については消化管内容物の定性分析を実施した。 

調査方法については、干潟生態系および生物相の把握を目的とし、全国の干潟で調

査が行われた重要沿岸域生物調査（第5回自然環境保全基礎調査）の干潟生物調査手

法案（平成12年）の「定性調査」に準じたものとした。 

 

 

図 2-1 定性調査の対象となる環境の例 

 

 

塩生植物群落 石積護岸 ヨシ群落 

 

転石帯 泥地 カキ礁 

図 2-2 定性調査風景および調査環境 

ヨシ群落 

石積み護岸 

コンクリート護岸

塩生植物群落

転石・礫地

泥地
L.W.L
▽
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ｲ)定量調査 

各調査地点において、底生微小藻類、底生動物、底質の定量分析のための試料を採

集した。 

採集位置は、「干潮時の水際付近」、「満潮時の水際付近」、「中間付近」の3箇所に、

それぞれ3個のコドラートを隣接させて設置した。コドラートの設置位置は、各調査

地点における希少貝類等、底生動物の生息状況やこれらが生息すると思われる微環境

（潮だまり、澪筋、穴の多い泥部、塩生植生周辺、貝殻片の多い砂礫部など）を目視

で確認の上、決定した。なお、広大な軟泥干潟のある調査地点では、干潮時、水際付

近に到達することが困難な為、特に前述の環境等の変化に留意し、差異の認められる

箇所に設定した。 

なお、本調査では定量採集の対象となる箇所が干潟の潮間帯であるため、主な環境

区分としては定性調査における泥地、転石・礫地であり、調査の対象となる底生動物

は主に表在性および内在性のマクロベントスおよびメガベントスである。 

底生動物は、干潟上に 25cm×25cm×15cm のコドラートを設置し、スコップを用い

て深さ15cmまでの底質を採取した後、1mm目のふるいにかけ、残った生物を10％中性

ホルマリンで固定し、分析用の試料とした。その後、室内での同定、計数、計量（湿

重量）を行った。河川別の調査地点数およびコドラート数を表 2-2に示す。 

 

表 2-2 定量調査地点数およびコドラート設置数 

河川名 調査地点
コドラート
設置数

Ａ　川 1 9

Ｂ　川 1 9

Ｃ　川 2 18

Ｄ　川 1 9

Ｅ　川 3 27

Ｆ　川 3 27

Ｇ　川 4 36

Ｈ　川 3 27

Ｉ　川 1 9
 

 

 

 

-8-



  

 

調査方法については、干潟生態系および生物相の把握を目的とし、全国の干潟で調

査が行われた重要沿岸域生物調査（第5回自然環境保全基礎調査）の干潟生物調査手

法案（平成12年）の「定量調査」に準じたものとした。 

 

 

 

図 2-3 定量調査の採集箇所の例 

 

コドラート 底質土の採取 底生動物のふるい分け 

図 2-4 定量調査風景 

上 [
 

中[
 下[
 L.W.L

▽
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②  調査結果 

ｱ)調査地域全体での出現状況 

「第７回自然環境保全基礎調査 浅海域生態系調査（干潟調査）平成19年」による

と、有明海では全ての調査地点（13箇所）において50種以上の底生動物が確認され、

また、有明海特産種、準特産種および全国的に個体数が減少している希少種について

も多数確認された結果が得られており、全域的に底生動物の種多様性が高い海域であ

ると言える。 

本調査で確認された底生動物は、全体で8門13綱 39目 82科 172種であった。 

出現種の分類群構成をみると、主に軟体動物門（72種）、環形動物門（46種）、節足

動物門（48種）の3門から成っており、合計すると全種数の約96.5％を占めた。 

河川別にみると、出現種数は 37～116 種の範囲にあり、最も多い河川はＧ川（116

種）であった。次いで多かった河川はＣ川（78種）であり、この両河川で多くの種が

確認される結果となった。 

 

表 2-3 底生動物出現種数（定性調査＋定量調査） 

分　類　群 河　　川　　名

Ａ
　
川

Ｂ
　
川

Ｃ
　
川

Ｄ
　
川

Ｅ
　
川

Ｆ
　
川

Ｇ
　
川

Ｈ
　
川

Ｉ
　
川

刺胞動物門 1 1 2

扁形動物門 1 1 1 1 1 1

紐形動物門 1 1 1 1 1 1 1 1 1

触手動物門 1 1

軟体動物門 20 16 38 21 10 14 50 18 25 72

環形動物門 9 14 19 13 9 10 28 15 20 46

節足動物門 12 10 19 8 16 17 35 18 13 48

棘皮動物門 1 1

合計
8門13綱39目
82科172種

43 種 41 種 78 種 44 種 37 種 42 種 116 種 54 種 59 種 172 種

総
　
　
計門

※「目・科・属sp.」「目・科・属spp.」については全て1種として計数。 
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○定性調査 

定性調査で確認された底生動物は、4門7綱 19目 44科 97種であった。 

表 2-4に示した各環境における分類群別の構成をみると、軟体動物門は転石・礫地

での種数が目立って多く、次いで、塩生植物群落と泥地でも比較的多い。 

また、節足動物門はヨシ群落、塩生植物群落、転石・礫地、泥地での種数が比較的

多い傾向が見られる。 

 

表 2-4 分類群別・環境別出現種数（定性調査） 

分　類　群 環　境　区　分

ヨ
シ
群
落

塩
生
植
物
群
落

コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

石
積
み
護
岸

転
石
・
礫
地

泥
地

泥
地
（

カ
キ
礁
）

そ
の
他

刺胞動物門 花虫綱 イソギンチャク目 タテジマイソギンチャク科 1

軟体動物門 多板綱 新ヒザラガイ目 ウスヒザラガイ科 1

ケハダヒザラガイ科 1

腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 1 2 4 1 1

古腹足目 ニシキウズガイ科 1

サザエ科 1

アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 1 1 1 2

盤足目 ウミニナ科 1 2 2 2

フトヘナタリ科 3 3 1 4 4

タマキビ科 1 2 3 2 2 1

カワグチツボ科 1 1

カワザンショウガイ科 5 5 2 3 4 2 1

ミズゴマツボ科 1 1

新腹足目 アッキガイ科 2 1

フトコロガイ科 1

ムシロガイ科 2 2 1

異旋目 トウガタガイ科 1 1

収柄眼目 イソアワモチ科 1 1

基眼目 オカミミガイ科 4 5 1 2

ウミマイマイ科 1 1

二枚貝綱 フネガイ目 フネガイ科 1 2 3

イガイ目 イガイ科 1 1 2

カキ目 ナミマガシワ科 1

イタボガキ科 1 1 1 1

マルスダレガイ目 ウロコガイ科 1

チドリマスオ科 1 1

フナガタガイ科 1 1 1 1

ハナグモリ科 1 1

マルスダレガイ科 1 1

環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 チロリ科 1

シリス科 1 1 1

ゴカイ科 1 1 3 2 1

ウロコムシ科 1

スピオ目 スピオ科 2

ケヤリムシ目 カンザシゴカイ科 1

節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 2 1 2 2 1

軟甲綱 十脚目 テッポウエビ科 1 1

ハサミシャコエビ科 1 1

アナジャコ科 1

ホンヤドカリ科 1 1 1 1 1

コブシガニ科 1

オウギガニ科 1

イワガニ科 7 7 3 3 6 4 3

スナガニ科 3 3 1 3 5

合計　4門7綱19目44科97種 24 種 31 種 23 種 21 種 65 種 32 種 16 種 3 種

門 綱 目 科
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次に、表 2-5に示した各河川における環境別の種数をみると、Ｃ川とＧ川における

底生動物の確認環境が多岐にわたっており、かつ、それぞれの環境における種数が比

較的多い点が特徴的である。また、Ｆ川についても底生動物の確認環境が多岐にわた

っているが、塩生植物群落と泥地を除いて種数は少なめである。 

Ｃ川とＧ川では、調査地点に様々な粒径の底質や、石積護岸、塩生植物群落といっ

た微環境が多く存在しており、このことが他の河川よりも多様な底生動物の生息に繋

がっていると考えられる。 

一方、最も少ない河川はＥ川であった。Ｅ川では、調査地点の環境が主に植物群落

と泥地の2パターンに絞られ、このような環境を好むベンケイガニやハラグクレチゴ

ガニ等のカニ類に代表される節足動物門が多く確認されたものの、種数は比較的少な

めであった。 

 

表 2-5 河川別・環境別出現種数（定性調査） 

環　境　区　分

ヨ
シ
群
落

塩
生
植
物
群
落

コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

石
積
み
護
岸

転
石
・
礫
地

泥
地

泥
地
（

カ
キ
礁
）

そ
の
他

Ａ　川 17 7

Ｂ　川 26 11 7

Ｃ　川 12 14 3 28 11

Ｄ　川 2 21

Ｅ　川 15 8

Ｆ　川 5 10 1 3 14 3

Ｇ　川 14 24 19 33 12 16

Ｈ　川 13 3 14 15

Ｉ　川 4 30 3

総出現種数 24 種 31 種 23 種 21 種 65 種 32 種 16 種 3 種

河川名
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○定量調査（個体数） 

定量調査で確認された底生動物は、8門11綱 32目 69科 133種であった。 

個体数でみると、最も多い地点は、F-3地点であり、A-1地点がこれに次いで多かっ

た。反対に、最も少ない地点はF-2地点であった。個体数の類別組成をみると、主要

な構成分類群は軟体動物門、環形動物門、節足動物門の3門であった。 

湿重量でみると、G-1地点が最大であり、他の地点と比べると卓越した値を示した。

これは、軟体動物門のハイガイの出現に因るところが大きい。湿重量の類別組成をみ

ると、F-2、F-3、E-1 地点等ではカニ類を中心とした甲殻類が主体を成した。その他

の地点では、主に貝類から成る軟体動物門の占める割合が高い構成となった。 

 

表 2-6 分類群別出現個体数（定量調査） 

（単位：個体/4m
2
）

分　類　群 A-1 B-1 C-1 C-2 D-1 E-1 E-2 E-3 F-1 F-2 F-3 G-1 G-2 G-3 G-4 H-1 H-2 H-3 I-1

刺胞動物門 5

扁形動物門 38 4 2 8 2 12 7 7

紐形動物門 128 33 16 66 254 23 16 60 6 35 18 53 32 102 17 8

触手動物門 2

軟体動物門 237 841 348 1,302 4,420 79 9 1,442 29 2,550 2,283 754 575 417 167 166

環形動物門 4,610 1,039 2,211 1,495 1,023 596 404 606 2,186 189 3,514 1,985 1,407 2,398 2,209 3,014 433 1,052 393

節足動物門 363 232 98 290 317 1,025 1,974 256 170 240 4,606 1,284 587 103 1,195 34 123 677 40

棘皮動物門 9

合　計 5,376 2,145 2,673 3,157 6,019 1,725 2,403 862 3,858 464 8,120 5,864 4,297 3,308 4,023 3,574 747 1,737 608  

 

表 2-7 分類群別出現湿重量（定量調査） 

（単位：ｇ/4m2）

分　類　群 A-1 B-1 C-1 C-2 D-1 E-1 E-2 E-3 F-1 F-2 F-3 G-1 G-2 G-3 G-4 H-1 H-2 H-3 I-1

刺胞動物門 3.57

扁形動物門 0.06 + + + + 0.02 + +

紐形動物門 0.71 0.13 0.05 0.57 0.23 0.24 0.09 0.24 0.04 0.34 0.21 0.98 0.59 0.39 0.23 0.09

触手動物門 +

軟体動物門 36.39 246.46 679.32 876.98 59.04 2.41 0.09 20.69 7.57 6,343.18 2,638.30 2,012.45 618.64 24.79 667.76 92.95

環形動物門 28.39 30.16 25.47 21.39 28.49 2.39 6.75 10.84 23.49 1.08 2.73 71.79 12.82 25.77 24.34 27.24 5.65 7.30 5.12

節足動物門 20.39 54.18 41.03 26.52 2.15 117.41 59.96 5.21 14.57 93.02 105.66 340.30 30.58 42.40 202.24 15.84 148.98 4.90 0.98

棘皮動物門 62.98

合　計 85.94 330.93 745.87 925.46 93.48 122.45 66.89 16.05 58.99 101.71 108.39 6755.61 2681.91 2081.60 845.83 68.26 822.62 12.29 162.03  
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図 2-5 分類群別出現個体数と編組比率（定量調査） 
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図2-6  軟体動物門の分類群別出現個体数構成（定量調査） 
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図2-7  環形動物門の分類群別個体数構成（定量調査） 
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図2-8  節足動物門の分類群別個体数構成（定量調査） 
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図2-9  分類群別出現湿重量と編組比率（定量調査） 
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図2-10 軟体動物門の分類群別湿重量構成（定量調査） 
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図2-11 環形動物門の分類群別湿重量構成（定量調査） 
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図2-12 節足動物門の分類群別湿重量構成（定量調査） 
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ｲ)調査地点別の出現状況 

○A-1地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-8、定量調査の出現結

果は表 2-9、その類別組成は図 2-13 に示すとおりで

ある。 

定性調査の結果、3門5綱 11目 17科 21種の底生動

物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、岸側上部

のコンクリート護岸、その下のブロック護岸・礫地、沖側に広がる泥地が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、コンクリート護岸では軟体動物門のマルウズラタ

マキビ、タマキビ、ブロック護岸・礫地では軟体動物門のクログチ、Crassostrea属、

ウネナシトマヤガイ、節足動物門のシロスジフジツボ、タカノケフサイソガニ、泥地

では軟体動物門のカワグチツボ、ウミマイマイ、節足動物門のユビナガホンヤドカリ、

ヤマトオサガニ等であった。 

 

表 2-8 A-1における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

ブ
ロ
ッ

ク
護
岸
・
礫

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ ○

2 盤足目 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

3 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

4 カワグチツボ科 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ○

5 カワザンショウガイ科 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 ○ ○

6 ミズゴマツボ科 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ○

7 新腹足目 アッキガイ科 ﾚｲｼｶﾞｲ ○

8 ｲﾎﾞﾆｼ ○

9 異旋目 トウガタガイ科 ｶｷｳﾗｸﾁｷﾚﾓﾄﾞｷ ○

10 基眼目 ウミマイマイ科 ｳﾐﾏｲﾏｲ ○

11 二枚貝綱 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

12 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○

13 マルスダレガイ目 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○

14 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 シリス科 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ ○

15 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○

16 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

17 軟甲綱 十脚目 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○

18 イワガニ科 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○ ○

19 ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

20 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

21 スナガニ科 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

2 17 73門5綱11目17科21種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は5門6綱 15目 25科 29種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に上部が最も多く、湿重量も上部が最大であった。 

分類群別にみると、環形動物門の比率が全域で高く、40.8～86.5％と最も優占的で

あった。 

主な出現種としては、紐形動物門、環形動物門のHeteromastus属、節足動物門のタ

イガードロクダムシ等が挙げられる。 

 

表 2-9  A-1における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 7 (0.4) 0.02 1 27 (8.6) 0.04 1 4 (1.4) +

1 7 (0.4) 0.12 1 57 (18.2) 0.23 1 64 (22.1) 0.36

10 90 (5.2) 15.12 6 66 (21.1) 5.76 6 30 (10.4) 2.85

5 1,494 (86.5) 10.48 6 142 (45.4) 0.48 5 118 (40.8) 0.27

4 130 (7.5) 12.58 2 21 (6.7) 0.27 5 73 (25.3) 6.88

21 1,728 38.32 16 313 6.78 18 289 10.36

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 Heteromastus属 (85.2) Heteromastus属 (31.3) Heteromastus属 (29.1)

2 ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (6.9) 紐形動物門 (18.2) 紐形動物門 (22.1)

3 ｳﾐﾏｲﾏｲ (2.1) ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ (13.7) ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (20.8)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

上

個 体 数

計

優
占
種

分類群別

軟体動物門

扁形動物門

環形動物門

節足動物門

紐形動物門

下

個 体 数

中

個 体 数

 

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門 軟体動物門

紐形動物門 扁形動物門
 

図 2-13  A-1における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○B-1地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-10、定量調査の出

現結果は表 2-11、その類別組成は図 2-14に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門5綱 10目 18科 20種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、最も岸

寄りのコンクリート護岸、根固めの捨石、沖側に広

がる泥地が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、コンクリート護岸では軟体動物門のアマガイ、マ

ルウズラタマキビ、 Crassostrea属、ウネナシトマヤガイ、節足動物門のシロスジフ

ジツボ、転石・礫地では軟体動物門のクログチ、Crassostrea 属、節足動物門のシロ

スジフジツボ、泥地では軟体動物門のカワグチツボ、ウミマイマイ、節足動物門のユ

ビナガホンヤドカリ、ヤマトオサガニ等であった。 

 

表 2-10 B-1における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

捨
石
（

転
石
）

・
礫

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 ｱﾏｶﾞｲ ○ ○

2 盤足目 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○

3 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

4 カワグチツボ科 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ○

5 カワザンショウガイ科 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 ○

6 ミズゴマツボ科 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ○

7 新腹足目 ムシロガイ科 ｶﾗﾑｼﾛ ○

8 基眼目 ウミマイマイ科 ｳﾐﾏｲﾏｲ ○

9 二枚貝綱 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○ ○

10 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○ ○

11 マルスダレガイ目 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○ ○

12 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 シリス科 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ ○

13 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○ ○

14 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

15 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

16 軟甲綱 十脚目 テッポウエビ科 ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ○

17 ハサミシャコエビ科 ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ ○

18 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○ ○

19 イワガニ科 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○ ○

20 スナガニ科 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

12 11 73門5綱10目18科20種

科 種№ 門 綱 目

-24-



  

 

定量調査の結果、出現した底生動物は4門4綱 12目 17科 23種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に上・下部が多く、中部が少ない結果であった。

また、湿重量は下部が最大、中部が最小であった。 

分類群別にみると、上部は軟体動物門、環形動物門、節足動物門の3門から構成さ

れ、このうち環形動物門が最も優占的であった。中・下部では、主に軟体動物門、環

形動物門が主体を成し、なかでも軟体動物門の比率が最も高く、優占的であった。 

主な出現種としては、上部では環形動物門のスナイソゴカイ、節足動物門のヤマト

オサガニ、中・下部では軟体動物門のカワグチツボ、環形動物門のHeteromastus属等

が挙げられる。 

 

表 2-11  B-1における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

- - (  - ) - 1 11 (7.7) 0.02 1 7 (3.7) 0.01

4 39 (19.6) 3.64 4 113 (79.6) 1.95 3 112 (58.9) 2.29

7 117 (58.8) 2.94 3 18 (12.7) 0.32 8 56 (29.5) 0.46

3 43 (21.6) 4.39 - - (  - ) - 3 15 (7.9) 11.50

14 199 10.97 8 142 2.29 15 190 14.26

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ (43.7) ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ (72.5) ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ (53.2)

2 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ (18.1) Heteromastus属 (9.9) Heteromastus属 (12.1)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位2種とその優占比率を示す．

上

個 体 数

計

優
占
種

分類群別

軟体動物門

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

下

個 体 数

中

個 体 数

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門

軟体動物門 紐形動物門
 

図 2-14  B-1における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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確　認　環　境

コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

捨
石
（

転
石
）

礫
・
砂
泥

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ ○ ○

2 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 ｱﾏｶﾞｲ ○ ○

3 盤足目 ウミニナ科 ｳﾐﾆﾅ ○ ○

4 ﾎｿｳﾐﾆﾅ ○ ○

5 フトヘナタリ科 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ ○ ○ ○

6 ﾍﾅﾀﾘ ○ ○

7 ｶﾜｱｲ ○

8 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○ ○

9 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○ ○

10 カワザンショウガイ科 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 ○ ○ ○

11 新腹足目 アッキガイ科 ｲﾎﾞﾆｼ ○

12 異旋目 トウガタガイ科 ｶｷｳﾗｸﾁｷﾚﾓﾄﾞｷ ○

13 二枚貝綱 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○ ○

14 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○ ○

15 マルスダレガイ目 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○

16 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○ ○

17 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

18 軟甲綱 十脚目 ハサミシャコエビ科 ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ ○

19 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○ ○

20 イワガニ科 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

21 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

22 スナガニ科 ｼｵﾏﾈｷ ○

23 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

24 ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ ○

3 11 18 113門5綱11目17科24種

科 種№ 門 綱 目

 

○C-1地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-12、定量調査の出

現結果は表 2-13、その類別組成は図 2-15に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門5綱 11目 17科 24種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、岸側の

コンクリート護岸、根固めの捨石、潮間帯に広がる

礫・砂泥地、沖側の泥地等が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、コンクリート護岸では軟体動物門のマルウズラタ

マキビ、転石では軟体動物門のクログチ、Crassostrea 属、節足動物門のシロスジフ

ジツボ、礫・砂泥地では軟体動物門のウミニナ、ホソウミニナ、フトヘナタリ、節足

動物門のユビナガホンヤドカリ、泥地では軟体動物門のヘナタリ、節足動物門のユビ

ナガホンヤドカリ、ヤマトオサガニ等であった。 

 

表 2-12 C-1の環境別確認種一覧（定性調査） 
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定量調査の結果、出現した底生動物は4門4綱 12目 20科 31種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に上部が最も多く、湿重量も上部が最大であった。

反対に、下部では種数、個体数共に最も少なく、湿重量も最小であった。 

分類群別にみると、全域で環形動物門の編組比率が高く、56.4～89.1％と最も優占

的であった。 

主な出現種としては、環形動物門のクシカギゴカイ、ミズヒキゴカイ、Heteromastus

属等が挙げられる。これらは、有明海の干潟に普通にみられる底生動物である。 

 

表 2-13  C-1における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 4 (0.3) 0.02 1 4 (1.4) 0.02 1 4 (2.1) 0.01

12 133 (9.5) 131.37 5 24 (8.2) 13.86 4 68 (34.9) 11.19

10 1,251 (89.1) 13.93 9 245 (83.3) 3.99 7 110 (56.4) 0.50

2 16 (1.1) 14.15 1 21 (7.1) 6.54 2 13 (6.7) 3.00

25 1,404 159.47 16 294 24.41 14 195 14.70

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ (43.6) Heteromastus属 (53.7) Heteromastus属 (32.8)

2 Heteromastus属 (37.3) ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ (12.2) ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ (21.0)

3 ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ (4.8) ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ (10.2) ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ (17.4)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

中

個 体 数 個 体 数

軟体動物門

個 体 数

上 下

優
占
種

分類群別

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

計

 

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門

軟体動物門 紐形動物門
 

図 2-15  C-1における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○C-2地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-14、定量調査の出

現結果は表 2-15、その類別組成は図 2-16に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門5綱 10目 16科 34種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、岸寄り

に位置するコンクリート護岸、ヨシ群落、塩生植物

群落、転石・礫地、潮間帯に広がる礫・砂泥地等が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、コンクリート護岸では軟体動物門のフトヘナタリ、

マルウズラタマキビ、ヨシ群落では軟体動物門のマルウズラタマキビ、アズキカワザ

ンショウ、オカミミガイ、キヌカツギハマシイノミガイ、塩生植物群落では軟体動物

門のウミニナ、ホソウミニナ、フトヘナタリ、クロヘナタリ、転石・礫地では軟体動

物門のタマキビ、クログチ、Crassostrea 属、節足動物門のシロスジフジツボ、礫・

砂泥地では軟体動物門のウミニナ、フトヘナタリ、節足動物門のユビナガホンヤドカ

リ等であった。 
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表 2-14 C-2における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

ヨ
シ
群
落

塩
生
植
物
群
落

転
石
・
礫

礫
・
砂
泥

1 軟体動物門 腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ ○

2 ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ ○

3 盤足目 ウミニナ科 ｳﾐﾆﾅ ○ ○ ○

4 ﾎｿｳﾐﾆﾅ ○ ○

5 フトヘナタリ科 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ ○ ○ ○ ○ ○

6 ｼﾏﾍﾅﾀﾘ ○ ○

7 ｸﾛﾍﾅﾀﾘ ○ ○

8 ﾍﾅﾀﾘ ○

9 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○ ○ ○

10 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○ ○

11 カワザンショウガイ科 ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○

12 ｱﾏｸﾞﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

13 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○

14 ﾋﾗﾄﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○ ○ ○

15 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 ○ ○

16 収柄眼目 イソアワモチ科 ｾﾝﾍﾞｲｱﾜﾓﾁ ○

17 基眼目 オカミミガイ科 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

18 ﾅﾗﾋﾞｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

19 ｷﾇｶﾂｷﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ ○

20 二枚貝綱 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

21 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○

22 マルスダレガイ目 ハナグモリ科 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ ○

23 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○

24 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

25 軟甲綱 十脚目 ハサミシャコエビ科 ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ ○

26 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○

27 イワガニ科 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

28 ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

29 ｸｼﾃｶﾞﾆ ○ ○

30 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○

31 ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○

32 スナガニ科 ｼｵﾏﾈｷ ○

33 ﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ ○

34 ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ ○

3 12 14 13 133門5綱10目16科34種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は5門7綱 16目 25科 42種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に中部が最も多く、湿重量も中部が最大であった。 

分類群別にみると、出現種は主に軟体動物門、環形動物門から構成されており、上・

下部では軟体動物門、中部では環形動物門が優占的であった。 

主な出現種としては、軟体動物門のハナグモリ、環形動物門のHeteromastus属等が

挙げられる。ハナグモリは東京湾以西の西日本各地に分布しており、高潮帯付近に生

息する二枚貝である。環境省のレッドリスト（2007）では絶滅危惧Ⅱ類、佐賀県の絶

滅のおそれのある野生生物（2003）では準絶滅危惧種に指定されている。 

 

表 2-15  C-2における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

- - (  - ) - 1 4 (0.4) + - - (  - ) -

1 23 (5.4) 0.07 1 18 (1.9) 0.07 1 9 (8.6) 0.01

7 241 (56.6) 193.97 14 409 (42.1) 225.01 5 44 (41.9) 12.71

3 144 (33.8) 0.48 10 480 (49.4) 4.88 4 31 (29.5) 0.14

4 18 (4.2) 4.57 8 61 (6.3) 4.63 5 21 (20.0) 3.28

15 426 199.09 34 972 234.59 15 105 16.14

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 Heteromastus属 (32.9) Heteromastus属 (26.3) ﾊﾅｸﾞﾓﾘ (25.7)

2 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ (25.4) ﾊﾅｸﾞﾓﾘ (12.2) Heteromastus属 (17.1)

3 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ (13.8) ｳﾐﾆﾅ (11.7) ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 (10.5)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

上

個 体 数

下

個 体 数

中

個 体 数
分類群別

扁形動物門

軟体動物門

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

計

優
占
種

 

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門 軟体動物門

紐形動物門 扁形動物門
 

図 2-16  C-2における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○D-1地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-16、定量調査の出

現結果は表 2-17、その類別組成は図 2-17に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門5綱 10目 17科 22種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、最も岸

寄りのコンクリート護岸、根固めの捨石、沖側に広

がる礫・砂泥地が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、コンクリート護岸では軟体動物門のマルウズラタ

マキビ、転石・礫地では軟体動物門のアマガイ、クログチ、Crassostrea 属、節足動

物門のシロスジフジツボ、礫・砂泥地では軟体動物門のカワグチツボ、カラムシロ、

節足動物門のユビナガホンヤドカリ等であった。 

表 2-16 D-1における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

転
石
・
礫

礫
・
砂
泥

1 軟体動物門 腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ ○

2 ｶｽﾘｱｵｶﾞｲ ○

3 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 ｱﾏｶﾞｲ ○

4 盤足目 ウミニナ科 ｳﾐﾆﾅ ○

5 ﾎｿｳﾐﾆﾅ ○

6 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

7 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞ ○

8 ﾀﾏｷﾋﾞ ○

9 カワグチツボ科 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ○

10 カワザンショウガイ科 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 ○

11 ミズゴマツボ科 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ○

12 新腹足目 アッキガイ科 ｲﾎﾞﾆｼ ○

13 ムシロガイ科 ｶﾗﾑｼﾛ ○

14 ｱﾗﾑｼﾛ ○ ○

15 二枚貝綱 フネガイ目 フネガイ科 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ ○

16 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

17 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○

18 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○

19 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

20 軟甲綱 十脚目 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○

21 コブシガニ科 ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ ○

22 イワガニ科 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

2 14 93門5綱10目17科22種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は4門4綱 9目 18科 21種であった。 

採取位置でみると、個体数は中部が最も多く、下部が少ない結果であった。また、

湿重量は下部が最大、上部が最小であった。 

分類群別にみると、全域で軟体動物門の比率が高く、81.0～89.0％と最も優占的で

あった。 

主な出現種としては、軟体動物門のカワグチツボ、トライミズゴマツボ等が挙げら

れる。カワグチツボは西日本各地の汽水域干潟に生息する微小な貝類であるが、近年、

減少傾向にあり、環境省のレッドリスト（2007）で絶滅危惧種に指定されている。ま

た、トライミズゴマツボは中国大陸から移入したと考えられる外来種である。 

 

表 2-17  D-1における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 44 (2.5) 0.04 1 137 (6.3) 0.14 1 68 (5.0) 0.05

4 1,409 (81.0) 11.57 4 1,779 (81.5) 14.00 3 1,208 (89.0) 16.60

7 111 (6.4) 1.68 5 135 (6.2) 1.09 7 77 (5.7) 1.45

2 176 (10.1) 0.18 3 132 (6.0) 0.69 2 4 (0.3) 1.23

14 1,740 13.47 13 2,183 15.92 13 1,357 19.33

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ (76.6) ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ (70.1) ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ (82.5)

2 ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (10.0) ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ (11.2) ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ (5.6)

3 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ (3.7) 紐形動物門 (6.3) 紐形動物門 (5.0)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

下

個 体 数

中

個 体 数

上

個 体 数

計

優
占
種

分類群別

軟体動物門

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

 

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門

軟体動物門 紐形動物門
 

図 2-17  D-1における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○E-1地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-18、定量調査の出

現結果は表 2-19、その類別組成は図 2-18に示すと

おりである。 

定性調査の結果、2門2綱 3目 6科 13種の底生動

物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、潮間帯

上部から潮上帯に位置するヨシ群落、潮間帯に広が

る泥地が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、ヨシ群落では軟体動物門のシマヘナタリ、クロヘ

ナタリ、節足動物門のクシテガニ、アリアケガニ、泥地では軟体動物門のアズキカワ

ザンショウ、節足動物門のハラグクレチゴガニ、ヤマトオサガニ等であった。 

 

表 2-18 E-1における環境別確認種一覧（定性調査） 

確認環境

ヨ
シ
群
落

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 盤足目 フトヘナタリ科 ｼﾏﾍﾅﾀﾘ ○

2 ｸﾛﾍﾅﾀﾘ ○

3 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ科 ○

4 カワザンショウガイ科 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○

5 基眼目 オカミミガイ科 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

6 ｷﾇｶﾂｷﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ ○

7 節足動物門 軟甲綱 十脚目 テッポウエビ科 ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ○

8 イワガニ科 ｸｼﾃｶﾞﾆ ○

9 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○

10 スナガニ科 ｼｵﾏﾈｷ ○

11 ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ ○

12 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

13 ｱﾘｱｹｶﾞﾆ ○

9 5

科 種

2門2綱3目6科13種

№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は5門6綱 7目 8科 15種であった。 

潮位別にみると、個体数は中部が最も多く、湿重量は下部が最大であった。上部は

種数、個体数ともに最も少なく、湿重量も最小であった。 

分類群別にみると、出現種は主に環形動物門、節足動物門から成り、その比率は全

体の90％を超える程、優占的であった。 

主な出現種としては、環形動物門のHeteromastus属、節足動物門のタイガードロク

ダムシ等が挙げられる。これらは有明海の泥干潟に普通にみられる底生動物である。 

 

表 2-19  E-1における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

- - (  - ) - - - (  - ) - 1 2 (0.3) +

- - (  - ) - 1 16 (2.0) 0.14 1 7 (1.1) 0.09

- - (  - ) - 1 48 (5.9) 1.64 1 23 (3.5) 0.64

3 11 (52.4) 0.01 4 144 (17.8) 0.90 4 304 (46.3) 0.67

3 10 (47.6) 11.34 5 600 (74.3) 31.78 4 321 (48.9) 74.16

6 21 11.35 11 808 34.46 11 657 75.56

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 Heteromastus属 (33.3) ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 (37.1) Heteromastus属 (38.7)

2 ｱﾘｱｹｶﾞﾆ (19.0) ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (34.2) ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 (37.1)

3 ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 (19.0) Heteromastus属 (16.1) ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (9.7)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

計

優
占
種

分類群別

扁形動物門

軟体動物門

下

個 体 数

中

個 体 数

上

個 体 数

 

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門 軟体動物門

紐形動物門 扁形動物門
 

図 2-18  E-1における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○E-2地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-20、定量調査の出

現結果は表 2-21、その類別組成は図 2-19に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門3綱 3目 5科 12種の底生動

物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、潮間帯

上部から潮上帯に位置するヨシ群落、潮間帯の泥地

が挙げられ、E-1地点と類似した環境であった。 

定性調査における主な確認種は、ヨシ群落では軟体動物門のシマヘナタリ、クロヘ

ナタリ、アズキカワザンショウ、節足動物門のクシテガニ、アリアケガニ、泥地では

軟体動物門のアズキカワザンショウ、節足動物門のシオマネキ、ハラグクレチゴガニ

等であった。 

 

表 2-20 E-2における環境別確認種一覧（定性調査） 

確認環境

ヨ
シ
群
落

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 盤足目 フトヘナタリ科 ｼﾏﾍﾅﾀﾘ ○

2 ｸﾛﾍﾅﾀﾘ ○

3 カワザンショウガイ科 ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

4 ｵｵｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

5 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

6 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｲﾄﾒ ○

7 節足動物門 軟甲綱 十脚目 イワガニ科 ｸｼﾃｶﾞﾆ ○

8 ﾊﾏｶﾞﾆ ○

9 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○

10 スナガニ科 ｼｵﾏﾈｷ ○

11 ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ ○

12 ｱﾘｱｹｶﾞﾆ ○

9 33門3綱3目5科12種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は4門5綱 7目 7科 12種であった。 

潮位別にみると、個体数は下部が最も多く、湿重量は中部が最大であった。反対に、

上部は個体数が最も少なく、湿重量も最小であった。 

分類群別にみると、全体的に節足動物門が最も優占的であり、編組比率 66.4～

85.3％と高い値を示した。次いで環形動物門が多く、出現種は主にこの2門よる構成

であった。 

主な出現種としては、環形動物門のイトメ、節足動物門のハラグクレチゴガニ、ス

ナガニ科の稚ガニ等が挙げられる。 

 

表 2-21  E-2における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 4 (0.9) 0.02 1 2 (0.3) + 1 11 (1.5) 0.07

- - (  - ) - 1 9 (1.3) 0.09 - - (  - ) -

3 148 (32.7) 1.38 1 149 (21.0) 1.35 3 98 (13.2) 4.00

4 301 (66.4) 12.59 5 551 (77.5) 22.13 5 632 (85.3) 16.12

8 453 13.99 8 711 23.57 9 741 20.19

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ｲﾄﾒ (30.7) ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ (39.8) ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (33.9)

2 ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ (28.7) ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ (36.6) ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ (26.2)

3 ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ (22.7) ｲﾄﾒ (21.0) ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ (23.1)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

計

優
占
種

分類群別
個 体 数 個 体 数

上 下

軟体動物門

中

個 体 数

 

 

凡　例

下上 中

節足動物門 環形動物門

軟体動物門 紐形動物門
 

図 2-19  E-2における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○E-3地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-22、定量調査の出

現結果は表 2-23、その類別組成は図 2-20に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門 3綱 3目 5科 7種の底生動

物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、高潮位

付近の河岸に続くヨシ群落、潮間帯の泥地が挙げら

れる。 

定性調査における主な確認種は、ヨシ群落では軟体動物門のアズキカワザンショウ、

節足動物門のクロベンケイガニ、ベンケイガニ、泥地では軟体動物門の節足動物門の

ハラグクレチゴガニ等であった。 

 

表 2-22 E-3における環境別確認種一覧（定性調査） 

確認環境

ヨ
シ
群
落

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 盤足目 カワザンショウガイ科 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

2 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｲﾄﾒ ○

3 節足動物門 軟甲綱 十脚目 イワガニ科 ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

4 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

5 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○

6 スナガニ科 ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ ○ ○

7 ｱﾘｱｹｶﾞﾆ ○ ○

6 33門3綱3目5科7種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は2門3綱 3目 3科 5種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数は下部が最も多く、湿重量も下部が最大であった。 

分類群別にみると、出現種は環形動物門、節足動物門の2門で構成され、全体的に

節足動物門の方が優占的であった。 

主な出現種としては、環形動物門のイトメ、節足動物門のハラグクレチゴガニ等が

挙げられる。 

 

表 2-23  E-3における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 167 (59.4) 0.68 1 149 (90.3) 1.49 1 204 (64.4) 0.98

2 114 (40.6) 1.06 2 16 (9.7) 1.64 3 113 (35.6) 2.49

3 281 1.74 3 165 3.13 4 317 3.47

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ｲﾄﾒ (59.4) ｲﾄﾒ (90.3) ｲﾄﾒ (64.4)

2 ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ (32.4) ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ (8.5) ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ (26.5)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位2種とその優占比率を示す．

優
占
種

計

環形動物門

節足動物門

個 体 数
分類群別

中

個 体 数 個 体 数

下上

 

凡　例

下上 中

節足動物門 環形動物門

 

図 2-20  E-3における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○F-1地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-24、定量調査の出

現結果は表 2-25、その類別組成は図 2-21に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門 4綱 6目 11科 14種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、潮上帯

に位置するコンクリート護岸、根固めの捨石、潮間

帯の広大な泥地（干潟）等が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、コンクリート護岸では軟体動物門のマルウズラタ

マキビ、転石では軟体動物門のマルウズラタマキビ、アズキカワザンショウ、泥地で

は軟体動物門のクロヘナタリ、ウミマイマイ、節足動物門のシオマネキ、ヤマトオサ

ガニ等であった。 

 

表 2-24  F-1における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

捨
石
（

転
石
）

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺ ○

2 盤足目 フトヘナタリ科 ｸﾛﾍﾅﾀﾘ ○

3 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

4 カワグチツボ科 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ○

5 カワザンショウガイ科 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

6 ミズゴマツボ科 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ○

7 基眼目 ウミマイマイ科 ｳﾐﾏｲﾏｲ ○

8 二枚貝綱 マルスダレガイ目 ハナグモリ科 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ ○

9 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ ○

10 節足動物門 軟甲綱 十脚目 イワガニ科 ｸｼﾃｶﾞﾆ ○

11 スナガニ科 ｼｵﾏﾈｷ ○

12 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

13 ｱﾘｱｹｶﾞﾆ ○

14 ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ ○

1 3 113門4綱6目11科14種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は4門6綱 9目 15科 20種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に下部が最も多く、上部へ移行するにつれ減少傾

向にあった。湿重量では、中・下部が高く、上部は少ない結果となった。これは、比

較的湿重量の大きい分類群である貝類の出現数に起因した結果である。 

分類群別にみると、上部は環形動物門と節足動物門、下部は軟体動物門と環形動物

門が主体を成しており、中部は節足動物門が最も優占的であった。 

主な出現種としては、上部では環形動物門のHeteromastus属、節足動物門のタイガ

ードロクダムシ、中部では環形動物門のHeteromastus属、下部では軟体動物門のカワ

グチツボ、トライミズゴマツボ、環形動物門のHeteromastus属等が挙げられる。 

 

表 2-25  F-1における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 5 (3.2) + 1 27 (1.9) 0.09 1 28 (1.3) 0.14

- - (  - ) - 4 163 (11.3) 6.32 5 1,267 (57.1) 14.23

3 63 (40.1) 7.67 4 1,203 (83.4) 6.99 6 904 (40.7) 8.52

4 89 (56.7) 0.96 5 49 (3.4) 12.57 4 20 (0.9) 1.04

8 157 8.63 14 1,442 25.97 16 2,219 23.93

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (30.6) Heteromastus属 (50.9) ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ (43.2)

2 Heteromastus属 (21.7) ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 (29.1) Heteromastus属 (35.7)

3 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 (20.4) ﾊﾅｸﾞﾓﾘ (4.9) ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ (10.3)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

下

個 体 数

計

優
占
種

分類群別

紐形動物門

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

中

個 体 数

上

個 体 数

 

 

凡　例

上 下中

節足動物門 環形動物門

軟体動物門 紐形動物門
 

図 2-21  F-1における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 

-40-



  

 

○F-2地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-26、定量調査の出

現結果は表 2-27、その類別組成は図 2-22に示すと

おりである。 

定性調査の結果、2門3綱 4目 8科 16種の底生動

物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、高潮位

付近の塩生植物群落、所々に設置された鋼管杭、潮

間帯に広がる泥地等が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、塩生植物群落では軟体動物門のオカミミガイ、キ

ヌカツギハマシイノミガイ、節足動物門のシオマネキ、アリアケガニ、鋼管杭上では

軟体動物門のマルウズラタマキビ、節足動物門のシロスジフジツボ、泥地では軟体動

物門のアズキカワザンショウ、節足動物門のシオマネキ、ヤマトオサガニ等であった。 

 

表 2-26 F-2における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

塩
生
植
物
群
落

構
造
物
（

鋼
管
杭
）

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 盤足目 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○

2 カワザンショウガイ科 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○ ○

3 ミズゴマツボ科 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ○

4 基眼目 オカミミガイ科 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

5 ﾅﾗﾋﾞｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

6 ｷﾇｶﾂｷﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ ○

7 ウミマイマイ科 ｳﾐﾏｲﾏｲ ○

8 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

9 軟甲綱 十脚目 イワガニ科 ｸｼﾃｶﾞﾆ ○ ○

10 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

11 ﾊﾏｶﾞﾆ ○

12 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○

13 スナガニ科 ｼｵﾏﾈｷ ○ ○

14 ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ ○

15 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

16 ｱﾘｱｹｶﾞﾆ ○ ○

10 3 8

科

2門3綱4目8科16種

№ 種門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は4門5綱 7目 8科 13種であった。 

潮位別にみると、個体数は下部が最も多く、湿重量では中部が最大であった。種数

では上部が4種であり、中部・下部に比べ少ない結果となった。 

分類群別にみると、中部では軟体動物門と環形動物門が主体を成しており、下部で

は環形動物門が最も優占的であった。出現種数の少ない上部では環形動物門と節足動

物門の2門で構成され、節足動物門の方が優占的であった。 

主な出現種としては、環形動物門のHeteromastus属、節足動物門のタイガードロク

ダムシ等が挙げられる。これらは有明海の泥干潟に普通にみられる底生動物である。 

 

表 2-27  F-2における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

- - (  - ) - - - (  - ) - 1 2 (1.4) +

- - (  - ) - 3 22 (36.1) 1.90 2 7 (4.7) 5.66

1 27 (26.2) 0.28 1 28 (45.9) 0.14 2 112 (75.7) 0.60

3 76 (73.8) 29.28 4 11 (18.0) 53.05 3 27 (18.2) 10.44

4 103 29.56 8 61 55.09 8 148 16.70

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (60.2) Heteromastus属 (45.9) Heteromastus属 (74.3)

2 Heteromastus属 (26.2) ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ (29.5) ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (14.2)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位2種とその優占比率を示す．

上

優
占
種

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

計

軟体動物門

下
分類群別

中

個 体 数 個 体 数 個 体 数

 

凡　例

中 下上

節足動物門 環形動物門

軟体動物門 紐形動物門
 

図 2-22  F-2における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○F-3地点 

定性調査での確認種一覧は表 2-28、定量調査の

出現結果は表 2-29、その類別組成は図 2-23に示す

とおりである。 

定性調査の結果、3門 3綱 4目 5科 7種の底生動

物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、低水路

上部から高水敷にかけて広がるヨシ群落、潮間帯の

泥地、泥地に点在する転石等が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、ヨシ群落では軟体動物門のアズキカワザンショウ、

節足動物門のベンケイガニ、転石・泥では軟体動物門のアズキカワザンショウ、泥地

では節足動物門のハラグクレチゴガニ等であった。 

 

表 2-28 F-3における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

ヨ
シ
群
落

転
石
・
泥

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 盤足目 カワザンショウガイ科 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○

2 基眼目 オカミミガイ科 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

3 ﾅﾗﾋﾞｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

4 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｲﾄﾒ ○

5 節足動物門 軟甲綱 十脚目 イワガニ科 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

6 ﾊﾏｶﾞﾆ ○

7 スナガニ科 ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ ○

5 1 23門3綱4目5科7種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は2門4綱 6目 6科 8種であった。 

潮位別にみると、個体数は上部が最も多く、湿重量は中部が最大であった。種数で

は位置間による大きな差異は認められなかった。 

分類群別にみると、出現種は全体的に環形動物門、節足動物門の2門で構成され、

上部では環形動物門、中部・下部では節足動物門の方が優占的であった。 

主な出現種としては、環形動物門のイトミミズ科、節足動物門のハラグクレチゴガ

ニ等が挙げられる。ハラグクレチゴガニは有明海特産種であり、本河川は、ハラグク

レチゴガニの重要な生息地の一つであると言える。 

 

表 2-29  F-3における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

3 2,263 (61.3) 1.20 3 599 (27.3) 0.54 3 647 (29.1) 1.02

4 1,431 (38.7) 29.62 4 1,594 (72.7) 47.79 3 1,575 (70.9) 28.25

7 3,694 30.82 7 2,193 48.33 6 2,222 29.27

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 (59.3) ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ (44.4) ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ (51.7)

2 ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ (34.6) ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ (27.5) ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 (26.2)

3 ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (3.8) ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 (24.0) ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ (19.0)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

個 体 数 個 体 数 個 体 数

下上

優
占
種

環形動物門

節足動物門

計

分類群別
中

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門

 

図 2-23  F-3における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○G-1地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-30、定量調査の出

現結果は表 2-31、その類別組成は図 2-24に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門5綱 14目 24科 55種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、潮上帯

に一部みられるヨシ群落、高潮域にみられる塩生植

物群落、潮間帯の転石・礫地、沖側の泥地、泥地の所々にみられるカキ礁等が挙げら

れる。 

定性調査における主な確認種は、ヨシ群落では軟体動物門のオカミミガイ、キヌカ

ツギハマシイノミガイ、節足動物門のカクベンケイガニ、塩生植物群落では軟体動物

門のウミニナ、ホソウミニナ、マルウズラタマキビ、タマキビ、節足動物門のウモレ

ベンケイガニ、転石・礫地では軟体動物門のアマガイ、ウミニナ、ホソウミニナ、ク

チバガイ、節足動物門のシロスジフジツボ、カキ礁では軟体動物門のCrassostrea属、

ウネナシトマヤガイ、節足動物門のタカノケフサイソガニ、ヒメケフサイソガニ、泥

地では軟体動物門のアラムシロ、ハイガイ、節足動物門のユビナガホンヤドカリ、ヤ

マトオサガニ等であった。 
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表 2-30 G-1における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

ヨ
シ
群
落

塩
生
植
物
群
落

転
石
・
礫

泥
（

カ
キ
礁
）

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ ○ ○

2 ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ ○

3 古腹足目 ニシキウズガイ科 ｲｼﾀﾞﾀﾐ ○

4 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 ｱﾏｶﾞｲ ○ ○

5 盤足目 ウミニナ科 ｳﾐﾆﾅ ○ ○

6 ﾎｿｳﾐﾆﾅ ○ ○

7 フトヘナタリ科 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ ○

8 ｼﾏﾍﾅﾀﾘ ○

9 ｶﾜｱｲ ○

10 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

11 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

12 カワザンショウガイ科 ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

13 ｱﾏｸﾞﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

14 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 ○

15 新腹足目 ムシロガイ科 ｶﾗﾑｼﾛ ○

16 ｱﾗﾑｼﾛ ○ ○

17 基眼目 オカミミガイ科 ｳｽｺﾐﾐｶﾞｲ ○

18 ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ ○

19 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○ ○

20 ｷﾇｶﾂｷﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ ○ ○

21 ウミマイマイ科 ｳﾐﾏｲﾏｲ ○

22 二枚貝綱 フネガイ目 フネガイ科 ﾊｲｶﾞｲ ○

23 ｻｻｹﾞﾐﾐｴｶﾞｲ ○

24 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

25 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○ ○

26 マルスダレガイ目 チドリマスオ科 ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ ○ ○

27 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○

28 マルスダレガイ科 ｱｻﾘ ○

29 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 シリス科 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ ○

30 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○ ○

31 スピオ目 スピオ科 ｶｷﾞﾉﾃｽﾋﾟｵ ○

32 Pseudopolydora属 ○

33 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

34 ｻﾗｻﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

35 軟甲綱 十脚目 テッポウエビ科 ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ○

36 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○ ○

37 オウギガニ科 ﾏｷﾄﾗﾉｵｶﾞﾆ ○

38 イワガニ科 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

39 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○ ○

40 ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

41 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○ ○ ○

42 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

43 ｳﾓﾚﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

44 スナガニ科 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

3 17 18 15 9

№ 門 綱 目 科 種

3門5綱14目25科44種  
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定量調査の結果、出現した底生動物は6門7綱 17目 29科 43種であった。 

潮位別にみると、種数では上部、個体数では下部が最も多く、湿重量は中部が最大

であった。 

分類群別にみると、出現種は主に軟体動物門、環形動物門から構成されており、上・

中部では環形動物門、下部では軟体動物門が優占的であった。 

主な出現種としては、上部は環形動物門のコケゴカイ、Heteromastus属、中部は環

形動物門のクシカギゴカイ、イトエラスピオ、Heteromastus属、下部は軟体動物門の

カワグチツボ、トライミズゴマツボ、環形動物門のイトエラスピオ等が挙げられる。 

 

表 2-31  G-1における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 7 (0.8) + - - (  - ) - - - (  - ) -

1 21 (2.5) 0.09 1 11 (2.8) 0.23 1 4 (0.4) 0.02

- - (  - ) - 1 2 (0.5) 0.01 - - (  - ) -

11 165 (19.5) 143.78 6 96 (24.9) 760.82 8 750 (80.2) 531.23

12 564 (66.7) 2.39 12 266 (68.9) 0.96 6 162 (17.3) 0.17

4 88 (10.4) 22.49 3 11 (2.8) 12.72 5 19 (2.0) 81.55

29 845 168.75 23 386 774.74 20 935 612.97

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ｺｹｺﾞｶｲ (25.1) Heteromastus属 (33.7) ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ (44.0)

2 Heteromastus属 (21.9) ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ (15.5) ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ (25.7)

3 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ (7.3) ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ (9.3) ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ (7.6)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

分類群別

扁形動物門

軟体動物門

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

計

優
占
種

下

個 体 数

中

個 体 数

上

個 体 数

触手動物門

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門 軟体動物門

触手動物門 紐形動物門
 

図 2-24  G-1における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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確　認　環　境

塩
生
植
物
群
落

転
石
・
礫

礫
・
砂
泥

転
石
・
石
積
み
護
岸

1 軟体動物門 腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ ○

2 ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ ○ ○

3 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 ｱﾏｶﾞｲ ○ ○

4 盤足目 ウミニナ科 ｳﾐﾆﾅ ○ ○ ○

5 ﾎｿｳﾐﾆﾅ ○ ○ ○

6 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

7 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○ ○

8 カワザンショウガイ科 ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

9 ｱﾏｸﾞﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

10 新腹足目 ムシロガイ科 ｱﾗﾑｼﾛ ○

11 基眼目 オカミミガイ科 ｼｲﾉﾐﾐﾐｶﾞｲ ○

12 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

13 ｷﾇｶﾂｷﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ ○

14 二枚貝綱 フネガイ目 フネガイ科 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ ○

15 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

16 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○

17 マルスダレガイ目 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○

18 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 シリス科 ﾋﾄｹﾞｼﾘｽ ○

19 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○

20 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

21 軟甲綱 十脚目 アナジャコ科 ｱﾅｼﾞｬｺ ○

22 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○

23 イワガニ科 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

24 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○ ○

25 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

26 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

11 5 7 15

№ 門 綱 目

3門5綱12目17科24種

科 種

 

○G-2地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-32、定量調査の出

現結果は表 2-33、その類別組成は図 2-25に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門5綱 12目 17科 24種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、潮上帯

の一部にみられる塩生植物群落、潮間帯の転石・礫

地、礫・砂泥地、左岸側の石積み護岸・転石等が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、塩生植物群落では軟体動物門のマルウズラタマキ

ビ、オカミミガイ、節足動物門のカクベンケイガニ、転石・礫地では軟体動物門のア

マガイ、ウミニナ、ホソウミニナ、タマキビ、礫・砂泥地では軟体動物門のウミニナ、

ホソウミニナ、アラムシロ、節足動物門のユビナガホンヤドカリ、石積み護岸では軟

体動物門のアマガイ、クログチ、Crassostrea 属、ウネナシトマヤガイ、節足動物門

のシロスジフジツボ、ユビナガホンヤドカリ、タカノケフサイソガニ等であった。 

表 2-32 G-2における環境別確認種一覧（定性調査） 
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定量調査の結果、出現した底生動物は5門6綱 17目 23科 33種であった。 

潮位別にみると、種数、 個体数共に上部が最も少なく、中・下部はほぼ同程度であ

った。湿重量では、中部が最も大きく、上・下部に比べ卓越した値であった。 

分類群別にみると、上部の出現種は軟体動物門のみであった。中・下部では主に軟

体動物門、環形動物門、節足動物門の出現種から構成され、中部では軟体動物門、下

部では環形動物門が優占的であった。 

主な出現種としては、軟体動物門のウミニナ、ホソウミニナ、環形動物門のコケゴ

カイ等が挙げられる。 

 

表 2-33 G-2における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

- - (  - ) - 1 2 (0.2) + - - (  - ) -

- - (  - ) - 1 9 (0.7) 0.05 1 9 (0.8) 0.16

4 358 (100.0) 320.75 9 668 (51.3) 1,106.68 8 452 (38.2) 348.64

- - (  - ) - 11 318 (24.4) 1.55 11 565 (47.8) 3.36

- - (  - ) - 6 304 (23.4) 15.11 8 157 (13.3) 5.55

4 358 320.75 28 1,301 1,123.39 28 1,183 357.71

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ﾎｿｳﾐﾆﾅ (60.6) ﾎｿｳﾐﾆﾅ (33.2) ﾎｿｳﾐﾆﾅ (27.8)

2 ｳﾐﾆﾅ (38.3) ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属 (10.8) ｺｹｺﾞｶｲ (23.8)

3 ｺｹｺﾞｶｲ (10.4) Heteromastus属 (9.0)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

個 体 数

上 下

優
占
種

分類群別

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

計

軟体動物門

中

個 体 数 個 体 数

扁形動物門

 

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門 軟体動物門

紐形動物門 扁形動物門
 

図 2-25  G-2における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○G-3地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-34、定量調査の出

現結果は表 2-35、その類別組成は図 2-26に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門5綱 11目 17科 24種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、最も岸

側の石積み護岸、潮間帯の礫・砂泥地、沖側の広が

る泥地、その所々にみられるカキ礁等が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、石積み護岸では軟体動物門のアマガイ、マルウズ

ラタマキビ、タマキビ、礫・砂泥地では軟体動物門のアマガイ、ウミニナ、ホソウミ

ニナ、節足動物門のタカノケフサイソガニ、カキ礁では軟体動物門のCrassostrea属、

ウネナシトマヤガイ、節足動物門のシロスジフジツボ、ユビナガホンヤドカリ、泥地

では軟体動物門のカワアイ、節足動物門のユビナガホンヤドカリ、ヤマトオサガニ等

であった。 

 

表 2-34 G-3における環境別確認種一覧（定性調査）

確　認　環　境

石
積
み
護
岸

礫
・
砂
泥

泥
（
カ
キ
礁
）

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ ○ ○

2 ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ ○ ○

3 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 ｱﾏｶﾞｲ ○ ○

4 盤足目 ウミニナ科 ｳﾐﾆﾅ ○ ○

5 ﾎｿｳﾐﾆﾅ ○ ○

6 フトヘナタリ科 ｶﾜｱｲ ○

7 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

8 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

9 新腹足目 ムシロガイ科 ｱﾗﾑｼﾛ ○ ○

10 基眼目 オカミミガイ科 ｳｽｺﾐﾐｶﾞｲ ○

11 ｼｲﾉﾐﾐﾐｶﾞｲ ○

12 ウミマイマイ科 ｳﾐﾏｲﾏｲ ○ ○

13 二枚貝綱 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

14 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○ ○

15 マルスダレガイ目 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○

16 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○ ○

17 ウロコムシ科 ﾔﾁｳﾛｺﾑｼ ○

18 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

19 軟甲綱 十脚目 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○ ○

20 イワガニ科 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

21 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○ ○

22 ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

23 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ ○

24 スナガニ科 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

3 18 8 103門5綱11目17科24種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は4門5綱 14目 25科 34種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に上部が最も多く、湿重量も上部が最大であった。 

分類群別にみると、全域で環形動物門の編組比率が高く、81.0～87.6％と最も優占

的であった。 

主な出現種としては、軟体動物門のテリザクラ、環形動物門のクシカギゴカイ、 

Heteromastus属等が挙げられる。 

 

表 2-35  G-3における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 14 (1.9) 0.12 1 11 (2.5) 0.07 1 18 (2.5) 0.52

8 63 (8.5) 71.71 6 67 (15.3) 54.08 6 69 (9.5) 21.33

10 648 (87.6) 5.33 6 354 (81.0) 2.53 12 633 (87.2) 3.02

5 15 (2.0) 8.69 1 5 (1.1) 0.55 2 6 (0.8) 0.68

24 740 85.85 14 437 57.23 21 726 25.55

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 Heteromastus属 (78.4) Heteromastus属 (65.0) Heteromastus属 (62.3)

2 ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ (4.6) ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ (13.5) ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ (20.1)

3 ﾃﾘｻﾞｸﾗ (4.3) ﾃﾘｻﾞｸﾗ (11.4) ｳﾐﾏｲﾏｲ (4.7)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

分類群別
上 中 下

個 体 数 個 体 数 個 体 数

計

優
占
種

紐形動物門

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

 

 

凡　例

下上 中

節足動物門 環形動物門

軟体動物門 紐形動物門
 

図 2-26  G-3における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○G-4地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-36、定量調査の出

現結果は表 2-37、その類別組成は図 2-27に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門5綱 11目 17科 37種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、最も岸

側の石積み護岸、高潮域のヨシ群落、塩生植物群落、

潮間帯の転石・礫地、礫・砂泥地等が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、石積み護岸では軟体動物門のマルウズラタマキビ、

タマキビ、ヨシ群落では軟体動物門のシマヘナタリ、クリイロカワザンショウ、ヒラ

ドカワザンショウ、オカミミガイ、キヌカツギハマシイノミガイ、塩生植物群落では

軟体動物門のフトヘナタリ、アズキカワザンショウ、マルウズラタマキビ、センベイ

アワモチ、転石・礫地では軟体動物門のCrassostrea属、ウネナシトマヤガイ、セン

ベイアワモチ、節足動物門のシロスジフジツボ、タカノケフサイソガニ、礫・砂泥地

では軟体動物門のウミニナ、ホソウミニナ、フトヘナタリ、節足動物門のユビナガホ

ンヤドカリ、ヤマトオサガニ等であった。 
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表 2-36 G-4における環境別確認種一覧（定性調査）

確　認　環　境

石
積
み
護
岸

ヨ
シ
群
落

塩
生
植
物
群
落

転
石
・
礫

礫
・
砂
泥

1 軟体動物門 腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ ○

2 ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ ○

3 盤足目 ウミニナ科 ｳﾐﾆﾅ ○

4 ﾎｿｳﾐﾆﾅ ○

5 フトヘナタリ科 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ ○ ○ ○ ○

6 ｼﾏﾍﾅﾀﾘ ○ ○

7 ｸﾛﾍﾅﾀﾘ ○ ○

8 ﾍﾅﾀﾘ ○

9 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○ ○ ○

10 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

11 カワザンショウガイ科 ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○ ○

12 ｱﾏｸﾞﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

13 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○

14 ﾋﾗﾄﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○ ○ ○

15 新腹足目 ムシロガイ科 ｱﾗﾑｼﾛ ○

16 収柄眼目 イソアワモチ科 ｾﾝﾍﾞｲｱﾜﾓﾁ ○ ○

17 基眼目 オカミミガイ科 ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ ○ ○

18 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

19 ﾅﾗﾋﾞｵｶﾐﾐｶﾞｲ ○

20 ｷﾇｶﾂｷﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ ○ ○

21 二枚貝綱 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

22 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○ ○

23 マルスダレガイ目 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○

24 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○

25 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

26 軟甲綱 十脚目 テッポウエビ科 ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ○

27 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○

28 イワガニ科 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

29 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

30 ｸｼﾃｶﾞﾆ ○ ○ ○

31 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

32 ﾊﾏｶﾞﾆ ○

33 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○

34 ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○

35 ｳﾓﾚﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

36 スナガニ科 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

37 ｱﾘｱｹｶﾞﾆ ○

6 13 13 14 123門5綱11目17科37種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は5門7綱 14目 21科 34種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に上部が最も多く、湿重量では中部が最大であっ

た。 

分類群別にみると、全域で環形動物門の編組比率が高く、47.5～83.0％と最も優占

的であった。 

主な出現種としては、上部は環形動物門のコケゴカイ、ミズヒキゴカイ、 

Heteromastus 属、中・下部は軟体動物門のハナグモリ、環形動物門の Heteromastus

属等が挙げられる。 

 

表 2-37  G-4における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 2 (0.2) + 1 7 (1.0) 0.02 1 4 (0.8) +

1 20 (1.9) 0.11 - - (  - ) - 1 2 (0.4) +

7 82 (7.7) 39.33 7 108 (15.9) 222.83 5 49 (9.7) 6.22

10 776 (73.2) 7.81 6 322 (47.5) 1.63 5 420 (83.0) 2.13

6 180 (17.0) 1.32 6 241 (35.5) 9.05 5 31 (6.1) 3.47

25 1,060 48.57 20 678 233.53 17 506 11.82

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 Heteromastus属 (46.3) Heteromastus属 (43.8) Heteromastus属 (76.9)

2 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ (14.6) ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (24.2) ﾊﾅｸﾞﾓﾘ (7.1)

3 ｺｹｺﾞｶｲ (7.7) (5.8) ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 (4.5)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

ﾊﾅｸﾞﾓﾘ，ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫

分類群別
上 中 下

個 体 数 個 体 数 個 体 数

計

優
占
種

紐形動物門

扁形動物門

軟体動物門

環形動物門

節足動物門

 

 

凡　例

上 下中

節足動物門 環形動物門 軟体動物門

紐形動物門 扁形動物門
 

図 2-27  G-4における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○H-1地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-38、定量調査の出

現結果は表 2-39、その類別組成は図 2-28に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門3綱 3目 6科 16種の底生動

物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、潮間帯

から潮上帯に位置するコンクリート護岸、根固めの

捨石、潮間帯の広大な泥地が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、コンクリート護岸では軟体動物門のマルウズラタ

マキビ、節足動物門のシロスジフジツボ等であり、転石では軟体動物門のクログチ、

Crassostrea 属、ウネナシトマヤガイ、節足動物門のシロスジフジツボ、タカノケフ

サイソガニ、泥地では軟体動物門のトライミズゴマツボ、ウミマイマイ、節足動物門

のヤマトオサガニ等であった。 

 

表 2-38 H-1における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

捨
石
（
転
石
）

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 盤足目 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

2 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

3 カワグチツボ科 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ○

4 カワザンショウガイ科 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 ○ ○

5 ミズゴマツボ科 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ○

6 基眼目 ウミマイマイ科 ｳﾐﾏｲﾏｲ ○

7 二枚貝綱 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

8 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○

9 マルスダレガイ目 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○

10 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○

11 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

12 軟甲綱 十脚目 イワガニ科 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

13 ｸｼﾃｶﾞﾆ ○

14 ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○

15 スナガニ科 ｼｵﾏﾈｷ ○

16 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

3 9 83門3綱3目6科16種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は5門5綱 9目 16科 22種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に下部が最も多く、湿重量は中部が最大であった。 

分類群別にみると、全域で環形動物門の比率が高く、76.3～89.6％と最も優占的で

あった。 

主な出現種としては、全域で軟体動物門のウミマイマイ、環形動物門の

Heteromastus属等が挙げられる。ウミマイマイは、泥干潟上に生息する有明海特産の

貝類である。 

 

表 2-39  H-1における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 4 (0.3) + - - (  - ) - 1 4 (0.3) +

1 71 (5.2) 0.18 1 14 (2.2) 0.09 1 16 (1.0) 0.12

5 242 (17.9) 7.76 5 52 (8.1) 10.39 5 123 (7.8) 6.65

4 1,032 (76.3) 10.40 4 570 (88.8) 5.64 5 1,409 (89.6) 11.17

2 4 (0.3) 0.52 3 6 (0.9) 13.71 3 20 (1.3) 1.63

13 1,353 18.86 13 642 29.83 15 1,572 19.57

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 Heteromastus属 (73.5) Heteromastus属 (81.5) Heteromastus属 (88.7)

2 ｳﾐﾏｲﾏｲ (14.9) ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 (3.9) ｳﾐﾏｲﾏｲ (6.2)

3 紐形動物門 (5.2) ｳﾐﾏｲﾏｲ (3.3) 紐形動物門 (1.0)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

下

個 体 数

中

個 体 数

上

個 体 数

計

優
占
種

分類群別

扁形動物門

軟体動物門

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

 

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門 軟体動物門

紐形動物門 扁形動物門
 

図 2-28  H-1における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○H-2地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-40、定量調査の出

現結果は表 2-41、その類別組成は図 2-29に示すと

おりである。 

定性調査の結果、4門6綱 11目 14科 18種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、潮間帯

から潮上帯に位置するコンクリート護岸、潮間帯に

広がる泥地が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、コンクリート護岸では軟体動物門のマルウズラタ

マキビ、Crassostrea 属、節足動物門のシロスジフジツボ等であり、泥地では軟体動

物門のウミマイマイ、節足動物門のヤマトオサガニ等であった。また、泥上で確認さ

れた軟体動物門のカラムシロは、近年、中国大陸から移入したと考えられている外来

種であり、底生魚を襲う等の漁業被害をもたらしている。本地点では、漁具等で混獲

されたと思われる本種が、護岸上に大量に捨てられているのが確認された。 

表 2-40 H-2における環境別確認種一覧（定性調査） 

確認環境

コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸

泥
　
地

1 刺胞動物門 花虫綱 イソギンチャク目 タテジマイソギンチャク科 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○

2 軟体動物門 腹足綱 盤足目 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○

3 カワグチツボ科 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ○

4 カワザンショウガイ科 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○

5 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 ○

6 新腹足目 ムシロガイ科 ｶﾗﾑｼﾛ ○

7 基眼目 ウミマイマイ科 ｳﾐﾏｲﾏｲ ○

8 二枚貝綱 フネガイ目 フネガイ科 ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○

9 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

10 カキ目 イタボガキ科 Crassostrea属 ○

11 マルスダレガイ目 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○

12 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○

13 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

14 軟甲綱 十脚目 イワガニ科 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

15 ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

16 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○

17 スナガニ科 ｼｵﾏﾈｷ ○

18 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

12 74門6綱11目14科18種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は5門7綱 13目 16科 22種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に中部が最も多く、湿重量も中部が最大であった。

特に、中部の湿重量は顕著であるが、これは湿重量の大きい種（サルボウガイ）の出

現に起因するものである。 

分類群別にみると、出現種は主に軟体動物門、環形動物門、節足動物門の3門で構

成されており、上部では環形動物門、中・下部では軟体動物門が優占的であった。 

主な出現種としては、上部は軟体動物門のウミマイマイ、環形動物門の

Heteromastus属、中部は軟体動物門のサルボウガイ、環形動物門のHeteromastus属、

下部は軟体動物門のカワグチツボ、節足動物門のタイガードロクダムシ等が挙げられ

る。このうち、ウミマイマイは有明海にのみ生息する特産種である。 

 

表 2-41  H-2における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

1 5 (3.9) + 1 2 (1.1) + - - (  - ) -

1 7 (5.5) 0.02 1 11 (6.3) 0.21 - - (  - ) -

5 33 (25.8) 83.17 5 70 (40.2) 403.26 5 47 (43.1) 21.86

2 66 (51.6) 0.41 4 50 (28.7) 0.58 4 28 (25.7) 0.04

5 17 (13.3) 10.80 4 41 (23.6) 44.14 2 34 (31.2) 0.54

14 128 94.40 15 174 448.19 11 109 22.44

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 Heteromastus属 (35.9) ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ (28.7) ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ (29.4)

2 ｳﾐﾏｲﾏｲ (15.6) Heteromastus属 (21.3) ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ (21.1)

3 ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 (15.6) ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 (9.2) Capitella属 (12.8)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

中

個 体 数

紐形動物門

個 体 数 個 体 数

上 下

優
占
種

分類群別

扁形動物門

環形動物門

節足動物門

計

軟体動物門

 

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門 軟体動物門

紐形動物門 扁形動物門
 

図 2-29  H-2における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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○H-3地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-42、定量調査の出

現結果は表 2-43、その類別組成は図 2-30に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門3綱 3目 6科 11種の底生動

物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、河岸法

面の石積み護岸、河床の転石・礫・泥、同じく泥地

が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、石積み護岸では軟体動物門のアズキカワザンショ

ウ、転石・礫・泥では軟体動物門のアズキカワザンショウ、節足動物門のアリアケモ

ドキ、泥地では節足動物門のアリアケモドキ等であった。 

 

表 2-42 H-3における環境別確認種一覧（定性調査） 

確　認　環　境

石
積
み
護
岸
・
泥

転
石
・
礫
・
泥

泥
　
地

1 軟体動物門 腹足綱 盤足目 カワグチツボ科 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ○

2 カワザンショウガイ科 ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○ ○

3 ﾋﾗﾄﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ ○

4 ミズゴマツボ科 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ ○

5 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 ゴカイ科 ｲﾄﾒ ○ ○

6 ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ ○

7 節足動物門 軟甲綱 十脚目 イワガニ科 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

8 スナガニ科 ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ ○ ○

9 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ○

10 ｱﾘｱｹｶﾞﾆ ○

11 ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ ○ ○

3 5 73門3綱3目6科11種

科 種№ 門 綱 目
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定量調査の結果、出現した底生動物は3門4綱 5目 5科 7種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に中部が最も多く、湿重量も中部が最大であった。

反対に、上部は種数、個体数が最も少なく、湿重量も最小であった。 

分類群別にみると、出現種は主に環形動物門、節足動物門から構成され、その比率

は全体の99％を超えている。 

主な出現種としては、上部は環形動物門のイトメ、イトミミズ科、節足動物門のハ

ラグクレチゴガニ等であり、中・下部は環形動物門のイトメ、節足動物門のドロクダ

ムシ属、ヒメガガンボ科の幼虫等が挙げられる。 

 

表 2-43  H-3における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

- - (  - ) - 1 2 (0.3) + 1 2 (0.5) +

2 126 (88.1) 1.19 2 224 (38.6) 2.07 2 213 (50.1) 1.14

3 17 (11.9) 1.48 4 355 (61.1) 2.83 3 210 (49.4) 0.50

5 143 2.67 7 581 4.90 6 425 1.64

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ｲﾄﾒ (76.9) ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 (39.4) ｲﾄﾒ (37.6)

2 ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 (11.2) ｲﾄﾒ (31.2) ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 (33.9)

3 ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ (4.9) ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 (16.2) ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 (15.1)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

下上

個 体 数
分類群別

中

個 体 数 個 体 数

優
占
種

計

紐形動物門

環形動物門

節足動物門

 

 

凡　例

上 中 下

節足動物門 環形動物門 紐形動物門

 

図 2-30  H-3における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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確　認　環　境

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

転
石
・
礫

礫
・
砂
泥

泥
　
地

1 軟体動物門 多板綱 新ヒザラガイ目 ウスヒザラガイ科 ﾔｽﾘﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ○ ○

2 ケハダヒザラガイ科 ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ○ ○

3 腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科 ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ ○

4 ｶｽﾘｱｵｶﾞｲ ○ ○

5 古腹足目 ニシキウズガイ科 ｲｼﾀﾞﾀﾐ ○

6 サザエ科 ｽｶﾞｲ ○

7 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 ｱﾏｶﾞｲ ○

8 盤足目 タマキビ科 ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

9 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞ ○

10 ﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○

11 新腹足目 アッキガイ科 ｲﾎﾞﾆｼ ○ ○

12 フトコロガイ科 ﾏﾙﾃﾝｽﾏﾂﾑｼ ○

13 ムシロガイ科 ｶﾗﾑｼﾛ ○

14 ｱﾗﾑｼﾛ ○ ○

15 二枚貝綱 フネガイ目 フネガイ科 ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○

16 イガイ目 イガイ科 ｸﾛｸﾞﾁ ○

17 ｺｹｶﾞﾗｽ ○

18 カキ目 ナミマガシワ科 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ ○ ○

19 イタボガキ科 Crassostrea属 ○ ○

20 マルスダレガイ目 ウロコガイ科 ﾆｯﾎﾟﾝﾏﾒｱｹﾞﾏｷ ○

21 フナガタガイ科 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○ ○

22 マルスダレガイ科 ｱｻﾘ ○

23 環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 チロリ科 ﾁﾛﾘ ○

24 ゴカイ科 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○

25 ケヤリムシ目 カンザシゴカイ科 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ○

26 節足動物門 顎脚綱 無柄目 フジツボ科 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○

27 ｻﾗｻﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

28 軟甲綱 十脚目 ホンヤドカリ科 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○

29 イワガニ科 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

30 ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

31 ﾋﾒｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ○

32 ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ ○

4 15 22 33門6綱14目23科32種

科 種№ 門 綱 目

 

○I-1地点 

定性調査の確認種一覧は表 2-44、定量調査の出

現結果は表 2-45、その類別組成は図 2-31に示すと

おりである。 

定性調査の結果、3門6綱 14目 23科 32種の底生

動物が確認された。 

底生動物が確認された環境要素としては、最も岸

寄りのコンクリート護岸、転石・礫地、礫・砂泥地、

沖側の泥地が挙げられる。 

定性調査における主な確認種は、コンクリート護岸では軟体動物門のマルウズラタ

マキビ、タマキビ、転石・礫地では軟体動物門のクログチ、Crassostrea 属、節足動

物門のシロスジフジツボ、礫・砂泥地では軟体動物門のアラムシロ、コケガラス、ア

サリ、節足動物門のユビナガホンヤドカリ、ケフサイソガニ、ヒライソガニ、泥地で

は軟体動物門のアラムシロ、カラムシロ等であった。 

表 2-44 I-1における環境別確認種一覧（定性調査） 
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定量調査の結果、出現した底生動物は4門5綱 15目 26科 32種であった。 

潮位別にみると、種数、個体数共に上部が最も多く、湿重量も上部が最大であった。 

分類群別にみると、出現種は主に軟体動物門、環形動物門、節足動物門の3門で構

成されており、上部では軟体動物門、中・下部では環形動物門が優占的であった。 

主な出現種としては、上部は軟体動物門のアラムシロ、アサリ、環形動物門のミズ

ヒキゴカイ、中部は環形動物門のクシカギゴカイ、ダルマゴカイ、Heteromastus 属、

下部は環形動物門のニカイチロリ科、クシカギゴカイ、Heteromastus属等が挙げられ

る。 

 

表 2-45  I-1における底生動物出現結果（定量調査・分類群別） 

(単位:個体,ｇ/㎡)

種数 湿重量 種数 湿重量 種数 湿重量

7 147 (67.4) 89.44 4 14 (25.0) 3.39 1 2 (1.3) 0.02

9 55 (25.2) 1.27 6 32 (57.1) 0.39 7 141 (90.4) 1.13

3 16 (7.3) 0.80 3 10 (17.9) 0.16 3 9 (5.8) 0.02

- - (  - ) - - - (  - ) - 1 4 (2.6) 24.37

19 218 91.51 13 56 3.94 12 156 25.54

順位 種　名 （比率） 種　名 （比率） 種　名 （比率）

1 ｱｻﾘ (33.5) ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ (21.4) Heteromastus属 (55.8)

2 ｱﾗﾑｼﾛ (22.0) Heteromastus属 (12.5) ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 (14.7)

3 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ (6.4) ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ (8.9) ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ (11.5)

(注) 1.(  )内の数値は編組比率(%)を示す．

2.＋表示は0.01ｇ未満を示す．

3.優占種は出現個体数の上位3種とその優占比率を示す．

下

個 体 数

中

個 体 数

上

個 体 数

計

優
占
種

分類群別

節足動物門

軟体動物門

棘皮動物門

環形動物門

 

 

凡　例

上 中 下

棘皮動物門 節足動物門

環形動物門 軟体動物門
 

図 2-31  I-1における底生動物の類別組成（定量調査・個体数） 
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2)水質 

①  調査方法 

各調査時期の干潮時（9月と11月は満潮時も実施）に定量調査における下部のコド

ラート付近の水際で表層水を採水し、多項目水質計測機器（堀場製作所製 マルチ水

質モニタリングシステム U-21）による水温、電気伝導度（EC）、pH、溶存酸素量（DO）

の測定を行った。 

 

②  調査結果 

現地調査時に測定した水質測定結果について、表 2-46～48に示す。 

測定項目のうち、DO については全体的に 10mg/l を超える高い値が目立つが、これ

は水際部での測定を行ったことにより、水が波打ち際で撹拌されることによりDOが高

い値を示した可能性が考えられる。 

 

表 2-46 水質測定結果（6月） 

水温 DO EC

（℃） （mg/l） （S/m）

A-1 22.8 15.6 0.3 1.0 8.25

B-1 21.8 14.8 0.3 1.0 8.20

C-1 23.1 15.7 0.6 3.0 7.90

C-2 22.3 15.3 0.6 3.0 7.54

D-1 21.6 14.5 0.2 1.0 8.22

E-1 29.1 7.5 2.0 12.0 7.67

E-2 29.0 7.0 2.0 12.0 7.60

E-3 22.4 12.3 0.1 0.0 7.87

F-1 - - - - -

F-2 27.6 9.0 2.2 14.0 7.27

F-3 25.3 6.5 2.1 13.0 7.87

G-1 24.6 11.8 4.5 29.0 7.88

G-2 25.7 12.5 4.6 30.0 8.07

G-3 - - - - -

G-4 22.4 13.0 4.5 30.0 7.50

H-1 27.0 12.5 2.2 13.0 7.27

H-2 27.0 11.8 0.8 4.0 7.83

H-3 26.6 10.5 0.1 0.0 8.43

I-1 21.9 16.5 0.2 1.0 8.21

地点 pH塩分

 
※空欄は、最干潮時に沖合遠方まで水際が引いたため、欠測となったことを示す。 
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表 2-47 水質測定結果（9月） 

水温 DO EC

（℃） （mg/l） （S/m）

干潮時 25.6 14.9 0.1 1.0 8.78

満潮時 26.3 10.4 3.8 23.0 8.75

干潮時 33.3 14.7 3.5 22.0 8.67

満潮時 26.7 10.0 4.6 30.0 8.77

干潮時 26.0 12.9 1.1 6.0 8.75

満潮時 26.8 9.8 4.1 29.0 8.77

干潮時 26.1 13.1 1.3 7.0 8.46

満潮時 - - - - -

干潮時 26.2 13.7 0.9 5.1 8.27

満潮時 26.2 10.1 4.5 28.0 8.77

干潮時 30.2 8.0 2.2 13.0 7.38

満潮時 27.2 8.1 4.1 27.0 8.26

干潮時 28.2 12.9 0.5 3.0 8.27

満潮時 26.8 9.1 3.7 24.0 8.42

干潮時 28.4 11.9 0.2 1.0 8.38

満潮時 26.2 10.7 2.2 13.0 8.43

干潮時 - - - - -

満潮時 26.2 7.5 4.3 28.0 8.16

干潮時 30.4 9.4 1.4 8.0 7.73

満潮時 26.4 7.6 4.0 25.0 8.40

干潮時 28.2 4.1 1.2 7.0 7.24

満潮時 26.4 2.8 3.1 20.0 7.84

干潮時 27.8 9.3 4.6 30.0 8.35

満潮時 - - - - -

干潮時 - - - - -

満潮時 27.4 10.1 4.7 31.0 8.90

干潮時 - - - - -

満潮時 27.0 9.4 4.6 30.0 8.88

干潮時 27.7 9.3 3.2 22.1 8.61

満潮時 27.1 9.8 4.4 29.0 8.81

干潮時 30.5 11.9 0.6 3.0 8.22

満潮時 27.4 9.4 4.6 30.0 8.51

干潮時 29.3 8.9 1.5 9.0 8.24

満潮時 27.4 10.4 4.5 29.0 8.65

干潮時 30.2 15.3 0.6 3.0 8.27

満潮時 25.3 10.3 2.6 17.0 8.45

干潮時 23.4 14.5 0.2 1.0 8.57

満潮時 26.9 10.6 4.2 27.0 8.88

H-2

H-3

G-1

G-2

G-3

G-4

pH干満

F-1

I-1

C-2

C-1

H-1

B-1

D-1

F-2

F-3

E-1

E-2

E-3

A-1

地点 塩分

 

※空欄は、最干潮時に沖合遠方まで水際が引いたため、欠測となったことを示す。 
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表 2-48 水質測定結果（11月） 

水温 DO EC

（℃） （mg/l） （S/m）

干潮時 16.2 13.0 0.2 1.0 8.59

満潮時 17.5 12.2 4.5 29.0 8.70

干潮時 17.9 15.0 1.0 5.0 8.82

満潮時 17.2 12.1 4.6 30.0 8.60

干潮時 16.8 13.5 0.3 2.0 8.20

満潮時 19.1 13.1 4.6 30.0 8.65

干潮時 16.8 13.8 0.3 2.0 8.00

満潮時 19.1 13.1 4.6 30.0 8.65

干潮時 18.2 15.5 1.2 6.0 8.34

満潮時 17.4 13.2 4.3 29.0 8.64

干潮時 16.5 11.3 0.1 0.0 8.40

満潮時 17.2 14.6 3.6 23.0 8.14

干潮時 18.4 13.8 0.1 0.0 8.60

満潮時 16.7 14.1 2.2 13.0 8.24

干潮時 15.9 12.5 0.1 0.0 8.49

満潮時 16.4 13.6 1.1 6.0 8.48

干潮時 - - - - -

満潮時 15.4 16.1 3.9 25.0 8.13

干潮時 18.7 14.8 1.6 10.0 8.22

満潮時 16.7 14.5 4.0 26.0 7.96

干潮時 17.0 14.5 1.5 8.0 8.14

満潮時 16.7 12.5 2.7 17.0 7.84

干潮時 18.8 12.2 4.6 30.0 8.40

満潮時 19.0 13.9 4.8 31.0 8.77

干潮時 17.6 14.3 4.3 27.0 8.13

満潮時 19.0 13.9 4.8 31.0 8.77

干潮時 - - - - -

満潮時 19.1 13.6 4.7 30.0 8.75

干潮時 18.1 13.7 3.5 22.0 8.07

満潮時 20.2 14.0 4.5 29.0 8.76

干潮時 18.7 12.7 2.5 16.0 8.75

満潮時 16.4 11.8 4.5 29.0 8.32

干潮時 17.4 12.0 0.3 1.0 8.94

満潮時 17.9 12.3 3.3 22.0 8.23

干潮時 17.4 13.5 0.0 0.0 9.27

満潮時 15.8 14.5 1.1 6.0 8.53

干潮時 19.2 14.0 0.4 2.0 9.39

満潮時 19.0 14.8 4.8 31.0 8.90
I-1

C-2

C-1

G-1

A-1

G-2

G-3

G-4

H-2

H-3

H-1

B-1

D-1

F-1

F-2

F-3

E-1

E-2

E-3

pH地点 干満 塩分

 

※ 空欄は、最干潮時に沖合遠方まで水際が引いたため、欠測となったことを示す。 
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3)底質の粒度組成 

①  調査方法 

6 月調査時に、各地点において底生動物の主な生息基盤である干潟の底質土を採取

した。 

各調査地点での採集地点は、底生動物の定量調査（コドラート）地点と同所とし、

底質をスコップで採取して持ち帰り、粒度組成分析（JIS A 1204 ふるい分析・沈降

分析）を行った。ふるい分析では、底質を礫分・砂分・泥分に分けることができ、沈

降分析では、泥分をシルト分と粘土分に分けることができるが、その過程で土粒子の

密度、最大粒径等、底質を特徴づける各種パラメータの測定・算出ができる。 

土粒子の密度(g/cm3)は、土粒子の単位体積(1cm3)あたりの重さを示し、一般的な無

機質土では、概ね2.6～2.75である。有機物を含むと値は小さくなるため、干潟にお

いては有機物含有量がしばしば多い粒径が細かい底質ほど小さい値を取りやすい傾向

がある。最大粒径は、ふるい分けされた底質土の最大の大きさの粒径を示す。また、

泥分（細粒分）率とは、底質中に占めるシルト分と粘土分の割合（質量）を示し、泥

質干潟の底質では高く、砂質干潟の底質では低くなる。これらは、土質試験の項目と

して一般的なものである。 

各粒度に対応した粒径は下表に示すとおりである。 

 

表 2-49 底質の粒径区分とその呼び名 

粒径区分 粒径（mm）

礫分 2～75

砂分 0.075～2

シルト分 0.005～0.075

粘土分 0.005未満  

      ※出典：JIS A 1204 「土の粒度試験方法」 

 

②  調査結果 

粒度試験の結果から、底質の粒径区分別に該当する地点数を表 2-50、地点別粒径組

成比率を図 2-32 に示す。なお、底質の分類は調査対象範囲で最もよくみられる細粒

土は細分類とし、粗粒土は中分類で整理した。 

最も多くの地点に該当する底質の粒径区分は、粒径の最も細かい細粒土であった。 

大まかな底質の傾向として、E-1～E-3 地点、F-1～F-3 地点、H-1～H-3 地点では一

般に泥質とされるシルト分と粘土分から構成されており、有明海湾奥部に独特の軟泥

質干潟の特徴を示した。その他の地点では、概ね砂分と礫分の割合が比較的高くなる

傾向がみられた。 

また、C-1地点、G-1地点、G-4地点等では、他の地点に比べて各粒径区分の組成比

の差が小さく、比較的多様な粒径から成る底質であることが窺える。 
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表 2-50 底質分類ごとの地点数（コドラート数） 

礫 砂礫
細粒分
まじり砂

砂礫質
細粒土

礫まじり
砂質細粒土

砂質細粒土
砂礫まじり
細粒土

砂まじり
細粒土

細粒土

該当する
地点数

1 1 7 2 4 1 3 7 31

底質分類

細　粒　土（粗粒分5%以上混入）粗　粒　土

 

※底質の分類 

○粗粒土：粗粒分＞50% 

・礫：礫分＞砂分，砂分＜15%，細粒分＜15% 

・砂礫：礫分＞砂分，砂分≧15%，細粒分＜15% 

・細粒分まじり砂：礫分≦砂分，細粒分≧15% 

○細粒土：細粒分≧50% 

・砂礫質細粒土：礫分≧15%，砂分≧15% 

・礫まじり砂質細粒土：5%≦礫分＜15%，砂分≧15% 

・砂質細粒土：礫分＜5%，砂分≧15% 

・砂礫まじり細粒土：5%≦礫分＜15%，5%≦砂分＜15% 

・砂まじり細粒土：礫分＜5%，5%≦砂分＜15% 

・細粒土：礫分＜5%，砂分＜5% 

 

 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

A-1 B-1 C-1 C-2 D-1 E-1 E-2 E-3 F-1 F-2 F-3 G-1 G-2 G-3 G-4 H-1 H-2 H-3 I-1

粘土分 シルト分 砂分 礫分

 

図 2-32 底質の粒径区分別組成比率 
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次に各河川における調査地点別の底質の組成比率について以下に示す。 

 

○Ａ川 

調査を実施した河口部では礫分が少なく、泥分（シルト分、粘土分）の占める比率

が高くなっている。本河口では、以前は砂分、礫分が多かったとされ（検討委員私信）

この変化の要因として、昨年度、上流域の河川改修に伴い、下流域へ供給される土砂

の量が増大した可能性が考えられる。 

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

上 中 下

A-1

礫分

砂分

シルト分

粘土分

 

図 2-33 地点別の底質の組成比率（Ａ川） 

 

○Ｂ川 

調査を実施した河口部では泥分（シルト分、粘土分）が多くを占めているが、上記

の地点と比べ砂分が多く含まれ、礫分も僅かに含まれる。 
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図 2-34 地点別の底質の組成比率（Ｂ川） 
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○Ｃ川 

調査を実施した2地点では、共に泥分（シルト分、粘土分）が多くを占めているが、

上流に位置するC-1地点で砂分と礫分の比率が高い傾向が見られる。 
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図 2-35 河川別の底質の組成比率（Ｃ川） 

 

○Ｄ川 

調査を実施した河口部では泥分（シルト分、粘土分）が多くを占めているが、次い

で砂分と礫分がほぼ同じ比率を占めている。 
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図 2-36 地点別の底質の組成比率（Ｄ川） 
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○Ｅ川 

調査を実施した3地点ともに泥分（シルト分、粘土分）が占め、砂分と礫分はほと

んど含まれていない。 
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図 2-37 地点別の底質の組成比率（Ｅ川） 

 

 

○Ｆ川 

調査を実施した3地点ともに泥分（シルト分、粘土分）がほとんどを占め、砂分と

礫分はごく僅かに含まれる程度であった。 
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図 2-38 地点別の底質の組成比率（Ｆ川） 
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○Ｇ川 

調査を実施した4地点のうち、河口部で流入する支流に位置するG-2地点では礫分

と砂分が卓越しており、特異な組成となっている。その他の3地点は河口部に位置し、

泥分（シルト分、粘土分）が多くを占めている。また、最も上流側に位置するG-4地

点では主に砂分、シルト分、粘土分によって構成され、各要素は概ね均等な比率を示

した。 
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図 2-39 河川別の底質の組成比率（Ｇ川） 

 

 

○Ｈ川 

調査を実施した3地点ともに泥分（シルト分、粘土分）が占め、砂分と礫分はほと

んど含まれていない。 
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図 2-40 地点別の底質の組成比率（Ｈ川） 
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○Ｉ川 

調査を実施した河口部では砂分が多くを占めており、次いで泥分（シルト分、粘土

分）、礫分の順となっている。 
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図 2-41 河川別の底質の組成比率（Ｉ川） 
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4)底生微小藻類 

①  調査方法 

各調査地点において、春季及び秋季調査時に巻き貝類等の餌の一つとなる底生微小

藻類の試料を採集した。 

定量調査のコドラート（25cm×25cm）内の底質の表面をヘラで薄く剥ぎ取り、5％

中性ホルマリンで固定して持ち帰った。 

採集したサンプルについては、微小藻類の同定と計数を行った。 

 

②  調査結果 

確認された微小底生藻類の集計結果は表 2-51～52、図 2-42～43に示すとおりであ

る。 

分類群別にみると、春季、秋季共に、全細胞数の 95%を概ね超える珪藻綱が最も主

要な構成要素であった。また、珪藻綱の科別構成をみると、主な分類群は春季、秋季

ともにメロシラ科、ナビキュラ科、ニッチア科の主に3科であった。 

季節別にみると、春季では、D-1地点、H-3地点が出現種数17種と最も種数の多い

地点であった。また、G-4地点は細胞数が117,200細胞と最も多く、A-1地点、F-1地

点が、次いで多い地点であった。秋季では、F-1地点、F-2地点、E-1地点が最も種数

の多い地点であった。また、H-3地点は細胞数が170,720細胞と最も多く、D-1地点が、

次いで多い地点であった。 

２季間で比較すると、細胞数については秋季に減少した地点は19地点中14地点で

あり、大多数の地点が減少傾向にあった。反対に、秋季に増加した地点はH-1地点、

D-1 地点等であった。編組比率については、目立った変化は見られず、春季、秋季共

に珪藻綱が最も優占的であった。 

 

表 2-51 底生微小藻類分類群別細胞数（春季） 

地　点

分　類　群

ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 960 960 960 960

渦鞭毛藻綱 960 960 3,840 960 1,040 960 1,920 960 960 960 960

黄金色藻綱 80 80 80

珪藻綱 105,360 97,920 42,800 103,360 84,160 54,080 63,840 52,960 106,240 67,840 43,360 65,360 85,120 55,600 117,200 72,160 74,080 102,960 80,560

微小鞭毛藻類 960 960 960 240 960 1,040 1,920

細胞数合計（細胞/cm
2
） 106,320 98,880 42,800 104,320 89,920 56,960 65,920 54,160 109,120 68,800 43,360 65,440 85,120 56,640 117,200 73,120 75,040 104,880 82,560

出現種数合計 15 15 12 12 17 14 15 13 15 15 13 12 12 15 15 12 16 17 13

I-1G-3 G-4 H-1 H-3H-2C-1 C-2 E-1 E-2 E-3  F-2  F-3 G-1 G-2F-1D-1A-1 B-1

 

 

表 2-52 底生微小藻類分類群別細胞数（秋季） 

地　点

分　類　群

藍藻綱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 0 0

ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 0 0 0 0 960 4,800 1,920 0 0 960 960 0 0 0 0 0 0 0 0

渦鞭毛藻綱 0 0 0 0 0 3,840 3,840 960 960 1,920 960 960 0 0 0 0 960 0 0

珪藻綱 45,720 101,760 38,160 29,440 162,880 56,800 52,400 48,400 62,000 40,240 46,480 30,080 16,880 40,000 21,800 170,640 56,480 45,040 42,720

ﾕｰｸﾞﾚﾅ藻綱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 480 0 0 0 0 0 80 0 0 0

微小鞭毛藻類 480 0 0 0 0 0 0 0 0 1,920 0 0 0 0 0 0 0 0 0

細胞数合計（細胞/cm
2
） 46,200 101,760 38,160 29,440 163,840 65,440 58,160 49,360 62,960 45,520 48,400 31,040 16,880 40,000 21,840 170,720 57,440 45,040 42,720

出現種数合計 9 14 13 8 15 18 14 14 18 18 11 10 7 11 9 16 16 10 11

H-3 I-1G-3 G-4 H-1 H-2 F-2  F-3 G-1 G-2A-1 B-1 C-1 C-2 D-1 E-1 E-2 E-3 F-1
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図 2-42 底生微小藻類の季節別出現細胞数（綱別） 
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図 2-43 珪藻綱の季節別出現細胞数（科別） 
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5)希少貝類の消化管内容物 

①  調査方法 

希少貝類の餌食物を把握するため、定量調査で採取した底生動物の中から比較的個

体数の多い希少貝類を選出し、消化管内容物を分析した。 

対象とする貝類の選定にあたっては、「WWF Japan Sience Report Vol.3和田ら（1996）

（P125）」に示されている「表7 日本の干潟環境で絶滅のおそれがある無脊椎動物と

その現状,生息場所のタイプ,および摂食型」を参考とし、底泥上の藻類を採餌する可

能性がある「デトリタス食者」、「濾過食者」に含まれる貝類を選定した。なお、「付着

藻類食者」の希少貝類は定量調査の確認種には含まれていないため、対象外とした。 

 

表 2-53（1） 消化管内容物の分析検体一覧（春季） 

採取時期 種名（食性） 個体数 採取地点（位置） 

春季 ウミニナ 3 C-1 (中) 

  （デトリタス食者） 1 C-2 (上) 

    5 G-2 (上) 

    5 G-2 (中) 

    4 G-2 (下) 

  フトヘナタリ 4 C-2 (上) 

   （デトリタス食者） 1 C-2 (中) 

  

アズキカワザンショウ 

（デトリタス食者） 
7 E-1 (下) 

  カワグチツボ 12 A-1 (中) 

 （デトリタス食者） 12 C-2 (中) 

    6 D-1 (上) 

    13 D-1 (中) 

    10 F-1 (中) 

  

ウミマイマイ 
（デトリタス食者） 

5 H-1 (上) 

  

ハイガイ 

（濾過食者） 
4 G-1 (下) 

  テリザクラ 2 G-1 (中) 

  （デトリタス食者） 2 G-3 (上) 

    7 G-3 (中) 

    3 G-3 (下) 

  ハナグモリ 10 C-2 (中) 

  （濾過食者） 7 C-2 (下) 

  6 F-1 (中) 

  5 F-1 (下) 

    10 G-1 (上) 

    10 G-4 (上) 

    10 G-4 (中) 

    5 G-4 (下) 

※食性の表記は「WWF Japan Sience Report Vol.3和田ら（1996）日本の干潟
環境で絶滅のおそれがある無脊椎動物とその現状,生息場所のタイプ,および摂
食型（P125）」を参考とした。
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表 2-53（2） 消化管内容物の分析検体一覧（秋季） 

採取時期 種名 個体数 採取地点（位置） 

秋季 ウミニナ 2 C-1 (上) 

 （デトリタス食者） 2 C-2 (上) 

  5 C-2 (中) 

    5 G-2 (上) 

    2 G-2 (中) 

    5 G-2 (下) 

  フトヘナタリ 5 C-2 (上) 

  （デトリタス食者） 2 C-2 (中) 

  

アズキカワザンショウ 

（デトリタス食者） 
10 E-1 (中) 

 カワグチツボ 5 B-1 (中) 

 （デトリタス食者） 20 B-1 (下) 

   30 D-1 (上) 

   30 D-1 (中) 

    30 D-1 (下) 

    6 F-1 (下) 

    30 G-1 (下) 

    8 H-2 (下) 

    6 H-1 (下) 

  

ウミマイマイ 
（デトリタス食者） 

5 H-1 (上) 

  

ハイガイ 

（濾過食者） 
3 G-1 (中) 

  テリザクラ 6 C-1 (下) 

  （デトリタス食者） 2 G-1 (下) 

    3 G-3 (上) 

    6 G-3 (中) 

    2 G-3 (下) 

  ハナグモリ 6 A-1 (上) 

  （濾過食者） 3 C-2 (上) 

    6 C-2 (中) 

  4 F-1 (中) 

  2 F-1 (下) 

    2 H-1 (上) 

※食性の表記は「WWF Japan Sience Report Vol.3和田ら（1996） 日本の干
潟環境で絶滅のおそれがある無脊椎動物とその現状,生息場所のタイプ,および
摂食型（P125）」を参考とした。
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②  調査結果 

確認された希少貝類の消化管内容物の結果は表 2-54～55に示すとおりである。 

様々な餌食物が確認されたのはデトリタス食のウミニナ、テリザクラ、濾過食のハ

ナグモリであった。 

主な餌食物としては、ほとんどが珪藻綱の藻類であり、Navicula属、Nitzschia属

が主要種であった。底生微小藻類の出現結果をみると、前述の珪藻綱2属の出現細胞

数は全域で多く、干潟の貝類が身近にある藻類を食していることがうかがえる。また、

珪藻類は硬い珪酸質の殻を持つため、比較的、消化器官に残りやすいことも一因と言

える。 

 

表 2-54 希少貝類の消化管内容物（春季） 

種　名（希少貝類）

綱 科 種名（胃内容物） ウミニナ フトヘナタリ アズキカワザンショウ カワグチツボ ウミマイマイ ハイガイ テリザクラ ハナグモリ

紅藻 - RHODOPHYCEAE ○ ○

珪藻 ﾒﾛｼﾗ Melosira nummuloides ○

Melosira sulcata ○ ○ ○ ○

ﾀﾗｼｵｼﾗ Thalassiosira sp. ○

Thalassiosiraceae ○ ○ ○

ｷｰﾄｹﾛｽ Chaetoceros sp. ○

ｱｸﾅﾝﾃｽ Achnanthes spp. ○ ○

Cocconeis sp. ○

ﾅﾋﾞｷｭﾗ Navicula spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Gyrosigma spp. ○ ○

ﾆｯﾁｱ Nitzschia spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Cylindrotheca closterium ○

Amphiprora alata ○ ○

Amphora spp. ○ ○ ○ ○

緑藻 ﾎﾞﾙﾎﾞｯｸｽ Eudorina elegans ○

食　性 デトリタス食 デトリタス食 デトリタス食 デトリタス食 デトリタス食 濾過食 デトリタス食 濾過食  

 

表 2-55 希少貝類の消化管内容物（秋季） 

種　名（希少貝類）

綱 科 種名（胃内容物） ウミニナ フトヘナタリ アズキカワザンショウ カワグチツボ ウミマイマイ ハイガイ テリザクラ ハナグモリ

藍藻 ｸﾛｵｺｯｸｽ Merismopedia sp. ○

紅藻 - RHODOPHYCEAE ○

渦鞭毛藻 ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ Prorocentrum micans ○

黄金色藻 ﾃﾞｨｸﾁｵｶ Dictyocha fibula ○

珪藻 ﾒﾛｼﾗ Melosira sulcata ○

ﾀﾗｼｵｼﾗ Thalassiosira spp. ○ ○ ○

Thalassiosiraceae ○ ○ ○ ○

ｺｽｷﾉﾃﾞｨｽｸｽ Coscinodiscus sp. ○

ﾅﾋﾞｷｭﾗ Navicula spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

Diploneis sp. ○

Gyrosigma spp. ○ ○

ﾆｯﾁｱ Nitzschia spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Amphora spp. ○ ○ ○

ｽﾘﾚﾗ Surirella sp. ○

食　性 デトリタス食 デトリタス食 デトリタス食 デトリタス食 デトリタス食 濾過食 デトリタス食 濾過食  
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第３章 解析・考察 

 



  

 

3．解析・考察 

(1)調査対象地域の底生動物相 

「第７回自然環境保全基礎調査 浅海域生態系調査（干潟調査）平成19年」によると、

有明海は底生動物相の種多様性が高く、全域的に確認種数の多い海域であった。また、確

認された希少貝類をみると、ウミマイマイ、センベイアワモチ、キヌカツギハマシイノミ

ガイ、オオクリイロカワザンショウ、ハイガイ等が挙げられ、多くの特産種、準特産種、

あるいは全国的に個体数が減少している種が多数出現した結果が得られた。これらの結果

から、有明海は固有性の高い種から分布域の広い「普通種」まで多くの種を育んでおり、

「干潟底生動物の宝庫」ともいうべき貴重な海域であると記されている。 

調査対象とした有明海佐賀県沿岸汽水域では、全域的に多くの底生動物が確認され、都

市近郊の富栄養域、汚染域によくみられるような環形動物門主体の単純な底生動物相では

なく、種多様性に富んだ動物相を呈しており、本業務においても調査対象地域の豊かな底

生動物相が確認できた。なかでも、Ｃ川、Ｇ川河口部では、確認された種数、個体数共に

調査対象地域で最も多く、特に種多様性が高い地域であることが窺える。 

また、本業務にて確認された希少種（環境省のレッドリストや佐賀県の絶滅の恐れのあ

る野生生物等に記載された種）は、50 種にも及んだ。このうち、貝類は 38 種であり、本

業務で確認された希少種の約76%もの高い割合を占めた。確認種はウミニナ、ヘナタリ類、

カワザンショウガイ類、オカミミガイ類、センベイアワモチ、ハイガイ等が挙げられ、上

記の浅海域生態系調査と同様、当該地域には有明海の特産種、準特産種だけではなく、全

国的に希少な貝類が多数生息することが明らかとなった。このような結果から、当該地域

は希少貝類の生息環境が比較的良好な状態に保たれた地域であり、希少貝類の生息状況お

よび生息環境条件を解明するのに適した地域であると言える。 

 

(2)底生動物の分布条件 

1)群集レベル 

①  定性調査 

門別、綱別、目別の各環境での種数と、干潟環境のイメージ図との対応を図 3-1～

図 3-3に示す。 

調査対象範囲における潮間帯の底生動物の生息環境は、干潟の泥地、転石・礫地、

ヨシ群落、塩生植物群落、石積護岸やコンクリート護岸等の構造物が挙げられる。 

環境別にみると、転石・礫地が65種と最も多く、次いで干潟の泥地が32種、塩生

植物群落が31種、ヨシ群落が24種と続き、これらの環境に生息する種が調査対象範

囲における干潟の底生動物相を特徴付けているといえる。また、石積護岸やコンクリ

ート護岸といった人工構造物についても、本来岩礁などの堅い基質を好む種の一生息

環境として利用されている。 

季節別出現種数のグラフを図 3-4に示す。なお、冬季調査は定量調査主体に行われ

たことから、春季～秋季調査での出現結果を基にとりまとめた。 

季節変化に伴う出現種数の大きな変動はみられず、出現状況は概ね同様であった。

調査対象地域の底生動物相は季節による変動が少ないものと考えられる。 
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石
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み
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岸 
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ン
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ト
護
岸 

そ
の
他
（
構
造
物
等
） 

刺胞動物門  1   

軟体動物門 18 6 42 21 14 13 14  2 

環形動物門 2 3 7 2 2   

節足動物門 12 7 16 10 10 6 6  1 

合計 4門7綱19目44科97種 32 種 16 種 65 種 31 種 24 種 21 種 23 種 3 種 

門別では軟体動物門が概ねどの環境でも多く確認されており、特に転石・礫地で卓越している。 

節足動物門は泥地と転石・礫地で多い傾向が見られる。 

図 3-1 各環境における出現種数（門別） 
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刺胞動物門 花虫綱             1   

軟体動物門 多板綱     2           

  腹足綱 14 3 30 19 14 9 11 2 

  二枚貝綱 4 3 10 2   4 3   

環形動物門 多毛綱 2 3 7     2 2   

節足動物門 顎脚綱   2 2     1 2 1 

  軟甲綱 12 5 14 10 10 5 4   

綱別でみると、転石・礫地で腹足綱の種数が多く、次いで塩生植物群落、ヨシ群落、泥地の順で多い。 

また、二枚貝綱と多毛綱も転石・礫地で種数が多い。 

図 3-2 各環境における出現種数（綱別） 
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群
落 
ヨ
シ
群
落 

石
積
み
護
岸 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸 

そ
の
他 

刺胞動物門 花虫綱 イソギンチャク目   1 

軟体動物門 多板綱 新ヒザラガイ目 2    

  腹足綱 カサガイ目 1 1 4  2 1 

    古腹足目 2    

    アマオブネガイ目 2 1  1 1 

    盤足目 10 14 12 10 5 6 2

    新腹足目 2 1 4   2 

    異旋目 1   1 

    収柄眼目   1 1    

    基眼目 1 1 2 5 4 1  

  二枚貝綱 フネガイ目 3  2   1  

    イガイ目   2   1 1 

    カキ目  1 2   1 1 

    マルスダレガイ目 1 2 4 2  1 1 

環形動物門 多毛綱 サシバゴカイ目 2 1 6   2 2 

    スピオ目  2      

    ケヤリムシ目   1     

節足動物門 顎脚綱 無柄目  2 2   1 2 1

  軟甲綱 十脚目 12 5 14 10 10 5 4 

目別でみると、盤足目の種数が泥地、転石・礫地、塩生植物群落、ヨシ群落で多く、十脚目の種数は転石・礫地、泥地、塩生植物

群落、ヨシ群落で多い。 

図 3-3 各環境における出現種数（目別） 
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図 3-4 季節別出現種数（定性調査） 
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②  定量調査 

・結果のまとめ 

底質分類別の底生動物の出現個体数を図 3-5に示す。 

単位面積あたりの個体数が多い底質は礫質砂、砂礫質等であり、該当箇所の多くは

Ｇ川に配置された地点であった。また、細粒土も比較的、個体数の多い底質の一つで

あった。調査対象地域である有明海湾奥部は、独特の軟泥干潟が広がる海域にあたり、

「底質の粒度組成 調査結果（P66）」に示したとおり、粒径の小さい細粒土に該当する

地点が非常に多い。この調査範囲は全域的に底生動物の個体数が多い地域といえる。 

個体数の編組比率をみると、粒径の大きい礫では軟体動物門のみで構成されていた

が、他の底質では軟体動物門、環形動物門、節足動物門の3門が主要な構成であった。 
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図 3-5 底質分類別出現個体数と編組比率（全域） 
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次に、底質分類別の底生動物の出現種数を図 3-6に示す。 

出現種数が最も多い底質は有明海の軟泥干潟に代表される細粒土であった。次いで、

礫質砂、砂質細粒土等が挙げられ、出現種数の多い底質は確認箇所が多い傾向がみら

れる。 

出現種数の編組比率をみると、礫では軟体動物門のみの構成であったが、他の底質

では軟体動物門、環形動物門、節足動物門の3門が主要な構成であるという、個体数

と同様の傾向がみられた。 
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該当箇所数 1 1 6 1 5 43  

 

図 3-6 底質分類別出現種数と編組比率（全域） 
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各地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集との関係について、以下に記す。 

 

○A-1地点 

A-1地点の底質、底生動物およびその他の項目について整理したものを表 3-1に示

す。 

底質は概ね粘土分とシルト分が多くを占め、底生動物は概ね環形動物門

（Heteromastus属）が優占しており、特に上部で顕著である。 

 

表 3-1  A-1地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

下

細粒土細粒土

中

細粒土

Ａ－１

上

代表種
（上位3種）

・底質は中部で若干礫分が混じるものの，
全域で粘土分主体の泥質であり，上，中部
では全体の約2/3，下部では全体の約3/4を
占めた．
・底生動物は，全域で環形動物門が主体を
成したが，上部で特に優占的な組成を示し
た．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾の泥干潟でみられる
底生動物である．

底質と底生動物
との関連性

水質1:Heteromastus属

2:紐形動物門

3:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

1:Heteromastus属

2:紐形動物門

3:ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ

1:Heteromastus属

2:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

3:ｳﾐﾏｲﾏｲ

礫分

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

扁形動物門

春 秋 春 秋 春 秋
珪藻綱 100% 100% 100% 100% 97% 96%
微小鞭毛藻綱 3% 4%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 22.8 25.6 26.3 16.2 17.5
DO 15.6 14.9 10.4 13.0 12.2
EC（S/m） 0.3 0.1 3.8 0.2 4.5
塩分 1.0 1.0 23.0 1.0 29.0
pH 8.25 8.78 8.75 8.59 8.70

9月 11月

 

 

 

○B-1地点 

B-1地点の底質、底生動物およびその他の項目について整理したものを表 3-2に示

す。 

本地区では目の細かい粘土分やシルト分が主体となる中～下部で軟体動物門が優占

する傾向が見られるが、これは泥質を好むカワグチツボが多く確認されていることに

よるものである。また、砂分の多い上部で環形動物門が優占しているが、泥底を好む

Heteromastus属ではなく、生息する底質パターンが幅広いスナイソゴカイが多く確認

されている点が特徴的である。 
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表 3-2 B-1地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 
調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

※：上位2種の優占比率が60%を超える高い比率を示したため，代表種は上位2種とした．

底質と底生動物
との関連性

・底質は上部が砂分，中・下部が粘土分主
体であった．中・下部では概ね同様の組成
を示し，粘土分が全体の約2/3を占めた．
・底生動物は，上部では環形動物門，中・
下部では軟体動物門が主体を成した．
・底質，底生動物共に，中・下部は類似
し，上部は異なった組成を示した．本地点
では，泥分の多い底質に軟体動物門が優占
する傾向がみられる．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，内湾の泥質に生息する底生動
物である．

水質

中

細粒土

下

細粒土

Ｂ－１

代表種
（上位2種）※

1:ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ

2:Heteromastus属

1:ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ

2:ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ

上

砂まじり　細粒土

1:ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ

2:Heteromastus属

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

礫分

砂分

シルト分

粘土分

春 秋 春 秋 春 秋
渦鞭毛藻綱 5% 100%
珪藻綱 100% 100% 95% 100% 100%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 21.8 33.3 26.7 17.9 17.2
DO 14.8 14.7 10.0 15.0 12.1
EC（S/m） 0.3 3.5 4.6 1.0 4.6
塩分 1.0 22.0 30.0 5.0 30.0
pH 8.20 8.67 8.77 8.82 8.60

9月 11月

 
 

 

 

○C-1～C-2地点 

C-1～C-2地点の底質、底生動物およびその他の項目について整理したものを表 3-3

に示す。 

底質は上部では礫分、砂分が多く、中・下部ではシルト分、粘土分は主体を成す組

成を示し、低い位置へ移行するに従って粒径が小さくなる傾向が見られる。 

底生動物は、主に軟体動物門、環形動物門が主体を成し、内湾や河口域の潮間帯に

にみられる種が優占的であった。 

底質の粒径と底生動物相の関連性について、採取潮位別では明確な傾向がみられな

いが、砂泥質にも生息するハナグモリやウミニナといった種が多く確認されたことは、

シルト分や粘土分に加えて砂分や礫分も比較的多く含む当該河川の底質を反映したも

のと考えられる。 
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表 3-3 C-1～C-2地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

・底質は上部では粘土分，礫分が多く，
中・下部では粘土分，シルト分が主体を成
した．また，低い位置へ移行すると粒径が
細小化する傾向にあった．
・底生動物は，主に軟体動物門，環形動物
門が主体を成したが，位置毎に異なった組
成を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾，河口域の潮間帯に
生息する底生動物である．

底質と底生動物
との関連性

底質と底生動物
との関連性

・底質は上部では礫分，砂分，中・下部で
は粘土分，シルト分が主体を成し，低い位
置へ移行すると粒径が細小化する傾向に
あった．
・底生動物は，主に軟体動物門，環形動物
門が主体を成したが，位置毎に異なった組
成を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾，河口域の潮間帯に
生息する底生動物である．

Ｃ－１

上

砂礫質　細粒土

中

砂まじり　細粒土

下

砂まじり　細粒土

3:ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属3:ｳﾐﾆﾅ

Ｃ－２

上

細粒分質　礫質砂

中

砂まじり 砂質細粒土
下

砂礫まじり　細粒土

代表種
（上位3種）

代表種
（上位3種）

水質

水質

1:ﾊﾅｸﾞﾓﾘ

2:Heteromastus属

1:Heteromastus属

2:ﾊﾅｸﾞﾓﾘ

1:Heteromastus属

2:ﾊﾅｸﾞﾓﾘ

3:ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ

1:Heteromastus属

2:ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ

3:ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ

1:Heteromastus属

2:ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ

3:ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

1:ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

2:Heteromastus属

3:ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

扁形動物門

礫分

砂分

シルト分

粘土分

礫分

砂分

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

春 秋 春 秋 春 秋
渦鞭毛藻綱 2%
珪藻綱 100% 100% 100% 100% 98% 100%

綱名
上 中 下

春 秋 春 秋 春 秋
珪藻綱 100% 100% 100% 100% 100% 100%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 22.3 26.1 - 16.8 19.1
DO 15.3 13.1 - 13.8 13.1
EC（S/m） 0.6 1.3 - 0.3 4.6
塩分 3.0 7.0 - 2.0 30.0
pH 7.54 8.46 - 8.00 8.65

9月 11月

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 23.1 26.0 26.8 16.8 19.1
DO 15.7 12.9 9.8 13.5 13.1
EC（S/m） 0.6 1.1 4.1 0.3 4.6
塩分 3.0 6.0 29.0 2.0 30.0
pH 7.90 8.75 8.77 8.20 8.65

9月 11月
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○D-1地点 

D-1地点の底質、底生動物およびその他の項目について整理したものを表 3-4に示

す。 

底質は干潟の上部から下部へ行くに従い、大きい粒径の占める割合が高くなる傾向

が見られ、底生動物は全体的に軟体動物門（カワグチツボ等）が優占しており、下部

で特に顕著である。 

 

表 3-4  D-1地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

底質と底生動物
との関連性

1:ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ

2:ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ

3:紐形動物門

1:ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ

下

細粒分質　礫質砂砂礫まじり 細粒土

中

砂礫質　細粒土

1:ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ

2:ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ

3:紐形動物門

代表種
（上位3種）

・底質は上・中部では粘土分，下部では砂
分が主体を成し，低い位置へ移行するにつ
れ大きい粒径の占める比率が高くなる傾向
にあった．
・底生動物は，上～下部で軟体動物門が主
体を成し，概ね全体の約3/4以上を占めた．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾の泥干潟でみられる
底生動物である．

水質

2:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

3:ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ

Ｄ－１

上

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

礫分

砂分

シルト分

粘土分

春 秋 春 秋 春 秋
ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 4% 100% 1%
渦鞭毛藻綱 4% 6%
珪藻綱 92% 90% 99% 100% 100%
微小鞭毛藻綱 4%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 21.6 26.2 26.2 18.2 17.4
DO 14.5 13.7 10.1 15.5 13.2
EC（S/m） 0.2 0.9 4.5 1.2 4.3
塩分 1.0 5.1 28.0 6.0 29.0
pH 8.22 8.27 8.77 8.34 8.64

9月 11月

 

 

 

○E-1～E-3地点 

E-1～E-3地点の底質、底生動物およびその他の項目について地点別に整理したもの

を表 3-5に示す。 

底質は主に泥質であり、シルト分、粘土分は全域的に類似した組成を示した。 

底生動物は、環形動物門、節足動物門が主体を成し、内湾や河口域の泥質にみられ

る種が優占的であった。 

底質と底生動物相の関連性についてみると、上部の泥質でみられる底生動物相は環

形動物門（Heteromastus属等）および節足動物門（アリアケガニ、ハラグクレチゴガ

ニ等）により構成される傾向にあった。 
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 表 3-5  E-1～E-3地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 

 

 

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

※：上位2種の優占比率が90%を超える高い比率を示したため，代表種は上位2種とした．

・底質は全域泥質であった．シルト分，粘
土分は全域で概ね同様の組成を示し，粘土
分が全体の約2/3を占めた．
・底生動物は，環形動物門，節足動物門が
主体を成し，節足動物門が全体の約2/3～
4/5を占め，優占的であった．
・底質，底生動物相共に，全域で概ね類似
した組成を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に汽水域の泥質でよくみら
れる底生動物である．

・底質は全域泥質であった．また，全域で
概ね同様の組成を示しており，粘土分が全
体の約2/3を占めた．
・底生動物は，環形動物門，節足動物門が
主体を成した．上・下部は，よく似た組成
を示した．
・底質，底生動物共に，上・下部は類似し
た組成を示したが，中部は環形動物門が卓
越する点が異なる．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に汽水域の泥質に生息する
底生動物である．

底質と底生動物
との関連性

水質

水質

底質と底生動物
との関連性

・底質は全域泥質であった．また，全域で
概ね同様の組成を示しており，粘土分は全
体の約2/3を占めた．
・底生動物は，環形動物門，節足動物門が
主体を成したが，位置毎に異なる組成を示
した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾の泥質でよくみられ
る底生動物である．

1:Heteromastus属

細粒土 細粒土

細粒土

下

細粒土

Ｅ－２

1:Heteromastus属

2:ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

3:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

1:ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

2:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

代表種
（上位3種）

代表種
（上位2種）※

上

中

Ｅ－３

下

3:Heteromastus属

下

細粒土

代表種
（上位3種）

細粒土

底質と底生動物
との関連性

水質

Ｅ－１

上

2:ｱﾘｱｹｶﾞﾆ

3:ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫

上

細粒土

中

細粒土

細粒土

1:ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ

2:ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ

3:ｲﾄﾒ

1:ｲﾄﾒ

2:ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ

1:ｲﾄﾒ

2:ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ

中

1:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

2:ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ

3:ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ

1:ｲﾄﾒ

2:ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ

1:ｲﾄﾒ

2:ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ

3:ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

扁形動物門

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

春 秋 春 秋 春 秋
ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 4% 5% 4% 21%
渦鞭毛藻綱 4% 6% 4% 8%
珪藻綱 95% 90% 90% 92% 100% 71%
微小鞭毛藻綱 5%

綱名
上 中 下

春 秋 春 秋 春 秋
ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 6% 5% 4%
渦鞭毛藻綱 6% 13% 4%
珪藻綱 88% 100% 99% 82% 100% 92%
黄金色藻綱 1%

綱名
上 中 下

春 秋 春 秋 春 秋
渦鞭毛藻綱 10% 5%
珪藻綱 88% 100% 100% 95% 100% 100%
微小鞭毛藻綱 2%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 29.1 30.2 27.2 16.5 17.2
DO 7.5 8.0 8.1 11.3 14.6
EC（S/m） 2.0 2.2 4.1 0.1 3.6
塩分 12.0 13.0 27.0 0.0 23.0
pH 7.67 7.38 8.26 8.40 8.14

9月 11月

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 29.0 28.2 26.8 18.4 16.7
DO 7.0 12.9 9.1 13.8 14.1
EC（S/m） 2.0 0.5 3.7 0.1 2.2
塩分 12.0 3.0 24.0 0.0 13.0
pH 7.60 8.27 8.42 8.60 8.24

9月 11月

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 22.4 28.4 26.2 15.9 16.4
DO 12.3 11.9 10.7 12.5 13.6
EC（S/m） 0.1 0.2 2.2 0.1 1.1
塩分 0.0 1.0 13.0 0.0 6.0
pH 7.87 8.38 8.43 8.49 8.48

9月 11月
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○F-1～F-3地点 

F-1～F-3地点の底質、底生動物およびその他の項目について地点別に整理したもの

を表 3-6に示す。 

底質は主に泥質であり、シルト分、粘土分は全域的に類似した組成を示した。 

底生動物は、底質のような類似性はみられなかったものの、内湾域の泥質を好む種

が優占的であった。 

底質と底生動物相の関連性についてみると、泥質の上部では主に環形動物門

（Heteromastus 属等）、節足動物門（タイガードロクダムシ等）により組成を成す傾

向がみられる。 
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表 3-6  F-1～F-3地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 

 調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

※：上位2種の優占比率が80%を超える高い比率を示したため，代表種は上位2種とした．

・底質は全域泥質であった．また，全域で
概ね同様の組成を示しており，粘土分が全
体の約2/3を占めた．
・底生動物は，底質に関わらず位置毎で異
なった組成を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，内湾の泥質干潟でよくみられ
る底生動物である．

・底質は上部で砂分，礫分が混じるもの
の、全域でシルト分，粘土分主体の泥質で
あった．
・底生動物は，中・下部で環形動物門の組
成が高い傾向が見られるものの、位置毎で
異なる組成を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，内湾の泥質干潟でよくみられ
る底生動物である．

水質

水質

Ｆ－１

上

2:Heteromastus属

中

細粒土

下

細粒土

下

細粒土

中

細粒土

上

細粒土

Ｆ－２

細粒土

砂まじり　細粒土

1:Heteromastus属

2:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

1:Heteromastus属

2:ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ

1:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

代表種
（上位3種）

代表種
（上位2種）※

代表種
（上位3種）

細粒土

中

細粒土

下

底質と底生動物
との関連性

底質と底生動物
との関連性

底質と底生動物
との関連性

・底質は全域泥質であった．中・下部では
概ね同様の組成を示し，粘土分が全体の約
2/3を占めた．
・底生動物は，環形動物門，節足動物門の2
門で組成され，中・下部では類似した組成
を示した．
・底質と底生動物相は，共に同様の変化が
みられ，中・下部は類似し，上部は異なる
組成を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾の泥質でよくみられ
る底生動物である．

水質

3:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

Ｆ－３

上

2:ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

3:ﾊﾅｸﾞﾓﾘ

1:ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

2:ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ

1:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

2:Heteromastus属

3:ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

1:ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ

2:Heteromastus属

3:ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ

1:Heteromastus属

1:ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ

2:ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

3:ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ

1:ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ

2:ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ

3:ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

シルト分

粘土分

礫分

砂分

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

春 秋 春 秋 春 秋
渦鞭毛藻綱 8% 8%
珪藻綱 92% 91% 97% 100% 100% 100%
微小鞭毛藻綱 3%

下中上
綱名

春 秋 春 秋 春 秋
ﾕｰｸﾞﾚﾅ藻綱 5%
渦鞭毛藻綱 5% 15%
ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 4%
珪藻綱 100% 92% 95% 80% 100% 88%
微小鞭毛藻綱 4% 12%

綱名
上 中 下

春 秋 春 秋 春 秋
渦鞭毛藻綱 5%
ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 5%
珪藻綱 100% 95% 100% 95% 100% 100%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 - - 26.2 - 15.4
DO - - 7.5 - 16.1
EC（S/m） - - 4.3 - 3.9
塩分 - - 28.0 - 25.0
pH - - 8.16 - 8.13

9月 11月

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 27.6 30.4 26.4 18.7 16.7
DO 9.0 9.4 7.6 14.8 14.5
EC（S/m） 2.2 1.4 4.0 1.6 4.0
塩分 14.0 8.0 25.0 10.0 26.0
pH 7.27 7.73 8.40 8.22 7.96

9月 11月

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 25.3 28.2 26.4 17.0 16.7
DO 6.5 4.1 2.8 14.5 12.5
EC（S/m） 2.1 1.2 3.1 1.5 2.7
塩分 13.0 7.0 20.0 8.0 17.0
pH 7.9 7.2 7.8 8.1 7.8

9月 11月

-91-



  

 

○G-1～G-4地点 

G-1～G-4地点の底質、底生動物およびその他の項目について整理したものを表 3-7、

表 3-8に示す。 

底質は、上部では比較的大きい粒径が優占的な組成を示すが、低い位置へ移行する

につれ細小化し、中・下部では小さい粒径が主体を成す傾向にあった。 

底生動物は、主に軟体動物門、環形動物門が優占した組成を示す傾向にあり、内湾

や河口域の潮間帯にみられる種が優占的にみられた。 

粒度組成と底生動物の類別組成の比較では明確な傾向がみられないが、代表種に着

目すると、他の河川では個体数で上位に挙がっていないホソウミニナとコケゴカイが

多い点が特徴的である。ホソウミニナは礫分の多い底質で確認されており、特に G-2

地点の上部で顕著である。また、これらの種以外にも、他の河川に比べて調査地点・

採取位置ごとの代表種が比較的多岐にわたっている点が特徴的であり、このことは当

該河川の底質が多様であることを反映していると考えられる。 

 

表 3-7  G-1～G-2地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

・底質は上部では粒径の大きい礫分が主体
を成した．中，下部では概ね同様の組成を
示し，砂分，礫分が主体を成した．
・底生動物は，位置毎に異なった組成を示
した．礫分の多い上部では軟体動物門が独
占的であり，中部では軟体動物門，下部で
は環形動物門が主体を成した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾，河口域の潮間帯に
生息する底生動物である．

底質と底生動物
との関連性

底質と底生動物
との関連性

Ｇ－１

上

細粒分まじり 砂礫質

中

砂まじり　細粒土

下

Ｇ－２

上

細粒分砂まじり　礫

中

細粒分質　礫質砂

下

細粒分質　礫質砂

2:ｺｹｺﾞｶｲ

砂まじり　細粒土

代表種
（上位3種）

代表種
（上位3種）

水質

・底質は上部では粒径の大きい礫分，砂分
が主体を成した．中・下部では概ね同様の
組成を示し，シルト分，粘土分が主体を成
す泥質であった．
・底生動物は，上・中部では環形動物門，
下部では軟体動物門が主体を成した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾，河口域の潮間帯に
生息する底生動物である．

水質

1:ﾎｿｳﾐﾆﾅ

2:ｺｹｺﾞｶｲ

3:Heteromastus属

1:ﾎｿｳﾐﾆﾅ

1:ｺｹｺﾞｶｲ 1:ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ

2:ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ

3:ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ

1:Heteromastus属

2:ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ

3:ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ

2:Heteromastus属

3:ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ

3:ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属

1:ﾎｿｳﾐﾆﾅ

2:ｳﾐﾆﾅ

礫分

砂分

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

触手動物門

紐形動物門

礫分

砂分

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

扁形動物門

春 秋 春 秋 春 秋
渦鞭毛藻綱 10%
珪藻綱 99% 100% 100% 100% 100% 90%
黄金色藻綱 1%

綱名
上 中 下

春 秋 春 秋 春 秋
珪藻綱 100% 100% 100% 100% 100% 100%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 24.6 27.8 - 18.8 19.0
DO 11.8 9.3 - 12.2 13.9
EC（S/m） 4.5 4.6 - 4.6 4.8
塩分 29.0 30.0 - 30.0 31.0
pH 7.88 8.35 - 8.40 8.77

9月 11月

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 25.7 - 27.4 17.6 19.0
DO 12.5 - 10.1 14.3 13.9
EC（S/m） 4.6 - 4.7 4.3 4.8
塩分 30.0 - 31.0 27.0 31.0
pH 8.07 - 8.90 8.13 8.77

9月 11月

 

-92-



  

 

表 3-8  G-3～G-4地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

・底質は主に粘土分，シルト分，砂分が主
体を成した．上・下部は概ね同様の組成を
示したが，下部では粘土分，シルト分の比
率がやや高い傾向にあった．
・底生動物は，上・下部で環形動物門が優
占し，底質の違い関わらず概ね類似した組
成を示した．
一方,中部では環形動物門，節足動物門が主
体を成した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾や河口域の泥質に生
息する底生動物である．

・底質は上部では粒径の大きい礫分，砂分
が主体を成した．中・下部では，中部に礫
分が混じるものの概ね同様の組成を示し，
シルト分，粘土分が主体を成す泥質であっ
た．
・底生動物は，全域で環形動物門が主体を
成し，底質の違いに関わらず概ね類似した
組成を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾の泥質に生息する底
生動物である．

底質と底生動物
との関連性

底質と底生動物
との関連性

Ｇ－３

上

細粒分質　礫質砂

中

砂礫まじり　細粒土

下

砂まじり　細粒土

礫まじり 砂質細粒土
下中

代表種
（上位3種）

代表種
（上位3種）

水質

水質1:Heteromastus属1:Heteromastus属

3:ﾃﾘｻﾞｸﾗ

2:ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ

2:ﾊﾅｸﾞﾓﾘ

3:ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科

1:Heteromastus属

2:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

3:ﾊﾅｸﾞﾓﾘ，ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫

Ｇ－４

上

礫まじり 砂質細粒土 礫まじり 砂質細粒土

2:ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

3:ｺｹｺﾞｶｲ

1:Heteromastus属

2:ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ

3:ｳﾐﾏｲﾏｲ

1:Heteromastus属

2:ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ

3:ﾃﾘｻﾞｸﾗ

1:Heteromastus属

礫分

砂分

シルト分

粘土分

礫分

砂分

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

扁形動物門

春 秋 春 秋 春 秋
珪藻綱 90% 100% 99% 100% 100% 100%
微小鞭毛藻綱 10% 1%

綱名
上 中 下

春 秋 春 秋 春 秋
珪藻綱 100% 99% 100% 100% 100% 100%
藍藻綱 1%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 - - 27.0 - 19.1
DO - - 9.4 - 13.6
EC（S/m） - - 4.6 - 4.7
塩分 - - 30.0 - 30.0
pH - - 8.88 - 8.75

9月 11月

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 22.4 27.7 27.1 18.1 20.2
DO 13.0 9.3 9.8 13.7 14.0
EC（S/m） 4.5 3.2 4.4 3.5 4.5
塩分 30.0 22.1 29.0 22.0 29.0
pH 7.50 8.61 8.81 8.07 8.76

9月 11月

 

 

 

○H-1～H-3地点 

H-1～H-3の底質、底生動物およびその他の項目について地点別に整理したものを表 

3-9に示す。 

底質は主に泥質であり、シルト分、粘土分は全域的に類似した組成を示した。 

底生動物は、環形動物門、節足動物門が主体を成し、内湾や河口域の泥質にみられ

る種が優占的であった。 

底質と底生動物相の関連性についてみると、H-2 と H-3 では泥質の上部で環形動物

門（Heteromastus属等）が優占的な組成を示す傾向がみられ、H-1では上～下部全て

で環形動物門（Heteromastus属等）が優占している。 
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表 3-9  H-1～H-3地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

・底質は全域泥質であった．また，全域で
概ね同様の組成を示しており，粘土分が全
体の約3/4を占めた．
・底生動物は，環形動物門，軟体動物門が
主体を成し，その組成は上～下部で類似し
た組成を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に汽水域の泥質でみられる
底生動物である．

・底質は全域泥質であった．また，全域で
概ね同様の組成を示しており，粘土分が全
体の約2/3を占めた．
・底生動物は，主に軟体動物門，環形動物
門，節足動物門から成り，中・下部では3門
が類似した組成を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，内湾域の泥質でよくみられる
底生動物である．

・底質は全域泥質であった．また，全域で
概ね同様の組成を示しており，粘土分が全
体の約3/4を占めた．
・底生動物は，環形動物門，節足動物門が
主体を成したが，その組成は位置毎に異
なった比率を示した．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に汽水域の泥質でみられる
底生動物である．

細粒土

下

細粒土

Ｈ－３

上

細粒土

中

細粒土

下

細粒土

細粒土

中

細粒土

下

細粒土

Ｈ－１

上

細粒土

中

代表種
（上位3種）

代表種
（上位3種）

Ｈ－２

上

代表種
（上位3種）

水質

水質

水質

底質と底生動物
との関連性

底質と底生動物
との関連性

底質と底生動物
との関連性

1:Heteromastus属

2:ｳﾐﾏｲﾏｲ

3:紐形動物門

1:Heteromastus属

2:ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科

3:ｳﾐﾏｲﾏｲ

1:Heteromastus属

2:ｳﾐﾏｲﾏｲ

3:紐形動物門

1:ｲﾄﾒ

2:ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

3:ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫

1:ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

2:ｲﾄﾒ

3:ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫

1:ｲﾄﾒ

2:ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

3:ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ

1:ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ

2:ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ

3:Capitella属

1:ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ

2:Heteromastus属

3:ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

1:Heteromastus属

2:ｳﾐﾏｲﾏｲ

3:ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

扁形動物門

礫分

砂分

シルト分

粘土分

礫分

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

紐形動物門

シルト分

粘土分

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

紐形動物門

扁形動物門

春 秋 春 秋 春 秋
渦鞭毛藻綱 5%
珪藻綱 95% 100% 100% 100% 100% 100%

綱名
上 中 下

春 秋 春 秋 春 秋
ｸﾘﾌﾟﾄ藻綱 2%
渦鞭毛藻綱 2%
珪藻綱 100% 100% 96% 100% 100% 100%

綱名
上 中 下

春 秋 春 秋 春 秋
ﾕｰｸﾞﾚﾅ藻綱 1%
渦鞭毛藻綱 5%
珪藻綱 100% 99% 95% 100% 100% 100%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 27.0 29.3 27.4 17.4 17.9
DO 11.8 8.9 10.4 12.0 12.3
EC（S/m） 0.8 1.5 4.5 0.3 3.3
塩分 4.0 9.0 29.0 1.0 22.0
pH 7.83 8.24 8.65 8.94 8.23

9月 11月

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 26.6 30.2 25.3 17.4 15.8
DO 10.5 15.3 10.3 13.5 14.5
EC（S/m） 0.1 0.6 2.6 0.0 1.1
塩分 0.0 3.0 17.0 0.0 6.0
pH 8.43 8.27 8.45 9.27 8.53

9月 11月

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 27.0 30.5 27.4 18.7 16.4
DO 12.5 11.9 9.4 12.7 11.8
EC（S/m） 2.2 0.6 4.6 2.5 4.5
塩分 13.0 3.0 30.0 16.0 29.0
pH 7.27 8.22 8.51 8.75 8.32

9月 11月
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○I-1地点 

I-1地点の底質、底生動物およびその他の項目について整理したものを表 3-10に示

す。 

本地区は泥干潟が多く見られる有明海湾奥にありながら、砂分の多い場所であり、

干潟上部でアサリが多く確認されたことはこの点を反映したものといえる。また、中

～下部では環形動物門が優占しているが、海域でよく見られるクシカギゴカイやダル

マゴカイが比較的多い点で他の河川と異なっている。 

 

表 3-10  I-1地点の底質、水質、底生微小藻類と底生動物群集 

調査地点

採取位置 凡  例

底質の分類

粒度組成

底生動物の
類別組成
（個体数）

底生藻類の
類別組成
(細胞数)

・底質は位置毎に組成が異なり，上部では
砂分と礫分，中部では砂分と泥分，下部で
は砂分が主体を成した．
・底生動物は，位置毎に異なった組成を示
し，上部では軟体動物門，中・下部では環
形動物門が主体を成す．
・底生藻類は珪藻類が優占する。
・代表種は，主に内湾の砂泥～泥質でみら
れる底生動物である．

細粒分質　礫質砂

中

砂質細粒土

下

礫まじり 砂粒分質砂

Ｉ－１

上

代表種
（上位3種）

底質と底生動物
との関連性

水質1:Heteromastus属

2:ﾆｶｲﾁﾛﾘ科

3:ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ

1:ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ

2:Heteromastus属

3:ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ

1:ｱｻﾘ

2:ｱﾗﾑｼﾛ

3:ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

礫分

砂分

シルト分

粘土分

棘皮動物門

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

春 秋 春 秋 春 秋
黄金色藻綱 1%
珪藻綱 95% 100% 100% 100% 96% 100%
微小鞭毛藻綱 4% 4%

綱名
上 中 下

調査時期 6月
干満 干 干 満 干 満
水温 21.9 23.4 26.9 19.2 19.0
DO 16.5 14.5 10.6 14.0 14.8
EC（S/m） 0.2 0.2 4.2 0.4 4.8
塩分 1.0 1.0 27.0 2.0 31.0
pH 8.21 8.57 8.88 9.39 8.90

9月 11月
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2)種レベル 

種レベルでの底質等の環境との相関を整理するにあたり、確認種の中から希少底生動物の

選定を行った。選定種の一覧は表 3-11、環境別・底質分類別にみた希少底生動物の種数は図 

3-7に示す。 

また、各希少底生動物の確認状況と確認環境、底質との関連について以降にとりまとめた。 

希少底生動物として選定された種は合計50種であり、確認された底生動物全種のおよそ3

割を占める程であった。河川別に見ると、最も希少種確認種数の多い河川はＧ川の39種であ

り、次いでＣ川の33種であった。その他の河川では確認種数が7～18種の範囲にあることか

ら、Ｃ川とＧ川における希少底生動物の生息種数は群を抜いており、当該河川の汽水域は有

明海沿岸の干潟環境の中でも特に貴重な地域であることがうかがえる。 

表 3-11 希少底生動物 確認種一覧 

環境省 水産庁 佐賀県
WWF 和田ら
（1996）

Ａ
　
川

Ｂ
　
川

Ｃ
　
川

Ｄ
　
川

Ｅ
　
川

Ｆ
　
川

Ｇ
　
川

Ｈ
　
川

Ｉ
　
川

ミドリシャミセンガイ 準絶滅危惧 危険 ○

ツボミガイ 準絶滅危惧 ○ ○
ヒロクチカノコ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 準絶滅危惧 絶滅寸前 ○
イシマキガイ 減少種 ○
ウミニナ 準絶滅危惧 減少傾向 準絶滅危惧 危険 ○ ○ ○

フトヘナタリ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類 危険 ○ ○
シマヘナタリ 絶滅危惧Ⅰ類 希少種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○ ○ ○
クロヘナタリ 絶滅危惧Ⅰ類 希少種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○ ○ ○ ○
ヘナタリ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類 危険 ○ ○

カワアイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 危険 ○ ○
マルウズラタマキビ 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ワカウラツボ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○ ○
カワグチツボ 準絶滅危惧 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クリイロカワザンショウ 絶滅危惧Ⅰ類 ○ ○ ○
オオクリイロカワザンショウ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○
アマグリイロカワザンショウ 情報不足 ○ ○
アズキカワザンショウ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 危険 ○ ○ ○ ○ ○

ヒラドカワザンショウ 準絶滅危惧 ○ ○ ○
マルテンスマツムシ 絶滅寸前 ○
ヨコイトカケギリ 危険 ○ ○
カキウラクチキレモドキ 危険 ○ ○
センベイアワモチ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○ ○

ウスコミミガイ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 危険 ○
クリイロコミミガイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 危険 ○
シイノミミミガイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○
オカミミガイ 絶滅危惧Ⅱ類 危急種 絶滅危惧Ⅰ類 危険 ○ ○ ○ ○

ナラビオカミミガイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 危険 ○ ○ ○
キヌカツギハマシイノミガイ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類 危険 ○ ○ ○ ○
ウミマイマイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハイガイ 希少種 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○ ○

ササゲミミエガイ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○ ○ ○
コケガラス 危険 ○ ○
クチバガイ 準絶滅危惧 ○
イチョウシラトリ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅寸前 ○

テリザクラ 絶滅危惧Ⅰ類 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウネナシトマヤガイ 準絶滅危惧 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハナグモリ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 危険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コオキナガイ 絶滅危惧Ⅰ類 危険 ○ ○ ○
ソトオリガイ 危険 ○

マキトラノオガニ 希少 ○
ヒメケフサイソガニ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅寸前 ○ ○ ○ ○ ○
クシテガニ 希少 ○ ○ ○ ○ ○
ウモレベンケイガニ 希少 ○

シオマネキ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 絶滅危惧Ⅱ類 危険 ○ ○ ○ ○ ○
ハクセンシオマネキ 絶滅危惧Ⅱ類 情報不足 危険 ○
ハラグクレチゴガニ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 危険 ○ ○ ○ ○
ムツバアリアケガニ 絶滅寸前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

アリアケガニ 絶滅危惧Ⅱ類 危険 ○ ○ ○ ○
アリアケモドキ 希少 ○ ○ ○ ○

トゲイカリナマコ 危険 ○

希少種計 50種 10種 7種 33種 6種 12種 18種 39種 16種 7種

全出現種 172種 43種 41種 78種 44種 37種 42種 116種 54種 59種
環境省：レッドリスト　貝類（平成19年8月），その他無脊椎動物（平成18年12月）

水産庁：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック(1998年)

佐賀県：佐賀県の絶滅のおそれのある野生生物(2003年)

WWF 和田ら（1996）：WWF Japan サイエンス レポート 第3巻 和田ら（1996） －日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状－

確　認　河　川レッドリスト等でのカテゴリー

種　　名

 

-96-



  

 

定性調査の希少種出現種数をみると、確認種数の多い環境要因としてはヨシ群落、塩生植

物群落、転石・礫地、泥地等が挙げられる。特に、ヨシ群落、塩生植物群落、転石・礫地で

は貝類の希少種数が顕著であった。 

定量調査の希少種出現種数をみると、確認種数の多い底質としては細粒土、礫質砂、砂質

細粒土等が挙げられ、細粒土、砂質細粒土を含めた泥質の確認種が多い傾向にあった。 

また、細粒土は貝類、甲殻類を含む3門から構成され、比較的高い多様性がみられた。 

 

全確認種のうち、希少種の占める割合（定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥 泥（カキ礁） その他

75% 71% 26% 43% 35% 50% 25% 67%  

環境別にみた希少種の種数（定性調査）
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全確認種のうち、希少種の占める割合（定量調査）

礫 砂礫質 礫質砂 砂粒分質砂 砂質細粒土 細粒土

50% 6% 55% 8% 23% 30%  

底質分類別にみた希少種の種数（定量調査）
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底質分類 礫 砂礫質 礫質砂 砂粒分質砂 砂質細粒土 細粒土

該当箇所数 1 1 6 1 5 43  

図 3-7 環境別・底質分類別にみた希少種確認種数 
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ミドリシャミセンガイ Lingula unguis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

G-1 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ G-1地点の泥質干潟でのみ確認された．

・ 本種は有明海の一部地域では「めかじゃ」と呼ばれ，食用にされている．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【触手動物門　腕足綱　舌殻目　シャミセンガイ科】
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ツボミガイ Patelloida lampanicola

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-1 ○

C-2 ○ ○ ○ ○

G-1 ○ ○

G-2 ○ ○ ○ ○

G-3 ○ ○

G-4 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ + +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

6 30 59 6

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 主にウミニナ類の殻上に付着する．

※出典：奥谷　喬編著（2000），日本近海産貝類図鑑，東海大学出版会

【軟体動物門　腹足綱 カサガイ目 ユキノカサガイ科】
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ヒロクチカノコ Neritina (Dostia ) violacea

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

F-1 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ F-1地点にある捨石（転石）下の潮溜まりで確認された．

・ 汽水域の浅い水溜りに分布が限定されるため，護岸工事等の影響により個体群の消失が

容易に起こりうる．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門　腹足綱　アマオブネガイ目　アマオブネガイ科】
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イシマキガイ Clithon retropicta

■レッドデータブック等での選定状況

・ 減少種（水産庁）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-1 ○ ○

C-2 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

67 33

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 汽水域上部から純淡水域に生息する．

※出典：増田修　内山りゅう著（2004），日本産淡水貝類図鑑②，ピーシーズ

【軟体動物門　腹足綱　アマオブネガイ目　アマオブネガイ科】
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ウミニナ Batillaria multiformis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

・ 減少種（水産庁）

・ 準絶滅危惧（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-1 ○ ○ ○

C-2 ○ ○ ○ ○

D-1 ○

G-1 ○ ○ ○ ○

G-2 ○ ○ ○ ○

G-3 ○ ○ ○ ○

G-4 ○ ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++++ ++++ ++++ +++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

7 23 43 3 24

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  ウミニナ科】
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フトヘナタリ Cerithidea (Cerithidea ) rhizophorarum

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-1 ○ ○ ○

C-2 ○ ○ ○ ○

G-1 ○ ○

G-4 ○ ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++++ +++++ ++++ ++++ +++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

5 19 77

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 潮上帯のやや乾燥した場所でも，タマキビ類と共によくみられる．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  フトヘナタリ科】
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シマヘナタリ Cerithidea (Cerithidea ) ornata

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（環境省）

・ 希少種（水産庁）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○ ○

E-1 ○ ○ ○

E-2 ○ ○

G-1 ○

G-4 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++ ++ ++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ ヨシ原への依存度が高く，本種の生息には良好なヨシ原が不可欠である．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  フトヘナタリ科】
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クロヘナタリ Cerithidea (Cerithidea ) largillierti

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（環境省）

・ 希少種（水産庁）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○ ○ ○

E-1 ○ ○ ○

E-2 ○ ○ ○

F-1 ○ ○ ○

G-3 ○

G-4 ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++++ ++++ + ++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ ヨシ原内や干潟の潮溜まりのように，干潮時でも干上がらない箇所に多くみられる．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

　　　：増田修　内山りゅう著（2004），日本産淡水貝類図鑑②，ピーシーズ

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  フトヘナタリ科】
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ヘナタリ Cerithidea (Cerithideopsilla ) cingulata

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-1 ○ ○ ○

C-2 ○ ○

G-4 ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++++ +++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

87 13

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ ３地点でのみ確認された．

・ 河川水（淡水）の影響が強い干潟上に多くみられる．

※出典：増田修　内山りゅう著（2004），日本産淡水貝類図鑑②，ピーシーズ

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  フトヘナタリ科】
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カワアイ Cerithidea (Cerithideopsilla ) djadjariensis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（環境省）

・ 希少種（水産庁）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-1 ○ ○

G-1 ○

G-3 ○ ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

71 29

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ ３地点でのみ確認された．

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  フトヘナタリ科】
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マルウズラタマキビ Littoraria (Palustorina ) articulata

■レッドデータブック等での選定状況

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○ ○ ○

B-1 ○ ○ ○

C-1 ○ ○ ○ ○

C-2 ○ ○ ○

D-1 ○ ○ ○

F-1 ○ ○ ○

F-2 ○ ○ ○

G-1 ○ ○ ○

G-2 ○ ○ ○ ○

G-3 ○ ○ ○

G-4 ○ ○ ○ ○

H-1 ○ ○ ○

H-2 ○ ○ ○

I-1 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++++ ++++ +++++ +++++ +++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

84 16

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 高潮域のコンクリート護岸や転石等によくみられる．

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  タマキビ科】
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ワカウラツボ Iravadia (Pseudonoba ) sakaguchii

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○ ○

G-4 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

11 55 34

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ C-2，G-4の2地点で少数個体が確認された．

・ 河口干潟の石の下等にみられる．

※出典：増田修　内山りゅう著（2004），日本産淡水貝類図鑑②，ピーシーズ

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  カワグチツボ科】

-109-



カワグチツボ Iravadia (Fluviocingula ) elegantula

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○ ○ ○

B-1 ○ ○ ○

C-1 ○ ○

C-2 ○

D-1 ○ ○ ○

F-1 ○ ○ ○

F-2 ○

G-1 ○ ○ ○

H-1 ○ ○

H-2 ○ ○

H-3 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++++ +++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

80 1 19

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 調査対象河川での分布は広く，河川汽水域の泥質干潟上に多数みられた．

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  カワグチツボ科】
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クリイロカワザンショウ Angustassiminea castanea

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○ ○

E-2 ○

G-1 ○ ○

G-2 ○

G-4 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++ ++++ ++++ +++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ 主にヨシ原や塩生植生で確認された．

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  カワザンショウガイ科】
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オオクリイロカワザンショウ Angustassiminea kyuushuuensis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

E-2 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ E-2地点のヨシ原で春季にのみ確認された．

・ 本種の分布は非常に狭く，九州北部および有明海湾奥部に限られている．

※出典：佐藤正典編（1999），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  カワザンショウガイ科】
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アマグリイロカワザンショウ Angustassiminea sp.

■レッドデータブック等での選定状況

・ 情報不足（佐賀県）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○

G-1 ○

G-2 ○

G-4 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++ ++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  カワザンショウガイ科】
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アズキカワザンショウ Pseudomphala latericea miyazakii

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

・ 準絶滅危惧（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○ ○ ○

E-1 ○ ○ ○

E-2 ○ ○ ○

E-3 ○ ○ ○

F-1 ○ ○

F-2 ○ ○ ○

F-3 ○ ○ ○

G-4 ○ ○ ○ ○

H-2 ○

H-3 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++++ ++++ ++ +++ +++ ++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ カワザンショウガイ類としては，比較的広い範囲で確認された．

・ 有明海の固有種である．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  カワザンショウガイ科】
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ヒラドカワザンショウ Assiminea hiradoensis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（佐賀県）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

H-3 ○

C-2 ○ ○ ○

G-4 ○ ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++++ ++++ ++++ +++++ ++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ 主にC-2，G-4地点のヨシ原およびその周辺で確認された．

・ 産地は限定的であったが，確認数は比較的多かった．

【軟体動物門  腹足綱  盤足目  カワザンショウガイ科】
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マルテンスマツムシ Mitrella (Indomitrella ) martensi

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

I-1 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 1地点のみ確認された．

・ 内湾域の砂泥底に生息する．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  腹足綱  新腹足目  フトコロガイ科】
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ヨコイトカケギリ Cingulina cingulata

■レッドデータブック等での選定状況

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○

G-2 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

69 31

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 潮間帯～潮下帯の砂泥底で確認された．

・ ミズヒキゴカイ類の体液を吸う．

※出典：奥谷　喬編著（2000），日本近海産貝類図鑑，東海大学出版会

【軟体動物門  腹足綱  異旋目  トウガタガイ科】
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カキウラクチキレモドキ Brachystomia bipyramidata

■レッドデータブック等での選定状況

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○ ○

C-1 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

- +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ 干潟や岩礁のカキ類に付着し，その体液を吸う．

※出典：奥谷　喬編著（2000），日本近海産貝類図鑑，東海大学出版会

【軟体動物門腹足綱異旋目トウガタガイ科】
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センベイアワモチ Platevindex sp.

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○ ○

G-4 ○ ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ C-2，G-4の2地点で確認され，特にG-4地点の転石下では比較的よくみられた．

・ 日本国内での分布は有明海と瀬戸内海西部に限られている．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  腹足綱  収柄眼目  イソアワモチ科】
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ウスコミミガイ Laemodonta exaratoides

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

・ 準絶滅危惧（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

G-1 ○

G-3 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ 転石・礫の下，間隙部で確認された．

・ 確認場所は限定的であり，確認個体数も少なかった．

【軟体動物門  腹足綱  基眼目  オカミミガイ科】
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クリイロコミミガイ Laemodonta siamensis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 危険：南西諸島を除く（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

G-1 ○

G-4 ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ ヨシ原，塩生植生で確認され，礫の下，間隙部にみられた．

・ 確認場所は限定的であり，確認個体数も少なかった．

【軟体動物門  腹足綱  基眼目  オカミミガイ科】
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シイノミミミガイ Cassidula plecotrematoides 

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

G-2 ○

G-3 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ -

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ 礫の下にみられた．

・ 確認場所は限定的であり，確認個体数も非常に少なかった．

【軟体動物門  腹足綱  基眼目  オカミミガイ科】
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オカミミガイ Ellobium chinense

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

・ 危急種（水産庁）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○ ○ ○

E-1 ○

F-2 ○ ○

F-3 ○ ○

G-1 ○ ○ ○

G-2 ○ ○ ○

G-4 ○ ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++++ +++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ オカミミガイは汽水感潮域のヨシ原の貝類相を代表する種である．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  腹足綱  基眼目  オカミミガイ科】
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ナラビオカミミガイ Auriculastra duplicata

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○

F-2 ○

F-3 ○

G-4 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ 主にG-4地点のヨシ原で多くみられた．

・ オカミミガイと同所的に生息する．

【軟体動物門  腹足綱  基眼目  オカミミガイ科】
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キヌカツギハマシイノミガイ Melampus sincaporensis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○ ○ ○

E-1 ○

F-2 ○ ○

G-1 ○ ○ ○

G-2 ○ ○ ○

G-4 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++++ +++ ++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ 主にC-2，G-4地点のヨシ原や塩生植生内で多くみられた．

・ オカミミガイ，ナラビオカミミガイ等と同所的に生息する．

【軟体動物門  腹足綱  基眼目  オカミミガイ科】
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ウミマイマイ Salinator takii

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（環境省）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○ ○ ○

B-1 ○ ○ ○

C-1 ○

F-1 ○ ○ ○

F-2 ○ ○

G-1 ○ ○ ○

G-3 ○

H-1 ○ ○ ○

H-2 ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++++ +++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

99 1

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 主に河口域の泥質干潟上でよくみられた．

・ 有明海にのみ生息する固有種である．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  腹足綱  基眼目  ウミマイマイ科】
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ハイガイ Tegillarca granosa

■レッドデータブック等での選定状況

・ 希少種：有明海（水産庁）

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-1 ○

G-1 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 主にG-1地点の泥質干潟中で多数確認された．

・ 有明海の一部の地域では本種を食用としている．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  二枚貝綱  フネガイ目  フネガイ科】
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ササゲミミエガイ Estellarca olivacea

■レッドデータブック等での選定状況

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

F-2 ○

G-1 ○

G-3 ○ ○ ○

H-1 ○ ○ ○

H-2 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

87 13

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 主に河口域の泥質干潟中で確認された．

【軟体動物門  二枚貝綱  フネガイ目  フネガイ科】
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コケガラス Modiolus metcalfei

■レッドデータブック等での選定状況

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

B-1 ○

I-1 ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 足糸で礫等に付着している．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  二枚貝綱  イガイ目  イガイ科】
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クチバガイ Coecella chinensis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

G-1 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

【軟体動物門  二枚貝綱  マルスダレガイ  目チドリマスオ科】
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イチョウシラトリ Pistris capsoides

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

G-1 ○

G-3 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 主に泥質干潟の潮間帯下部に生息する．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【軟体動物門  二枚貝綱  マルスダレガイ  目ニッコウガイ科】
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テリザクラ Moerella iridescens

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○ ○ ○

C-1 ○ ○ ○ ○

C-2 ○

D-1 ○

F-1 ○

G-1 ○ ○ ○

G-3 ○ ○ ○ ○

H-1 ○ ○ ○

H-2 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

84 15 1

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 主に泥質干潟の上部に分布し，多数確認された．

【軟体動物門  二枚貝綱  マルスダレガイ  目ニッコウガイ科】
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ウネナシトマヤガイ Trapezium liratum

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○ ○ ○

B-1 ○ ○

C-1 ○ ○

G-1 ○ ○ ○ ○

G-2 ○ ○ ○

G-3 ○ ○ ○ ○

G-4 ○ ○ ○

H-1 ○ ○

H-2 ○ ○ ○

I-1 ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++++ ++ ++ ++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

25 75

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 内湾，河口の汽水域に分布する二枚貝であり，比較的多くの河川で確認された．

・ コンクリート護岸，転石・礫地等，カキ礁等の基盤に足糸で付着している．

【軟体動物門  二枚貝綱  マルスダレガイ目  フナガタガイ科】
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ハナグモリ Glauconome chinensis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

・ 準絶滅危惧（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○ ○ ○ ○

B-1 ○

C-1 ○ ○

C-2 ○ ○ ○ ○

D-1 ○

F-1 ○ ○ ○

G-1 ○ ○

G-2 ○

G-3 ○

G-4 ○ ○ ○ ○

H-1 ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

36 38 18 8

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 主に潮間帯上部の干潟中に生息しており，多くの河川で確認された．

【軟体動物門  二枚貝綱  マルスダレガイ目  ハナグモリ科】
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コオキナガイ Laternula boschasina

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅰ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○

C-2 ○

G-4 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

24 76

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 夏季に3地点でのみ確認された．

・ 内湾，河口の潮間帯の泥底中にみられる．

【軟体動物門  二枚貝綱  ウミタケガイモドキ目  オキナガイ科】
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ソトオリガイ Laternula (Exolaternula) marilina

■レッドデータブック等での選定状況

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 春季に1地点でのみ確認された．

・ 内湾，河口の泥底中にみられる．

【軟体動物門  二枚貝綱  ウミタケガイモドキ目  オキナガイ科】
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マキトラノオガニ Pilumnopeus makianus

■レッドデータブック等での選定状況

・ 希少（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

G-1 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ 秋季にG-1地点でのみ確認された．

・ 内湾，汽水域の転石下，カキ殻の隙間等にみられる．

※出典：西村三郎編著（1995），原色検索日本海岸動物図鑑，保育社

【節足動物門軟甲綱十脚目オウギガニ科】
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ヒメケフサイソガニ Hemigrapsus sinensis

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

A-1 ○ ○

C-2 ○

G-1 ○ ○ ○

G-4 ○

H-2 ○ ○

I-1 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ + +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他

・ 主にカキ殻の間隙部にみられる．

・ 有明海の特産種とされていたが，近年，西日本各地で確認されている．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【節足動物門  軟甲綱  十脚目  イワガニ科】
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クシテガニ Clistocoeloma merguiense

■レッドデータブック等での選定状況

・ 希少（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○ ○ ○

E-1 ○ ○ ○

E-2 ○ ○

F-1 ○

F-2 ○ ○ ○

G-4 ○ ○

H-1 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+++ +++ + +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 河口域のヨシ原や塩生植生に生息し，E-1～E-2地点等で多数確認された．

【節足動物門  軟甲綱  十脚目  イワガニ科】

-139-



ウモレベンケイガニ Clistocoeloma merguiense

■レッドデータブック等での選定状況

・ 希少（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

G-1 ○ ○

G-4 ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他、確認状況に関する所見

・ 内湾，河口域の干潟の転石下や塩生植生等にみられる．

【節足動物門  軟甲綱  十脚目  イワガニ科】
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シオマネキ Uca (Deltuca ) arcuta

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

・ 希少種水産庁

・ 絶滅危惧Ⅱ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-1 ○

C-2 ○ ○

E-1 ○ ○ ○

E-2 ○ ○

F-1 ○

F-2 ○ ○ ○

G-4 ○

H-1 ○

H-4 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++ ++ +++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 河口付近の泥質干潟上でよくみられる．

・ 有明海に面した一部の地域では，本種を食用としている．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【節足動物門  軟甲綱  十脚目  スナガニ科】
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ハクセンシオマネキ Uca (Celuca ) lactea lactea

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（環境省）

・ 情報不足（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

■その他、確認状況に関する所見

・ 夏季に1地点でのみ確認された．

・ シオマネキとは異なり，主に砂～砂泥質に生息する．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【節足動物門  軟甲綱  十脚目  スナガニ科】
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ハラグクレチゴガニ Ilyoplax deschampsi

■レッドデータブック等での選定状況

・ 準絶滅危惧（環境省）

・ 準絶滅危惧（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-2 ○

E-1 ○

E-2 ○ ○ ○ ○

E-3 ○ ○ ○

F-2 ○

F-3 ○ ○ ○

H-3 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ + +++++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他、確認状況に関する所見

・ 日本では有明海湾奥部にのみ生息する有明海特産種である．

・ 河川感潮域の軟泥干潟に生息し，塩分の薄い汽水域上部にまで分布する．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【節足動物門  軟甲綱  十脚目  スナガニ科】
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ムツバアリアケガニ Camptandrium sexdentatum

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅寸前（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

B-1 ○

D-1 ○

F-1 ○

G-1 ○

H-1 ○

I-1 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

88 12

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 本種は泥質干潟の下部に生息し，国内では有明海が主要な産地である．

・ 出現数は少ないものの，比較的多くの河川で確認された．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【節足動物門  軟甲綱  十脚目  スナガニ科】
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アリアケガニ Cleistostoma dilatatum

■レッドデータブック等での選定状況

・ 絶滅危惧Ⅱ類（佐賀県）

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

E-1 ○ ○ ○

E-2 ○ ○ ○

E-3 ○ ○ ○

F-1 ○

F-2 ○ ○ ○

G-4 ○

H-3 ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

++++ ++++ + +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他、確認状況に関する所見

・ 主にヨシ原で数多く確認された．

・ 有明海は本種の主要な産地であり，シオマネキと同所である高潮域の泥質干潟に生息する．

※出典：佐藤正典編（2000），有明海の生きものたち，海遊舎

【節足動物門  軟甲綱  十脚目  スナガニ科】

-145-



アリアケモドキ Deiratonotus cristatus

■レッドデータブック等での選定状況

・ 希少（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

C-1 ○

C-2 ○ ○

E-2 ○

E-3 ○

F-1 ○

H-2 ○

H-3 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 泥地 泥地（カキ礁）

+ +

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他、確認状況に関する所見

・ 主に礫の下，泥質中で確認された．

【節足動物門  軟甲綱  十脚目  スナガニ科】
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トゲイカリナマコ Protankyra bidentata

■レッドデータブック等での選定状況

・ 危険（WWF-J）

■確認状況

調査地点 冬季 春季 夏季 秋季

I-1 ○ ○ ○

■調査結果から見た生息環境の傾向

　○確認環境（定量調査＋定性調査）

ヨシ群落 塩生植物群落 コンクリート壁 石積み護岸 転石・礫地 砂泥地 泥地（カキ礁）

+

※記号は確認数を示す．

（+：1～10，++：10～50，+++：50～100，++++：100～1000，+++++：1000以上，-：0）

　○底質分類との関連（定量調査）

細粒土 砂質細粒土 砂粒分質砂 礫質砂 砂礫質 礫

100

※数値は出現比率（%）を示す

■その他

・ 1地点でのみ確認された．

・ 潮間帯～潮下帯の砂泥質中に生息する．

※出典：新日本動物図鑑　下，（1988），北隆館

【棘皮動物門  ナマコ綱  無足目  イカリナマコ科】
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4．資料編 

巻末資料編として、以下の資料を添付する。 

 

①委員会議事録 

②定性調査確認種一覧 

③定量調査確認種一覧 

④底生藻類確認種一覧 

⑤粒度組成分析結果 
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①委員会議事録 



検 討 会 記 録 簿           

１／２ 

第 1 回  追 番 － １頁 

総括監督員 主任監督員 監 督 員 
 

支社長 
管 理 

技術者 
担 当 

発注者・印

    

受注者・印 

   

事 務 所 名

業務担当課
佐賀県くらし環境本部環境課 受 託 者 ㈱ 地 域 環 境 計 画 

業 務 名 佐賀県南西部有明海沿岸汽水域における貝類と底質の分布相関に関する基礎的調査 

委託者側 樋口課長、安藤氏 平成19年8月23日（木） 
委 員 野口氏、若芝氏、宮崎氏、山西氏 

日 時 
18：30～19：40 出 席 者

受託者側 逸見、福田、平山 打合せ方式 会 議  電 話 

提出資料 ヒアリング調査結果 

－平成 19年度佐賀県南西部有明海沿岸汽水域における希少貝類と底質の調査に関する検討会－ 

● 委員会の会長、副会長の選出について 

・ 会長を野口委員、副会長を山西委員に決定。 

 

● 定量調査について 

・ 干潟には様々な微地形が多く存在し、そこにみられる生物相も様々である。そのため、わ

ずかな採取位置の違いによって生じる底生生物相の変化が懸念される。したがって、採取

位置を選定する際は、地形等の環境状況を十分考慮すること。 

・ 採取位置に関する様々な環境条件（地形、地盤、潮位、河川の蛇行部等）を詳しく記録し

ておき、まとめの際の検討材料にするとよい。 

→採取位置は比較的起伏変化の少ない地形を選択している。今後も、採取位置選定の際に

は環境状況に充分留意し、採取位置の環境を詳細に記録しておく（受託者）。 

・ 定量採取は定性採取にある様々な環境下（ヨシ群落、コンクリート護岸等）でも実施して

いるのか。 

→実施していない。底質の採取が可能な箇所（泥、砂泥等）で採取している。ヨシ群落や

コンクリート護岸、転石などの環境は定性調査で対応している（受託者） 

・ 干潟にあるカキ礁では定量調査を実施しているのか。 

→調査地点にカキ礁があれば、定量および定性調査を実施している（受託者）。 

・ 今後、検体量の変更は可能か。 

→本年度調査に関しては、既に採取した分との比較上、途中で検体量が変わると問題があ

ると考えられるため、変更は行わない（受託者）。 

 

次項につづく 

 

資1-1



検 討 会 記 録 簿           

２／２ 

 

第 1 回  追 番 － ２頁 

総括監督員 主任監督員 監 督 員 
 

支社長 
管 理 

技術者 
担 当 

発注者・印

    

受注者・印 

   

事 務 所 名

業務担当課
佐賀県くらし環境本部環境課 受 託 者 ㈱ 地 域 環 境 計 画 

業 務 名 佐賀県南西部有明海沿岸汽水域における貝類と底質の分布相関に関する基礎的調査 

委託者側 樋口課長、安藤氏 平成19年8月23日（木） 
他 野口氏、若芝氏、宮崎氏、山西氏 

日 時 
18：30～19：40 出 席 者

受託者側 逸見、福田、平山 打合せ方式 会 議  電 話 

提出資料 業務計画書、文献調査結果、ヒアリング調査結果 
● 底質について 
・ 粒度試験の方法は？ 
→ふるい分けと沈降試験を併用して行う（受託者）。 

 
● 付着藻類について 
・ 湿重量の計量は困難。プランクトン量を表すクロロフィルａは、ホルマリン固定後の測定

が不可能。また、干出時間が異なると、クロロフィルａ量も変化する。そのため、今年度

調査において、同条件でのクロロフィルａのサンプリングは困難。 
→今年度の付着藻類調査は出現種の同定、細胞数の計数を行う（委託者、受託者）。 

 
● 定性調査方法について 
・ 定性採取調査において出現した生物種の量的な評価は可能か。 
→厳密な数字で表すことは困難。目視で確認した種について、概略的な表記にとどめる

（受託者）。 
・ アゲマキ、ヒメモクズガニが生息する可能性があるので注意してほしい。 
→現地調査の際には、特に注意しておく（受託者）。 

 
● とりまとめ・報告書作成について 
・ 水質、底質、潮位等の物理的環境要因を反映させ、調査結果の評価をすべきではないか。 
→ご指摘の点に留意して、とりまとめを行う（受託者）。 

 
● 文献調査について 
・ 既存文献と今年度調査結果を比較する際、環境要因（確認環境）を考慮にいれ、考察すべ

き。 
→そのように対応する（受託者）。 

 
● その他 
・ 次回（第２回）の検討会は、平成 20年１月末頃に開催予定。事前に、今年度の調査資料を
委員会の方々に配布する。 
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検 討 会 記 録 簿           

１／２ 

第 ２ 回   追 番 － １頁 

総括監督員 主任監督員 監 督 員
 

支社長 
管 理

技術者
担 当

発注者・印

    

受注者・印 

   

事 務 所 名

業務担当課
佐賀県くらし環境本部環境課 受 託 者 ㈱ 地 域 環 境 計 画

業 務 名 佐賀県南西部有明海沿岸汽水域における貝類と底質の分布相関に関する基礎的調査 

委託者側 
黒木副議長、樋口課長、中隈主幹、

穴井氏 
平成20年2月1日（金） 

委 員 野口氏、若芝氏、宮崎氏、山西氏 
日 時 

18：30～20：20 
出 席 者

受託者側 福田、平山 打合せ方式 会 議  電 話 

提出資料 生物多様性調査 種の多様性調査（佐賀県）報告書（案） 

-平成 19年度佐賀県南西部有明海沿岸汽水域における希少貝類と底質の調査に関する第２回検討会-

・ 種の多様性調査報告書（案）について説明の上、委員会の方々にご意見をいただき、その

意見を反映させた報告書を作成する。 

● 調査地点位置図（ｐ２）について 

・ 調査位置や調査対象河川の地形、植生等がわかるような、詳細な図に変更できないか。 

→公開版ではレッドリスト選定種の位置情報を掲載しないこととの指示を環境省より受

けています。公開版では現在の調査地点の図示を省いて調査河川を囲う等、さらに簡略

化した図に変更する予定です（受託者）。 

● 底質の粒度組成について 

・ 全体や河川別の粒度組成（ｐ５７～６２）は位置（上・中・下）毎の結果を平均化したも

のか。 

→ご指摘の通りです。位置別の粒度組成結果は、考察の「ｲ）河川・調査地点別（ｐ６７

～）」に示し、底生動物の結果とともにとりまとめを行っている（受託者）。 

・ 粒径区分の範囲（○○mm～○○mm）を示したほうがわかりやすい。 

→ご指摘の通り対応します（受託者）。 

・ ｐ６０の本文、Ａ川の底質がＥ川、Ｆ川等の泥質主体の底質に類似した理由の一つとして、

昨年、上流域で施工された河川改修の影響が考えられる。 

→頂いた情報を加味します（受託者）。 
● 底生微小藻類について 
・ ｐ６４：図２－３４ 細胞数（Ｙ軸）の上限値を揃えた方がわかりやすいのでは。 
→ご指摘の通り対応します。（受託者）。 

 

次項につづく
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検 討 会 記 録 簿           

２／２ 

 

第 ２ 回  追 番 － ２頁 

総括監督員 主任監督員 監 督 員
 

支社長 
管 理

技術者
担 当

発注者・印

    

受注者・印 

   

事 務 所 名

業務担当課
佐賀県くらし環境本部環境課 受 託 者 ㈱ 地 域 環 境 計 画

業 務 名 佐賀県南西部有明海沿岸汽水域における貝類と底質の分布相関に関する基礎的調査 

委託者側 
黒木副議長、樋口課長、中隈主幹、

穴井氏 
平成20年2月1日（金） 

他 野口氏、若芝氏、宮崎氏、山西氏 
日 時 

18：30～20：20 
出 席 者

受託者側 福田、平山 打合せ方式 会 議  電 話 

提出資料 業務計画書、文献調査結果、ヒアリング調査結果 
● 水質について 
・ 結果表（ｐ５４～５６）の項目で「塩分濃度（％）」は「塩分」表記に変更した方がよい。

また、値は小数点以下２位まで記載した方がよい。 
→ご指摘の通り対応します（受託者）。 

・ 全体的にＤＯ、ｐＨの値が高い。止水域では高温時に起こりうる現象であり、様々な原因

が考えられるが、測定器方法（機器による簡易測定）に原因がある可能性も考えられる。

 
● 底生動物調査結果について 
・ 定量調査結果（ｐ１２）では、個体数だけではなく湿重量（生体量）のグラフも加えた方

がよい。 
→ご指摘の通り対応します（受託者）。 

 
● 底質と底生動物の相関（別添資料）について 
・ 土粒子密度の単位は「g/m3」となっているが「g/cm3」ではないか。また、土粒子密度が底
質のどういう状態を表すのかを掘り下げた上で、相関に対する考察を加えた方が良いので

はないか。 
→ご指摘の通り、単位を訂正する。また、前例等を調べ、とりまとめに反映させます（受

託者）。 
 

● 外来種対策について 
・ ｐ１２８でカラムシロについて指摘されているが、具体的な指摘ではなく、外来種全体に

対する注意を喚起するような表現にまとめて記載してはどうか。 
→ご意見を参考に、とりまとめに反映させます（受託者）。 

 
● その他 
・ この報告書はどのくらい配布されるのか。 
→佐賀県からは印刷物 30部と電子データとなります（委託者、受託者）。 
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②定性調査確認種一覧 
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Ch
ir
om
an
te
s 
de
ha
an
i

○

5
8

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

○
○

○
希
少

5
9

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

○
○

6
0

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ｱ
ｶ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
er
yt
hr
od
ac
ty
lu
m

○

6
1

ﾌ
ﾀ
ﾊ
ﾞ
ｶ
ｸ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pe
ri
se
sa
rm
a 
bi
de
ns

○

6
2

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Se
sa
rm
op
s 
in
te
rm
ed
iu
m

○
○

6
3

ﾊ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ch
as
ma
gn
at
hu
s 
co
nv
ex
us

○

6
4

ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 t
ri
de
ns
 

○

6
5

ﾋ
ﾒ
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 j
ap
on
ic
a

○

6
6

ｳ
ﾓ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
is
to
co
el
om
a 
me
rg
ui
en
se

○
希
少

6
7

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 
ar
cu
ta

○
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
種

希
少
種

危
険

6
8

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

○
○

○
準
絶
滅
危
惧
準
絶
滅
危
惧
種

危
険

6
9

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

○
○

○
○

○
○

7
0

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
種

危
険

7
1

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ

De
ir
at
on
ot
us
 c
ri
st
at
us

○
○

希
少

出
現
種
数

1
8
種
1
7
種
2
9
種
1
8
種
8
種
1
2
種
4
4
種
2
1
種
2
0
種

※
環
境
省

：
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
　
貝
類
（
平
成
1
9
年
8
月
）
，
そ
の
他
無
脊
椎
動
物
（
平
成
1
8
年
1
2
月
）

水
産
庁

：
日
本
の
希
少
な
野
生
水
生
生
物
に
関
す
る
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
　
1
9
9
8
年

佐
賀
県

：
佐
賀
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
　
2
0
0
3
年

W
W
F
　
和
田
ら
：
W
W
F
 J
ap
an
 サ
イ
エ
ン
ス
 レ
ポ
ー
ト
 第
3
巻
　
和
田
ら
（
1
9
9
6
）
  
－
日
本
に
お
け
る
干
潟
海
岸
と
そ
こ
に
生
息
す
る
底
生
生
物
の
現
状
－

2
9
種

資2-2



底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点

A
-
1

2
0
0
7
/
6
/
1
4

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

2
+

2
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

9
9
+
+
+
+
+
2
1
+
+
+
+

3
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

7
+
+
+
7
+
+
+

4
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

7
4
+
+
+
+

5
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

1
1
-

6
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

5
5
+
+
+

7
新
腹
足
目

ア
ッ
キ
ガ
イ
科

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 c
la
vi
ge
ra

1
+

8
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

1
8
+
+

9
二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

6
7
+
+
+
+

1
0

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
9
+
+
+
+

1
1

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ
Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
3
+
+
+

1
2
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
シ
リ
ス
科

ｼ
ﾛ
ﾏ
ﾀ
ﾞ
ﾗ
ｼ
ﾘ
ｽ
Ty
po
sy
ll
is
 a
da
ma
nt
eu
s 
ku
ri
le
ns
is

1
-

1
3

ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

2
-

1
4
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

1
2
+
+
+

1
5

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

3
+
+
2
+
+

1
6

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+

3
+

1
7

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

1
-

1
8

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

3
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

№
門

綱
目

調
査
年
月
日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
・
礫
泥

科
種

学
　
　
名

資2-3



底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点

B
-
1

2
0
0
7
/
6
/
1
5

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
 
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

1
5
+
+
+
+

2
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

6
5
+
+
+
+

3
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

6
+
+
+

4
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科
ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

2
6
+
+

5
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科
ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

5
+

6
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科
ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

2
+

7
二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

7
8
+
+
+
+
4
+
+

8
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科
Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

2
7
+
+
+
+
9
+
+

9
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科
ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

5
+
+
+

1
0
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
シ
リ
ス
科

ｼ
ﾛ
ﾏ
ﾀ
ﾞ
ﾗ
ｼ
ﾘ
ｽ

Ty
po
sy
ll
is
 a
da
ma
nt
eu
s 
ku
ri
le
ns
is

1
-

1
1

ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

5
-
4
-

1
2
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

7
1
+
+
+
+
1
4
+
+
+

1
3

ﾀ
ﾃ
ｼ
ﾞ
ﾏ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
am
ph
it
ri
te

1
8
+
+

1
4

軟
甲
綱
十
脚
目

テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
科
ﾏ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾃ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ｳ
ｴ
ﾋ
ﾞ
Al
ph
eu
s 
eu
ph
ro
sy
ne
 r
ic
ha
rd
so
ni

2
+

1
5

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科
ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

2
+
9
+
+
3
+
+

1
6

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

3
+

1
7

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

1
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

№
門

綱
目

調
査
年
月
日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
捨
石
（
転
石
）
・
礫
泥

科
種

学
　
　
名

資2-4



底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

C
-
1
2
0
0
7
/
6
/
1
3

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

6
+
+
5
+
+

2
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
 
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

2
4
+
+
+
+
1
4
+
+

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

2
1
+
+
+

4
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

5
+

5
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

3
+
+
7
+
+

6
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 c
in
gu
la
ta

1
8
+
+
+

7
ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 d
ja
dj
ar
ie
ns
is

2
1
+
+
+

8
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

6
3
+
+
+
+
1
9
+
+
+
+
5
+
+

9
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

2
+
+
2
9
+
+
+

1
0

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

7
-
1
2
-

1
1

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

2
7
+
+
+
1
1
+
+

1
2

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
0
+
+
+
1
4
+
+
+

1
3

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

2
1
+
+

1
4
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

3
-

1
5
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

1
0
+
+
+
2
7
+
+
+

1
6

軟
甲
綱

十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

2
+
+
3
+
+
2
+
+

1
7

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

5
+

1
8

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 
ja
po
ni
cu
s

2
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
捨
石
（
転
石
）
礫
・
砂
泥

泥

資2-5



底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

C
-
2
2
0
0
7
/
6
/
1
3

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

1
0
+
+

2
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

1
8
+
+
+

1
+
+

3
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

9
+
+
2
+
+
4
2
+
+
+
+

5
6
+
+
+
+

4
ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 o
rn
at
a

9
+
+

4
+

5
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 
la
rg
il
li
er
ti

3
+
+

2
+

6
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 
ci
ng
ul
at
a

1
+

7
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

5
3
+
+
+
+
1
0
+
+

1
2
+
+

8
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

9
+
+

5
+
+

9
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

2
1
+
+

1
0

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

7
+
+

1
1

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

1
5
5
+
+
+
+

1
2

収
柄
眼
目

イ
ソ
ア
ワ
モ
チ
科

ｾ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｲ
ｱ
ﾜ
ﾓ
ﾁ

Pl
at
ev
in
de
x
 
s
p
.

1
+

1
3

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
7
+
+

1
4

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

3
0
+
+

1
5

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

5
3
+
+

1
6

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
1
+
+
+
+

1
7
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

3
-

1
8
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

4
4
+
+
+

1
9

軟
甲
綱

十
脚
目

ハ
サ
ミ
シ
ャ
コ
エ
ビ
科
ﾊ
ｻ
ﾐ
ｼ
ｬ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ

La
om
ed
ia
 a
st
ac
in
a

1
+

2
0

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

5
+
+
+

2
1

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾋ
ﾒ
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 j
ap
on
ic
a

1
+

2
2

ス
ナ
ガ
ニ
科

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ

De
ir
at
on
ot
us
 c
ri
st
at
us

2
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

礫
・
砂
泥

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
ヨ
シ
群
落
塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点

D
-
1

2
0
0
7
/
6
/
1
5

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科
ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

2
+

2
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
 
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

3
6
+
+
+
+

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

2
+

4
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

1
7
+
+
+

5
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

4
1
+
+
+
+
1
4
+
+
+
+

6
ｱ
ﾗ
ﾚ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

No
di
li
tt
or
in
a 
ra
di
at
a

3
+
+

7
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

2
9
+
+
+
+

8
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科
ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

9
3
+
+
+

9
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科
ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

2
+

1
0

新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 s
in
ar
us

2
+

1
1

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

6
+
+
4
+
+

1
2

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

3
3
+
+
+
+

1
3

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

1
7
+
+
+
+

1
4
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

7
-

1
5
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

2
7
+
+
+
+

1
6

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科
ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

1
+
+
1
6
+
+

1
7

コ
ブ
シ
ガ
ニ
科

ﾏ
ﾒ
ｺ
ﾌ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ph
il
yr
a 
pi
su
m

1
+

1
8

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
転
石
・
礫
礫
・
砂
泥

科
種

学
　
　
名

調
査
年
月
日

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

E
-
1
2
0
0
7
/
6
/
1
2

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 o
rn
at
a

4
+
+

2
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

2
5
+
+
+

3
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

6
0
+
+
+
+
1
7
+
+

4
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目
イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

1
+

5
ス
ナ
ガ
ニ
科

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

E
-
2
2
0
0
7
/
6
/
1
2

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 
or
na
ta

1
+
+

2
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

2
0
+
+
+

3
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

9
2
+
+
+
+

4
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目
ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

2
+
+
+
+
+

5
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

2
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

E
-
3
2
0
0
7
/
6
/
1
5

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

1
1
+
+

2
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目
イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ch
ir
om
an
te
s 
de
ha
an
i

2
+
+

3
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Se
sa
rm
op
s 
in
te
rm
ed
iu
m

4
+
+

4
ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

2
+
+
+
+

5
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
ヨ
シ
群
落

泥

ヨ
シ
群
落

泥

ヨ
シ
群
落

泥

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

F
-
1
20
0
7
/
6
/
1
2

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｸ
ﾛﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

4
+

2
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

1
0
+
+
+
+
1
1
+
+
+
+

3
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

1
6
+
+

4
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科

ﾄ
ﾗｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

4
+

5
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

1
2
+
+

6
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ｼﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

1
+

7
ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

4
+
+
+
+
1
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
00
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

F
-
2
20
0
7
/
6
/
1
2

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 
ar
ti
cu
la
ta

1
5
+
+

2
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

3
0
+
+

3
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ｼﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

3
+
+

4
ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

1
+

5
ﾔ
ﾏﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

4
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
00
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

F
-
3
20
0
7
/
6
/
1
2

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

2
8
+
+

2
基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

7
+
+

3
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Se
sa
rm
op
s 
in
te
rm
ed
iu
m

1
+
+

4
ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾊ
ﾗｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

+
+
+
3
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
00
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

泥
構
造
物
（
鋼
管
杭
）

塩
生
植
物
群
落

ヨ
シ
群
落
転
石
・
泥

泥

捨
石
（
転
石
）
泥
（
岸
側
）
泥
（
沖
側
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
1
2
0
0
7
/
6
/
1
3

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

3
+
+
1
-

2
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

1
-

3
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
 
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 
ja
po
ni
ca

4
+
+
+
1
0
+
+
+

4
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

1
4
+
+
+
8
+
+
+

5
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

6
+
+
2
1
+
+
+

6
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

1
+

7
ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 o
rn
at
a

5
+

8
ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 d
ja
dj
ar
ie
ns
is

1
+

9
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

3
2
+
+
+
+
2
+
+

1
0

ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

1
9
+
+
+

1
1

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

3
8
+
+
+

1
2

新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

1
+
3
+
+

1
3

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｺ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

La
em
od
on
ta
 s
ia
me
ns
is

3
+

1
4

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
1
+
+
+
3
+

1
5

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

3
7
+
+
+
5
+
+

1
6

二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ﾊ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｲ

Te
gi
ll
ar
ca
 g
ra
no
sa

5
+
+

1
7

イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

2
3
+
+
+

1
8

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
0
+
+
9
+
+

1
9

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
チ
ド
リ
マ
ス
オ
科

ｸ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ｲ

Co
ec
el
la
 c
hi
ne
ns
is

2
+

2
0

フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

7
+

2
1

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
科

ｱ
ｻ
ﾘ

Ru
di
ta
pe
s 
ph
il
ip
pi
na
ru
m

1
+

2
2
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
シ
リ
ス
科

ｼ
ﾛ
ﾏ
ﾀ
ﾞ
ﾗ
ｼ
ﾘ
ｽ

Ty
po
sy
ll
is
 a
da
ma
nt
eu
s 
ku
ri
le
ns
is

1
-

2
3

ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

4
-
4
-

2
4

ス
ピ
オ
目

ス
ピ
オ
科

Ps
eu
do
po
ly
do
ra
属
Ps
eu
do
po
ly
do
ra
 
s
p
.

1
-

2
5
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

4
1
+
+
+
2
5
+
+

2
6

軟
甲
綱
十
脚
目

テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
科

ﾏ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾃ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ｳ
ｴ
ﾋ
ﾞ
Al
ph
eu
s 
eu
ph
ro
sy
ne
 r
ic
ha
rd
so
ni

2
+

2
7

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

1
+
+
1
+
+

2
8

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

5
+
+
1
+

2
9

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

1
+

3
0

ｳ
ﾓ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Cl
is
to
co
el
om
a 
me
rg
ui
en
se

2
+

3
1

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 
ja
po
ni
cu
s

2
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

泥
ヨ
シ
群
落
塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫
泥
（
カ
キ
礁
）

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
2
2
0
0
7
/
6
/
1
3

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

1
-

2
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
 
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 
ja
po
ni
ca

2
3
+
+
+

5
+
+

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

1
1
+
+
2
5
+
+
+
1
1
+
+
+

4
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

4
+
1
5
+
+
+

5
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

2
5
+
+
+
+

6
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

1
6
+
+
+
4
+
+

5
+
+

7
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

1
7
+
+

8
基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ca
ss
id
ul
a 
pl
ec
ot
re
ma
to
id
es
 

3
+

9
ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
3
+
+

1
0

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

2
+
+

1
1

二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ｶ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ba
rb
at
ia
 
(
Sa
vi
gn
ya
rc
a
)
 v
ir
es
ce
ns

2
+

1
2

イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

4
1
+
+
+

1
3

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

C
r
a
s
s
o
s
t
r
e
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
5
+
+
+

1
4

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

5
+

1
5
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
シ
リ
ス
科

ﾋ
ﾄ
ｹ
ﾞ
ｼ
ﾘ
ｽ

Sy
ll
is
 a
mi
ca

3
-

1
6

ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

6
-

1
7
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

7
+
+

4
9
+
+
+

1
8

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

1
+
+
2
+

1
9

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+
1
+

2
0

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

1
+

2
1

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ｱ
ｶ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
er
yt
hr
od
ac
ty
lu
m

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫
礫
・
砂
泥
転
石
・
石
積
み
護
岸

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
3
2
0
0
7
/
6
/
1
3

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

1
+

2
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
 
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 
ja
po
ni
ca

1
0
+
+
+
7
+
+
+

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

1
4
+
+
+

1
-

4
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

9
+
+

4
+
+

5
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 d
ja
dj
ar
ie
ns
is

1
7
+
+
+

6
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

1
9
+
+
+
4
+
+

7
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

1
0
+
+
1
0
+
+

8
二
枚
貝
綱
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

C
r
a
s
s
o
s
t
r
e
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
5
+
+
+

9
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

8
+
+

1
0
環
形
動
物
門
多
毛
綱

ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

5
-

1
1
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

5
+
+
+
1
3
+
+

1
2

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

2
+
+
3
+
+
2
+
+

1
3

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

2
+
2
+

1
4

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

2
-

1
5

ﾌ
ﾀ
ﾊ
ﾞ
ｶ
ｸ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pe
ri
se
sa
rm
a 
bi
de
ns

1
+

1
6

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

1
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

石
積
み
護
岸
礫
・
砂
泥
泥
（
カ
キ
礁
）
泥

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
4
2
0
0
7
/
6
/
1
4

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

3
+

2
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

1
-

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

7
+
+
+

ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

6
+
+

4
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

3
6
+
+
+
+

3
1
+
+
+
+

5
ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 o
rn
at
a

4
+
+
2
+

6
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

1
+

7
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

2
1
+
+
+

1
5
+
+
+
2
7
+
+
+

8
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

1
+
+

4
+
+

9
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

3
9
+
+
+
1
3
+
+

1
0

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

2
+
7
+
+

1
1

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

1
+

1
2

収
柄
眼
目

イ
ソ
ア
ワ
モ
チ
科

ｾ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｲ
ｱ
ﾜ
ﾓ
ﾁ

Pl
at
ev
in
de
x 
s
p
.

4
+
+
6
+
+

1
3

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

7
+
+

1
4

ﾅ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Au
ri
cu
la
st
ra
 d
up
li
ca
ta

3
+

1
5

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

6
+
+
1
5
+
+

1
6

二
枚
貝
綱
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

C
r
a
s
s
o
s
t
r
e
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
3
+
+
+
+
7
+
+

1
7

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

7
+
+

1
8
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

4
-

1
9
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

4
3
+
+
+
+

2
0

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

3
+
+

2
1

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+

2
2

ﾊ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ch
as
ma
gn
at
hu
s 
co
nv
ex
us

1
+
+

2
3

ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 t
ri
de
ns
 

1
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

礫
・
砂
泥

石
積
み
護
岸
ヨ
シ
群
落
塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

資2-13



底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

H
-
1
2
0
0
7
/
6
/
1
1

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

2
4
+
+
+
+

2
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

1
+
+

3
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

1
8
+
+

4
二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

3
+
+
+
+

5
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
5
+
+
+
+

6
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ
Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
3
+
+
+
+

7
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

2
-

8
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

2
+
+
8
+
+
+
+

9
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

3
+
+

1
0

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

1
+

1
1

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

2
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

H
-
2
2
0
0
7
/
6
/
1
1

確
　
認
　
環
　
境

1
刺
胞
動
物
門
花
虫
綱

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
目
タ
テ
ジ
マ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
科
ﾀ
ﾃ
ｼ
ﾞ
ﾏ
ｲ
ｿ
ｷ
ﾞ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｸ
Ha
li
pl
an
el
la
 l
in
ea
ta

3
+
+

2
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 
ar
ti
cu
la
ta

6
+
+
+
+

3
二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ｻ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ

Sc
ap
ha
rc
a 
ka
go
sh
im
en
si
s

4
+

4
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

4
+
+
+

5
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
4
+
+
+

6
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ
Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

3
+
+
+

7
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

5
-

8
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

4
+
+
+

9
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

1
+

1
0

ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a(
De
lt
uc
a)
 a
rc
ut
a

1
+

1
1

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

5
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
捨
石
（
転
石
）
泥

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
泥

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

H
-
3
2
0
0
7
/
6
/
1
1

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

1
3
+
+

2
ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

1
+

3
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

1
+
+

4
ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

1
+
+

5
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

2
+

6
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ

De
ir
at
on
ot
us
 c
ri
st
at
us

3
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

転
石
・
礫
・
泥
泥

石
積
み
護
岸
・
泥

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
春
季
）

調
査
地
点

I
-
1

2
0
0
7
/
6
/
1
4

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
多
板
綱
新
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
目
ウ
ス
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科
ﾔ
ｽ
ﾘ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ

Le
pi
do
zo
na
 c
or
ea
ni
ca

1
-

2
ケ
ハ
ダ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科
ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾊ
ﾀ
ﾞ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ
Ac
an
th
oc
hi
to
na
 a
ch
at
es

2
+
+

3
腹
足
綱
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
 
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

1
+
+

4
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a
4
6
+
+
+
+

5
ｱ
ﾗ
ﾚ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

No
di
li
tt
or
in
a 
ra
di
at
a

5
+
+

6
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

7
+
+

7
新
腹
足
目

ア
ッ
キ
ガ
イ
科

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 c
la
vi
ge
ra

3
+
+

8
ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 s
in
ar
us

6
+

9
ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

5
+
+

1
0

二
枚
貝
綱
カ
キ
目

ナ
ミ
マ
ガ
シ
ワ
科

ﾅ
ﾐ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｼ
ﾜ

An
om
ia
 c
hi
ne
ns
is

6
+
+

1
1

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

8
+
+

1
2

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
+
+

1
3

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
科
ｱ
ｻ
ﾘ

Ru
di
ta
pe
s 
ph
il
ip
pi
na
ru
m

6
+

1
4
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

2
-

1
5

ケ
ヤ
リ
ム
シ
目

カ
ン
ザ
シ
ゴ
カ
イ
科
ｴ
ｿ
ﾞ
ｶ
ｻ
ﾈ
ｶ
ﾝ
ｻ
ﾞ
ｼ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
Hy
dr
oi
de
s 
ez
oe
ns
is

2
2
+
+
+

1
6
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

2
+
+
1
+
+

1
7

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

5
+
+

1
8

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

1
+

1
9

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

2
+

2
0

ﾋ
ﾗ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ga
et
ic
e 
de
pr
es
su
s

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
転
石
・
礫
礫
・
砂
泥

泥
科

種
学
　
　
名

調
査
年
月
日

№
門

綱
目
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表
　
底
生
動
物
（
定
性
採
集
）
出
現
種
一
覧
（
H
1
9
年
9
月
）

調
　
査
　
河
　
川

A
川
B
川
C
川
D
川
E
川
F
川
G
川
H
川
I
川

環
境
省

佐
賀
県

水
産
庁

W
W
F
　
和
田
ら

1
軟
体
動
物
門
多
板
綱
ﾔ
ｽ
ﾘ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ

Le
pi

do
zo

na
 c

or
ea

ni
ca

○

2
ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾊ
ﾀ
ﾞ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ac
an

th
oc

hi
to

na
 a

ch
at

es
○

3
腹
足
綱
ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te

llo
id

a 
py

gm
ae

a
○

○
○

4
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te

llo
id

a 
la

m
pa

ni
co

la
○

○
準
絶
滅
危
惧

5
ｶ
ｽ
ﾘ
ｱ
ｵ
ｶ
ﾞ
ｲ

N
ip

po
na

cm
ea

 ra
du

la
○

6
ｲ
ｼ
ﾀ
ﾞ
ﾀ
ﾐ

M
on

od
on

ta
 la

bi
o 

f. 
co

nf
us

a
○

7
ｽ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tu
rb

o
(L

un
el

la
) c

or
na

tu
s c

or
ee

ns
is

○

8
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

N
er

ita
(H

em
in

er
ita

) j
ap

on
ic

a
○

○
○

○

9
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
til

la
ri

a 
m

ul
tif

or
m

is
○

○
準
絶
滅
危
惧

準
絶
滅
危
惧

減
少
傾
向

危
険

1
0

ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
til

la
ri

a 
cu

m
in

gi
i

○
○

○

1
1

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

C
er

ith
id

ea
(C

er
ith

id
ea

) r
hi

zo
ph

or
ar

um
○

○
準
絶
滅
危
惧
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

1
2

ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

C
er

ith
id

ea
(C

er
ith

id
ea

) o
rn

at
a

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

希
少
種

絶
滅
寸
前

1
3

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

C
er

ith
id

ea
(C

er
ith

id
ea

) l
ar

gi
lli

er
ti

○
○

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

希
少
種

絶
滅
寸
前

1
4

ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

C
er

ith
id

ea
(C

er
ith

id
eo

ps
ill

a
) c

in
gu

la
ta

○
○

準
絶
滅
危
惧
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

1
5

ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

C
er

ith
id

ea
(C

er
ith

id
eo

ps
ill

a
) d

ja
dj

ar
ie

ns
is

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

1
6

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tto

ra
ri

a
(P

al
us

to
ri

na
) a

rt
ic

ul
at

a
○

○
○

○
○

○
○

○
危
険

1
7

ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tto

ri
na

(L
itt

or
in

a
) b

re
vi

cu
la

○
○

○
○

○
○

1
8

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av

ad
ia

(F
lu

vi
oc

in
gu

la
) e

le
ga

nt
ul

a
○

○
○

○
○

準
絶
滅
危
惧

危
険

1
9

ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

An
gu

st
as

si
m

in
ea

 c
as

ta
ne

a
○

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

2
0

ｵ
ｵ
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

An
gu

st
as

si
m

in
ea

 k
yu

us
hu

ue
ns

is
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

2
1

ｱ
ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

An
gu

st
as

si
m

in
ea

 sp
.

○
○

情
報
不
足

2
2

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

Ps
eu

do
m

ph
al

a 
la

te
ri

ce
a 

m
iy

az
ak

ii
○

○
○

○
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
準
絶
滅
危
惧

危
険

2
3

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

As
si

m
in

ea
 h

ir
ad

oe
ns

is
○

○
準
絶
滅
危
惧

2
4

ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

A
ss

im
in

ei
da

e
○

○
○

2
5

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

St
en

ot
hy

ra
 sp

.
○

○
○

○

2
6

ﾚ
ｲ
ｼ
ｶ
ﾞ
ｲ

Th
ai

s(
Re

is
hi

a
) b

ro
ni

i
○

2
7

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

Th
ai

s(
Re

is
hi

a
) c

la
vi

ge
ra

○
○

2
8

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

N
as

sa
ri

us
(Z

eu
xi

s)
 si

na
ru

s
○

○
○

○

2
9

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
tic

un
as

sa
 fe

st
iv

a
○

○

3
0

ｶ
ｷ
ｳ
ﾗ
ｸ
ﾁ
ｷ
ﾚ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ

Br
ac

hy
st

om
ia

 b
ip

yr
am

id
at

a
○

○
危
険

3
1

ｾ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｲ
ｱ
ﾜ
ﾓ
ﾁ

Pl
at

ev
in

de
x 

sp
.

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

3
2

ｳ
ｽ
ｺ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

La
em

od
on

ta
 e

xa
ra

to
id

es
○

準
絶
滅
危
惧

準
絶
滅
危
惧

危
険

3
3

ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｺ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

La
em

od
on

ta
 si

am
en

si
s

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

3
4

ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

C
as

si
du

la
 p

le
co

tr
em

at
oi

de
s

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

3
5

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo

bi
um

 c
hi

ne
ns

e
○

○
○

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
急
種

危
険

3
6

ﾅ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Au
ri

cu
la

st
ra

 d
up

lic
at

a
○

○
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

3
7

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

M
el

am
pu

s s
in

ca
po

re
ns

is
○

○
○

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

3
8

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
lin

at
or

 ta
ki

i
○

○
○

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

3
9

二
枚
貝
綱
ｶ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ba
rb

at
ia

(S
av

ig
ny

ar
ca

) v
ir

es
ce

ns
○

○

4
0

ｻ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ

Sc
ap

ha
rc

a 
ka

go
sh

im
en

si
s

○

4
1

ﾊ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｲ

Te
gi

lla
rc

a 
gr

an
os

a
○

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

希
少
種

絶
滅
寸
前

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等
に
お
け
る
選
定
状
況

学
　
　
名

№
門

綱
和
　
名
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表
　
底
生
動
物
（
定
性
採
集
）
出
現
種
一
覧
（
H
1
9
年
9
月
）

調
　
査
　
河
　
川

A
川
B
川
C
川
D
川
E
川
F
川
G
川
H
川
I
川

環
境
省

佐
賀
県

水
産
庁

W
W
F
　
和
田
ら

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等
に
お
け
る
選
定
状
況

学
　
　
名

№
門

綱
和
　
名

4
2

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no

st
ro

bu
s a

tr
at

us
○

○
○

○
○

○
○

4
3

ｺ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ

M
od

io
lu

s m
et

ca
lfe

i
○

危
険

4
4

ﾅ
ﾐ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｼ
ﾜ

An
om

ia
 c

hi
ne

ns
is

○

4
5

Cr
as
so
st
re
a
属

C
ra

ss
os

tr
ea

 sp
.

○
○

○
○

○
○

4
6

ｸ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ｲ

C
oe

ce
lla

 c
hi

ne
ns

is
○

準
絶
滅
危
惧

4
7

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap

ez
iu

m
 li

ra
tu

m
○

○
○

○
○

○
準
絶
滅
危
惧

危
険

4
8

ﾊ
ﾅ
ｸ
ﾞ
ﾓ
ﾘ

G
la

uc
on

om
e 

ch
in

en
si

s
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
準
絶
滅
危
惧

危
険

4
9

ｱ
ｻ
ﾘ

Ru
di

ta
pe

s p
hi

lip
pi

na
ru

m
○

5
0
環
形
動
物
門
多
毛
綱
ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo

rr
hy

nc
hu

s h
et

er
oc

ha
et

us
○

○

5
1

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri

ne
re

is
 n

un
tia

 b
re

vi
ci

rr
is

○
○

○
○

○
○

5
2

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｶ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

H
ed

is
te

 d
ia

dr
om

a
○

5
3

ｶ
ｷ
ﾞ
ﾉ
ﾃ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｵ

Bo
cc

ar
di

el
la

 h
am

at
a

○

5
4
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la

nu
s a

lb
ic

os
ta

tu
s

○
○

○
○

○
○

○
○

5
5

軟
甲
綱
ﾏ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾃ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ｳ
ｴ
ﾋ
ﾞ

Al
ph

eu
s e

up
hr

os
yn

e 
ri

ch
ar

ds
on

i
○

○

5
6

ｱ
ﾅ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｺ

U
po

ge
bi

a
(U

po
ge

bi
a

) m
aj

or
○

5
7

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ

Pa
gu

ru
s d

ub
iu

s
○

○
○

○
○

5
8

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

H
em

ig
ra

ps
us

 p
en

ic
ill

at
us

○
○

5
9

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

H
em

ig
ra

ps
us

 ta
ka

no
i

○
○

○
○

○

6
0

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

H
em

ig
ra

ps
us

 si
ne

ns
is

○
○

○
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

絶
滅
寸
前

6
1

ﾋ
ﾗ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

G
ae

tic
e 

de
pr

es
su

s
○

6
2

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

C
hi

ro
m

an
te

s d
eh

aa
ni

○

6
3

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra

se
sa

rm
a 

pl
ic

at
um

○
○

○
○

希
少

6
4

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra

se
sa

rm
a 

pi
ct

um
○

○

6
5

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ｱ
ｶ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra

se
sa

rm
a 

er
yt

hr
od

ac
ty

lu
m

○

6
6

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Se
sa

rm
op

s i
nt

er
m

ed
iu

m
○

○

6
7

ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

H
el

ic
e 

tr
id

en
s

○

6
8

ﾋ
ﾒ
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

H
el

ic
e 

ja
po

ni
ca

○
○

6
9

ｳ
ﾓ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

C
lis

to
co

el
om

a 
m

er
gu

ie
ns

e
○

希
少

7
0

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

U
ca

(D
el

tu
ca

) a
rc

ut
a

○
○

○
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

希
少
種

危
険

7
1

ﾊ
ｸ
ｾ
ﾝ
ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

U
ca

(C
el

uc
a

) l
ac

te
a 

la
ct

ea
○

絶
滅
危
惧
I
I
類

情
報
不
足

危
険

7
2

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ily
op

la
x 

de
sc

ha
m

ps
i

○
○

○
準
絶
滅
危
惧

準
絶
滅
危
惧

危
険

7
3

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

(M
ar

eo
tis

) j
ap

on
ic

us
○

○
○

○
○

○
○

7
4

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

C
le

is
to

st
om

a 
di

la
ta

tu
m

○
○

○
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

危
険

7
5

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ

D
ei

ra
to

no
tu

s c
ri

st
at

us
○

○
希
少

出
現
種
数

1
7
種
1
5
種
3
2
種
1
2
種
1
6
種
1
6
種
4
6
種
2
0
種
2
2
種

※
環
境
省

：
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
　
貝
類
（
平
成
1
9
年
8
月
）
，
そ
の
他
無
脊
椎
動
物
（
平
成
1
8
年
1
2
月
）

水
産
庁

：
日
本
の
希
少
な
野
生
水
生
生
物
に
関
す
る
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
　
1
9
9
8
年

佐
賀
県

：
佐
賀
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
　
2
0
0
3
年

W
W
F
　
和
田
ら
：
W
W
F
 J
ap
an
 サ
イ
エ
ン
ス
 レ
ポ
ー
ト
 第
3
巻
　
和
田
ら
（
1
9
9
6
）
  
－
日
本
に
お
け
る
干
潟
海
岸
と
そ
こ
に
生
息
す
る
底
生
生
物
の
現
状
－

3
6
種
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点

A
-
1

2
0
0
7
/
9
/
1
1

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

1
+

2
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

5
8
+
+
+
+
+
2
+

3
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

5
+
+
+

4
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 
el
eg
an
tu
la

8
7
+
+
+
+
+

5
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

2
7
+
+
+

6
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

1
-

7
新
腹
足
目

ア
ッ
キ
ガ
イ
科

ﾚ
ｲ
ｼ
ｶ
ﾞ
ｲ

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 
br
on
ii

1
-

8
異
旋
目

ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｶ
ｷ
ｳ
ﾗ
ｸ
ﾁ
ｷ
ﾚ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ
Br
ac
hy
st
om
ia
 b
ip
yr
am
id
at
a

1
0
-

9
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

1
1
+
+
+
+

1
0

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

2
2
+
+
+
+

1
1

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
6
+
+
+
+
+

1
2

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ
Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

8
+
+
+
+

1
3
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

4
-

1
4
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

5
3
+
+
+

1
5

軟
甲
綱
十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

4
+
+

1
6

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

1
+

1
7

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 
ja
po
ni
cu
s

1
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

№
門

綱
目

調
査
年
月
日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
・
礫
泥

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点

B
-
1

2
0
0
7
/
9
/
1
4

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 
ja
po
ni
ca

1
7
+
+

2
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

2
7
+
+
+
+

3
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

8
+
+
+
+

4
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科
ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

7
5
+
+
+
+
+

5
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科
ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

1
-

6
新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科
ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 
si
na
ru
s

6
+

7
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科
ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

4
8
+
+
+
+
+

8
二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

2
4
+
+
+
+
+
1
2
+
+
+
+

9
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科
Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

5
+
+
+
+
+
1
5
+
+
+
+

1
0

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科
ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
-

1
1
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

4
-
2
-

1
2
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

7
7
+
+
+
+
+
7
+
+
+
+
+

1
3

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科
ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

3
+
+
+
+
+
6
+
+
+

1
4

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

2
+
3
+

1
5

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 
ja
po
ni
cu
s

1
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

№
門

綱
目

調
査
年
月
日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
捨
石
（
転
石
）
・
礫
泥

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

C
-
1
2
0
0
7
/
9
/
1
3

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

6
+
+
+
+
4
+

2
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 
ja
po
ni
ca

2
4
+
+
+
+
+
8
+
+
+

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

1
7
+
+
+
+
+
2
+

4
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

2
-
1
-

5
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 
rh
iz
op
ho
ra
ru
m

9
+
+
+
+

6
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 c
in
gu
la
ta

2
1
+
+
+
+
+
4
+

7
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

4
1
+
+
+
+
+
1
2
+
+
1
+

8
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

3
+

9
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

5
5
+
+
+
5
0
+
+

1
0

異
旋
目

ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｶ
ｷ
ｳ
ﾗ
ｸ
ﾁ
ｷ
ﾚ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ
Br
ac
hy
st
om
ia
 b
ip
yr
am
id
at
a

2
-

1
1

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

4
4
+
+
+
5
+
+

1
2

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
2
+
+
+
+
1
9
+
+
+
+

1
3

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

8
+

1
4
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

5
-
8
-

1
5
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

1
5
+
+
2
6
+
+

1
6

軟
甲
綱

十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

4
+
+
+
+
6
+
+
+
+

1
7

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

1
+

1
8

ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 
ar
cu
ta

2
+
+
+
+

1
9

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

2
+
+
+
+
+

2
0

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ

De
ir
at
on
ot
us
 c
ri
st
at
us

2
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
捨
石
（
転
石
）
礫
・
砂
泥

泥
科

種
学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

C
-
2
2
0
0
7
/
9
/
1
3

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

1
2
+
+
+
+

2
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

1
+

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

7
+
+
+
+
+
8
+
+
+
+
+

1
0
+
+
+
+
+

4
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

2
-

5
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 
rh
iz
op
ho
ra
ru
m

1
2
+
+
+
+
1
0
+
+
+
+
+
1
9
+
+
+
+
+

2
1
+
+
+
+
+

6
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

9
+
+
+
+

1
0
+
+
+
+

7
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 
ci
ng
ul
at
a

2
+

8
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

2
7
+
+
+
+
+
1
9
+
+
+
+
+

1
8
+
+
+

9
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

2
3
+
+

1
0

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a
 
s
p
.

3
1
+
+
+

1
1

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

2
5
+
+
+
+
2
+

1
2

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

2
0
+
+
+
+

1
3

ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

4
8
+
+
+
3
9
+
+
+

1
4

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
6
+
+
+

1
5

ﾅ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Au
ri
cu
la
st
ra
 d
up
li
ca
ta

6

1
6

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

1
9
+
+
+
+

1
7

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

2
7
+
+
+

1
8

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

2
+
+
+

1
9

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
ハ
ナ
グ
モ
リ
科

ﾊ
ﾅ
ｸ
ﾞ
ﾓ
ﾘ

Gl
au
co
no
me
 c
hi
ne
ns
is

1
+

2
0
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

5
2
+
+
+
+
+

2
1

軟
甲
綱

十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

4
+
+
+
+
+

2
2

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

1
+

2
3

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

1
+
+
2
+
+
+

2
4

ﾋ
ﾒ
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 j
ap
on
ic
a

1
+

2
5

ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

1
+

2
6

ﾊ
ｸ
ｾ
ﾝ
ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
Ce
lu
ca
)
 l
ac
te
a 
la
ct
ea

1
+

2
7

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ

De
ir
at
on
ot
us
 c
ri
st
at
us

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

礫
・
砂
泥

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
ヨ
シ
群
落
塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点

D
-
1

2
0
0
7
/
9
/
1
1

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 
ja
po
ni
ca

1
3
+
+
+
+

2
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

4
+

3
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 
ar
ti
cu
la
ta

2
1
+
+
+
+

4
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科
ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

5
6
+
+
+
+
+

5
新
腹
足
目

ア
ッ
キ
ガ
イ
科

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 
cl
av
ig
er
a

3
+

6
ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 
si
na
ru
s

1
8
+
+
+

7
二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ｶ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ
Ba
rb
at
ia
(
Sa
vi
gn
ya
rc
a
)
 v
ir
es
ce
ns

2
-

8
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

6
+
+
+

9
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

7
+
+
+
+
+

1
0
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

5
-

1
1
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

1
9
+
+
+
+

1
2

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科
ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

1
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
転
石
・
礫
礫
・
砂
泥

科
種

学
　
　
名

調
査
年
月
日

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

E
-
1
2
0
0
7
/
9
/
1
0

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 
or
na
ta

3
+
+
+
+

2
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

1
7
+
+
+
+

3
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

2
7
+
+
+
+
+
9
+
+

4
基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

5
+

5
ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

2
-

6
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
科

ﾏ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾃ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ｳ
ｴ
ﾋ
ﾞ
Al
ph
eu
s 
eu
ph
ro
sy
ne
 r
ic
ha
rd
so
ni

1
+

7
イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

3
+
+
+

8
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 t
ri
de
ns
 

2
+

9
ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 
ar
cu
ta

1
+
+

1
0

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 
ja
po
ni
cu
s

1
+
+

1
1

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

6
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

ヨ
シ
群
落

泥
科

種
学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

E
-
2
2
0
0
7
/
9
/
1
2

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 
or
na
ta

3
+

2
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

2
0
+
+

3
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｵ
ｵ
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ky
uu
sh
uu
en
si
s

9
+
+

4
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

2
6
+
+
+
+
+

5
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

4
+
+

6
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Se
sa
rm
op
s 
in
te
rm
ed
iu
m

+
+
+
+

7
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 t
ri
de
ns
 

1
+

8
ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 
ar
cu
ta

2
+

9
ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

3
+
+
+
+
+

1
0

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

5
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

E
-
3
2
0
0
7
/
9
/
1
2

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

5
+

2
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

1
-

3
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ch
ir
om
an
te
s 
de
ha
an
i

2
+

4
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Se
sa
rm
op
s 
in
te
rm
ed
iu
m

2
+
+
+
+

5
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 t
ri
de
ns
 

1
+

6
ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

1
+
3
+
+
+
+
+

7
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
ヨ
シ
群
落

泥

ヨ
シ
群
落

泥
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

F
-
1
2
0
0
7
/
9
/
1
0

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

C
er

ith
id

ea
(C

er
ith

id
ea

) l
ar

gi
lli

er
ti

7
+

2
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tto

ra
ri

a
(P

al
us

to
ri

na
) a

rt
ic

ul
at

a
1
2
+
+
+
+

3
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av

ad
ia

(F
lu

vi
oc

in
gu

la
) e

le
ga

nt
ul

a
3
3
+
+
+
+
+

4
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

Ps
eu

do
m

ph
al

a 
la

te
ri

ce
a 

m
iy

az
ak

ii
1
+

5
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

St
en

ot
hy

ra
 sp

.
2
-

6
基
眼
目
ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
lin

at
or

 ta
ki

i
2
0
+
+
+
+

7
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目
ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

+
+
+
+

8
ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

(M
ar

eo
tis

) j
ap

on
ic

us
+
+
+
+
+
2
+
+
+
+
+

9
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

C
le

is
to

st
om

a 
di

la
ta

tu
m

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

捨
石
（
転
石
）
泥
（
岸
側
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

泥
（
沖
側
）

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

F
-
2
2
0
0
7
/
9
/
1
0

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 
ar
ti
cu
la
ta

1
4
+
+

2
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

1
6
+
+

1
6
+
+

3
基
眼
目
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
0
+
+
+

4
ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

4
+

5
ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

6
+
+

6
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目
フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

9
+
+

7
軟
甲
綱

十
脚
目
イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

4
+
+

1
+

8
ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

+
+

2
+
+
+
+
+

9
ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

1
+

1
0

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

1
+

1
1

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

2
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

F
-
3
2
0
0
7
/
9
/
1
0

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

1
4
+
+
+
+
1
4
+
+
+
+

2
基
眼
目
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
5
+
+

3
ﾅ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Au
ri
cu
la
st
ra
 d
up
li
ca
ta

6
-

4
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目
イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Se
sa
rm
op
s 
in
te
rm
ed
iu
m

3
+
+
+
+

5
ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

+
+
+
+
3
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

ヨ
シ
群
落

泥
転
石
・
泥

泥
構
造
物
（
鋼
管
杭
）

塩
生
植
物
群
落

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
1
2
0
0
7
/
9
/
1
3

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

6
+

2
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

1
+

3
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 
ja
po
ni
ca

8
+
+

4
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

9
+
+
+
2
4
+
+
+
+
+

5
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

5
+
4
+

6
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 
rh
iz
op
ho
ra
ru
m

2
+
+

7
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

2
3
+
+
+
+

8
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

1
2
+
+
+

9
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

4
+

1
0

ｱ
ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a
 
s
p
.

4
5
+
+
+
+

1
1

新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s(
Ze
ux
is
) 
si
na
ru
s

4
+
+

1
2

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

9
+
+

1
3

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｳ
ｽ
ｺ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

La
em
od
on
ta
 e
xa
ra
to
id
es

2
+

1
4

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
3
+
+

1
5

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

1
4
+
+

1
6

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

2
8
+
+
+
+
+

1
7

二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ﾊ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｲ

Te
gi
ll
ar
ca
 g
ra
no
sa

7
+
+

1
8

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
0
+
+
+
+
+

1
9

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
チ
ド
リ
マ
ス
オ
科

ｸ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ｲ

Co
ec
el
la
 c
hi
ne
ns
is

2
+

2
0

フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
0
+
+

2
1
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

5
-

2
2

ス
ピ
オ
目

ス
ピ
オ
科

ｶ
ｷ
ﾞ
ﾉ
ﾃ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｵ

Bo
cc
ar
di
el
la
 h
am
at
a

3
-

2
3
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

7
+
+
+
+
1
0
2
+
+
+
+

2
4

軟
甲
綱

十
脚
目

テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
科

ﾏ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾃ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ｳ
ｴ
ﾋ
ﾞ
Al
ph
eu
s 
eu
ph
ro
sy
ne
 r
ic
ha
rd
so
ni

1
+

2
5

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

3
+
+
2
+
+
+
+

2
6

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

3
+

2
7

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

4
-

2
8

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

1
+
+

2
9

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ｱ
ｶ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
er
yt
hr
od
ac
ty
lu
m

2
+

3
0

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

1
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

泥
ヨ
シ
群
落
塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫
泥
（
カ
キ
礁
）

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
2
2
0
0
7
/
9
/
1
3

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

2
-

2
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

1
+
1
+

3
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 
ja
po
ni
ca

1
6
+
+

1
6
+
+
+
+

4
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

2
9
+
+
+
+
1
3
+
+
+
+

5
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

3
+
6
+
+
1
3
+
+
+
+

6
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

2
5
+
+
+

2
+

7
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

9
+
+
2
+

8
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a
 
s
p
.

1
0
+
+

9
新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

7
+

1
0

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
3
+
+

1
1

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

1
+

1
2

二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ｶ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ba
rb
at
ia
(
Sa
vi
gn
ya
rc
a
)
 
vi
re
sc
en
s

4
+

1
3

イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

1
2
+
+

1
4

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
1
+
+
+
+
+

1
5

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

9
+
+

1
6
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

9
-

1
7
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

4
1
+
+
+
+

1
8

軟
甲
綱

十
脚
目

ア
ナ
ジ
ャ
コ
科

ｱ
ﾅ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｺ

Up
og
eb
ia
(
Up
og
eb
ia
)
 
ma
jo
r

1
+

1
9

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

4
+
+
+
+
+
7
+
+

2
0

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

2
+

2
1

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

3
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫
礫
・
砂
泥
転
石
・
石
積
み
護
岸

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
3
2
0
0
7
/
9
/
1
1

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

1
-

2
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 
ja
po
ni
ca

3
+
+
1
0
+
+
+
+
+

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

5
+
+
+
+

4
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

4
+
+
+
+

5
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 
dj
ad
ja
ri
en
si
s

1
3
+
+
+

6
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

1
5
+
+
+
+
1
4
+
+
+
+

7
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

3
+
+
+
6
+
+
+
+

8
新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

2
+

9
基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｳ
ｽ
ｺ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

La
em
od
on
ta
 e
xa
ra
to
id
es

2
2
+
+

1
0

ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ca
ss
id
ul
a 
pl
ec
ot
re
ma
to
id
es

1
-

1
1

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

8
+
+
+
1
6
+
+
+
+
+

1
2

二
枚
貝
綱
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
1
+
+
+
+
+

1
3

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

4
+
+

1
4
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

1
-
1
0
-

1
5
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

8
+
+
+

1
6

軟
甲
綱

十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

2
+
2
+
+
+
+
+
1
+
+

1
7

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+
2
+

+
+

1
8

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

石
積
み
護
岸
礫
・
砂
泥
泥
（
カ
キ
礁
）
泥

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
4
2
0
0
7
/
9
/
1
1

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

4
+

2
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

6
+
+
+

3
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

1
2
+
+
+
+

4
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 
rh
iz
op
ho
ra
ru
m

3
+
+
+
1
1
+
+
+
+
+

7
+
+
+
+

5
ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 o
rn
at
a

4
+
+

6
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 
ci
ng
ul
at
a

3
+

7
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

1
6
+
+
+
5
+
+
+
1
2
+
+
1
4
+
+

8
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

5
+
+
+
+

9
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

6
+
+

1
0

ｱ
ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a
 
s
p
.

9
+
+
+
+

1
1

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

1
2
+
+
5
+
+
+
+

1
2

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

2
-
3
-
2
8
+
+
+
+
+

1
3

新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

1
+

1
4

収
柄
眼
目

イ
ソ
ア
ワ
モ
チ
科

ｾ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｲ
ｱ
ﾜ
ﾓ
ﾁ

Pl
at
ev
in
de
x 
s
p
.

2
+

1
5

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｺ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

La
em
od
on
ta
 s
ia
me
ns
is

4
+

1
6

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
7
+
+
+
+
+

1
7

ﾅ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Au
ri
cu
la
st
ra
 d
up
li
ca
ta

7
+

1
8

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

3
3
+
+
+

1
9

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

5
+
+

2
0

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

6
+
+
+
+
+

2
1
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

1
6
+
+
+
+
+

2
2

軟
甲
綱

十
脚
目

テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
科

ﾏ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾃ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ｳ
ｴ
ﾋ
ﾞ
Al
ph
eu
s 
eu
ph
ro
sy
ne
 r
ic
ha
rd
so
ni

1
+

2
3

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

4
+

2
4

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

1
+

1
+
+
+

2
5

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ｱ
ｶ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
er
yt
hr
od
ac
ty
lu
m

1
+

2
6

ﾋ
ﾒ
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 j
ap
on
ic
a

1
+

2
7

ｳ
ﾓ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
is
to
co
el
om
a 
me
rg
ui
en
se

1
+

2
8

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(M
ar
eo
ti
s)
 j
ap
on
ic
us

1
+
+
+

2
9

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

礫
・
砂
泥

石
積
み
護
岸
ヨ
シ
群
落
塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

H
-
1
2
0
0
7
/
9
/
1
2

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 
ar
ti
cu
la
ta
1
0
5
+
+
+
+
+
8
+
+
+
+

2
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

1
+

3
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

1
1
+
+
+
+
+

4
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

5
+
+
+
9
+
+
+

5
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

3
0
+
+
+
+
+

6
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

4
2
+
+
+
+
+

7
二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

4
-

8
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

5
+
+
+
+
+

9
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ
Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
+

1
0
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

1
-

1
1
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

5
+
+
+
+
+
3
4
+
+
+
+
+

1
2

軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+

1
3

ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

1
+
+
+

1
4

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 
ja
po
ni
cu
s

2
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
捨
石
（
転
石
）
泥

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

H
-
2
2
0
0
7
/
9
/
1
2

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 
ar
ti
cu
la
ta
5
5
+
+
+
+
+

2
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

1
0
+
+

3
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

2
7
+
+
+
+
+

4
二
枚
貝
綱
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
2
+
+
+
+
+

5
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ
Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
3
+
+
+

6
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

4
-

7
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

3
+
+

8
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

3
+
+

9
ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

2
-

1
0

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 
ja
po
ni
cu
s

2
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

H
-
3
2
0
0
7
/
9
/
1
4

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 
el
eg
an
tu
la

1
+

2
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

1
9
+
+

3
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

2
-

4
ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｶ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
He
di
st
e 
di
ad
ro
ma

5
+
+

5
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

1
+

6
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ
De
ir
at
on
ot
us
 c
ri
st
at
us

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

泥

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
泥

石
積
み
護
岸
・
泥
転
石
・
礫
・
泥

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
夏
季
）

調
査
地
点

I
-
1

2
0
0
7
/
9
/
1
1

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
多
板
綱
新
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
目
ウ
ス
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科
ﾔ
ｽ
ﾘ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ

Le
pi
do
zo
na
 c
or
ea
ni
ca

2
+

2
ケ
ハ
ダ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科
ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾊ
ﾀ
ﾞ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ
Ac
an
th
oc
hi
to
na
 a
ch
at
es

2
+

3
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科
ｶ
ｽ
ﾘ
ｱ
ｵ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ni
pp
on
ac
me
a 
ra
du
la

2
+
3
+

4
古
腹
足
目

ニ
シ
キ
ウ
ズ
ガ
イ
科
ｲ
ｼ
ﾀ
ﾞ
ﾀ
ﾐ

Mo
no
do
nt
a 
la
bi
o 
f
.
 c
on
fu
sa

2
+

5
サ
ザ
エ
科

ｽ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tu
rb
o
(
Lu
ne
ll
a
)
 
co
rn
at
us
 c
or
ee
ns
is

2
+

6
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a
2
7
+
+
+
+
+

7
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

7
+
+
+
+
1
+

8
新
腹
足
目

ア
ッ
キ
ガ
イ
科

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 c
la
vi
ge
ra

2
+

9
ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 s
in
ar
us

1
0
+
+

1
0

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

5
+
+
1
+

1
1

二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ｻ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ

Sc
ap
ha
rc
a 
ka
go
sh
im
en
si
s

2
+

1
2

イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

4
6
+
+
+
+

1
3

ｺ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ

Mo
di
ol
us
 m
et
ca
lf
ei

1
+

1
4

カ
キ
目

ナ
ミ
マ
ガ
シ
ワ
科

ﾅ
ﾐ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｼ
ﾜ

An
om
ia
 c
hi
ne
ns
is

2
+

1
5

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
+

1
6

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
科
ｱ
ｻ
ﾘ

Ru
di
ta
pe
s 
ph
il
ip
pi
na
ru
m

3
+

1
7
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

1
5
+
+
+
+
+

1
8

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

6
+
+
+
+
+

1
9

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

3
+

2
0

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

2
+

2
1

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

1
-

2
2

ﾋ
ﾗ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ga
et
ic
e 
de
pr
es
su
s

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
転
石
・
礫
礫
・
砂
泥

泥
科

種
学
　
　
名

調
査
年
月
日

№
門

綱
目
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表
　
底
生
動
物
（
定
性
採
集
）
出
現
種
一
覧
（
H
1
9
年
1
1
月
）

調
　
査
　
河
　
川

A
川
B
川
C
川
D
川
E
川
F
川
G
川
H
川
I
川

環
境
省

佐
賀
県

水
産
庁

W
W
F
　
和
田
ら

1
軟
体
動
物
門
多
板
綱
ﾔ
ｽ
ﾘ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ
Le
pi
do
zo
na
 c
or
ea
ni
ca

○

2
ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾊ
ﾀ
ﾞ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ
Ac
an
th
oc
hi
to
na
 a
ch
at
es

○

3
腹
足
綱
ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

○
○

○

4
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

○
○

準
絶
滅
危
惧

5
ｺ
ﾓ
ﾚ
ﾋ
ﾞ
ｺ
ｶ
ﾞ
ﾓ
ｶ
ﾞ
ｲ
Lo
tt
ia
 t
en
ui
sc
ul
pt
a

○

6
ｶ
ｽ
ﾘ
ｱ
ｵ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ni
pp
on
ac
me
a 
ra
du
la

○
○

7
ｲ
ｼ
ﾀ
ﾞ
ﾀ
ﾐ

Mo
no
do
nt
a 
la
bi
o 
f
.
 
co
nf
us
a

○

8
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

○
○

○
○

9
ﾋ
ﾛ
ｸ
ﾁ
ｶ
ﾉ
ｺ

Ne
ri
ti
na
(
Do
st
ia
)
 v
io
la
ce
a

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
準
絶
滅
危
惧

希
少
種

絶
滅
寸
前

1
0

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

○
○

準
絶
滅
危
惧

準
絶
滅
危
惧

減
少
傾
向

危
険

1
1

ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

○

1
2

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

○
○

準
絶
滅
危
惧
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

1
3

ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 o
rn
at
a

○
○

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

希
少
種

絶
滅
寸
前

1
4

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

○
○

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

希
少
種

絶
滅
寸
前

1
5

ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 d
ja
dj
ar
ie
ns
is

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

1
6

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ
科
の
若
貝
P
o
t
a
m
i
d
i
d
a
e

○

1
7

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

○
○

○
○

○
○

○
○

危
険

1
8

ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

○
○

○
○

○
○

1
9

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

○
○

○
○

○
準
絶
滅
危
惧

危
険

2
0

ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

○
○

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

2
1

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

○
○

○
○

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
準
絶
滅
危
惧

危
険

2
2

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

○
○

準
絶
滅
危
惧

2
3

ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

○
○

○
○

○

2
4

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

○
○

○

2
5

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 
cl
av
ig
er
a

○
○

2
6

ﾏ
ﾙ
ﾃ
ﾝ
ｽ
ﾏ
ﾂ
ﾑ
ｼ

Mi
tr
el
la
(
In
do
mi
tr
el
la
)
 m
ar
te
ns
i

○
絶
滅
寸
前

2
7

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 s
in
ar
us

○
○

○

2
8

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

○
○

○

2
9

ｶ
ｷ
ｳ
ﾗ
ｸ
ﾁ
ｷ
ﾚ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ
Br
ac
hy
st
om
ia
 b
ip
yr
am
id
at
a

○
危
険

3
0

ｾ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｲ
ｱ
ﾜ
ﾓ
ﾁ

Pl
at
ev
in
de
x
 
s
p
.

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

3
1

ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｺ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
La
em
od
on
ta
 s
ia
me
ns
is

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

3
2

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

○
○

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
急
種

危
険

3
3

ﾅ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Au
ri
cu
la
st
ra
 d
up
li
ca
ta

○
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

3
4

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

○
○

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

3
5

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

○
○

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

3
6

二
枚
貝
綱
ｶ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ba
rb
at
ia
(
Sa
vi
gn
ya
rc
a
)
 v
ir
es
ce
ns

○
○

3
7

ｻ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ

Sc
ap
ha
rc
a 
ka
go
sh
im
en
si
s

○

3
8

ﾊ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｲ

Te
gi
ll
ar
ca
 g
ra
no
sa

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

希
少
種

絶
滅
寸
前

3
9

ｻ
ｻ
ｹ
ﾞ
ﾐ
ﾐ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ
Es
te
ll
ar
ca
 o
li
va
ce
a

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

4
0

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

○
○

○
○

○
○

○

4
1

ｺ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ

Mo
di
ol
us
 m
et
ca
lf
ei

○
危
険

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等
に
お
け
る
選
定
状
況

学
　
　
名

№
門

綱
和
　
名
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表
　
底
生
動
物
（
定
性
採
集
）
出
現
種
一
覧
（
H
1
9
年
1
1
月
）

調
　
査
　
河
　
川

A
川
B
川
C
川
D
川
E
川
F
川
G
川
H
川
I
川

環
境
省

佐
賀
県

水
産
庁

W
W
F
　
和
田
ら

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等
に
お
け
る
選
定
状
況

学
　
　
名

№
門

綱
和
　
名

4
2

ﾅ
ﾐ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｼ
ﾜ

An
om
ia
 c
hi
ne
ns
is

○

4
3

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

○
○

○
○

○
○

○

4
4

ﾆ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾏ
ﾒ
ｱ
ｹ
ﾞ
ﾏ
ｷ
Ps
eu
do
ga
le
om
ma
 j
ap
on
ic
a

○

4
5

ｸ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ｲ

Co
ec
el
la
 c
hi
ne
ns
is

○
準
絶
滅
危
惧

4
6

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ
Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

○
○

○
準
絶
滅
危
惧

危
険

4
7

ﾊ
ﾅ
ｸ
ﾞ
ﾓ
ﾘ

Gl
au
co
no
me
 c
hi
ne
ns
is

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
準
絶
滅
危
惧

危
険

4
8

ｱ
ｻ
ﾘ

Ru
di
ta
pe
s 
ph
il
ip
pi
na
ru
m

○

4
9
環
形
動
物
門
多
毛
綱
ﾁ
ﾛ
ﾘ

Gl
yc
er
a 
ch
ir
or
i

○

5
0

ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

○
○

○

5
1

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

○
○

○
○

○
○

5
2

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
He
di
st
e 
ja
po
ni
ca

○

5
3

ﾔ
ﾁ
ｳ
ﾛ
ｺ
ﾑ
ｼ

Le
pi
do
no
tu
s 
el
on
ga
tu
s

○

5
4
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

○
○

○
○

○
○

○
○

5
5

ｻ
ﾗ
ｻ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
re
ti
cu
la
tu
s

○
○

5
6

軟
甲
綱
ﾊ
ｻ
ﾐ
ｼ
ｬ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ

La
om
ed
ia
 a
st
ac
in
a

○
○

5
7

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

○
○

○
○

○
○

5
8

ﾏ
ｷ
ﾄ
ﾗ
ﾉ
ｵ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pi
lu
mn
op
eu
s 
ma
ki
an
us

○
希
少

5
9

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

○
○

6
0

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

○
○

○
○

○
○

6
1

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

○
○

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

絶
滅
寸
前

6
2

ﾋ
ﾗ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ga
et
ic
e 
de
pr
es
su
s

○

6
3

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ch
ir
om
an
te
s 
de
ha
an
i

○

6
4

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

○
○

○
○

希
少

6
5

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

○

6
6

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ｱ
ｶ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
er
yt
hr
od
ac
ty
lu
m

○
○

6
7

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Se
sa
rm
op
s 
in
te
rm
ed
iu
m

○
○

6
8

ﾊ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ch
as
ma
gn
at
hu
s 
co
nv
ex
us

○
○

6
9

ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 t
ri
de
ns

○
○

○

7
0

ﾋ
ﾒ
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 j
ap
on
ic
a

○

7
1

ｳ
ﾓ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Cl
is
to
co
el
om
a 
me
rg
ui
en
se

○
希
少

7
2

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

○
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

希
少
種

危
険

7
3

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

○
○

準
絶
滅
危
惧

準
絶
滅
危
惧

危
険

7
4

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

○
○

○
○

○
○

7
5

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

危
険

7
6

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ

De
ir
at
on
ot
us
 c
ri
st
at
us

○
○

希
少

出
現
種
数

1
5
種
1
4
種
2
6
種
1
4
種
1
4
種
2
4
種
4
5
種
1
9
種
2
3
種

※
環
境
省
：
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
　
貝
類
（
平
成
1
9
年
8
月
）
，
そ
の
他
無
脊
椎
動
物
（
平
成
1
8
年
1
2
月
）

水
産
庁
：
日
本
の
希
少
な
野
生
水
生
生
物
に
関
す
る
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
　
1
9
9
8
年

佐
賀
県
：
佐
賀
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
　
2
0
0
3
年

W
W
F
　
和
田
ら
：
W
W
F
 J
ap
an
 サ
イ
エ
ン
ス
 レ
ポ
ー
ト
 第
3
巻
　
和
田
ら
（
1
9
9
6
）
  
－
日
本
に
お
け
る
干
潟
海
岸
と
そ
こ
に
生
息
す
る
底
生
生
物
の
現
状
－

3
4
種
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点

A
-
1

2
0
0
7
/
1
1
/
6

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科
ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

2
-

2
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

4
5
+
+
+
+
+
4
0
+
+
+
+

3
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

1
+
3
0
+
+
+

4
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

4
2
+
+
+
+

5
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

2
8
+
+
+
2
-

6
異
旋
目

ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｶ
ｷ
ｳ
ﾗ
ｸ
ﾁ
ｷ
ﾚ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ
Br
ac
hy
st
om
ia
 b
ip
yr
am
id
at
a

2
-

7
二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

5
5
+
+
+
+
+

8
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

3
1
+
+
+
+
+

9
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ
Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

7
+
+

1
0
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

8
-

1
1
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

6
1
+
+
+
+
+

1
2

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

5
+
+
+
+

1
3

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+

1
4

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

4
+

1
5

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
年
月
日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
・
礫
泥

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点

B
-
1

2
0
0
7
/
1
1
/
6

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

8
+
+
+
2
0
+
+
+
+

2
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

1
1
+
+
+
+

3
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

7
+
+
+
1
2
+
+
+

4
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

4
2
+
+
+
+
+

5
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

4
-

6
新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 s
in
ar
us

1
9
+
+
+
+

7
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

1
4
+
+

8
二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

4
5
+
+
+
+
+
7
+
+
+

9
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

6
+
+
+
+
2
2
+
+
+
+

1
0
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

1
-
6
-

1
1
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

6
8
+
+
+
+
+
1
6
+
+

1
2

軟
甲
綱
十
脚
目

ハ
サ
ミ
シ
ャ
コ
エ
ビ
科
ﾊ
ｻ
ﾐ
ｼ
ｬ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ

La
om
ed
ia
 a
st
ac
in
a

1
+

1
3

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

4
+
+
+
4
+
+

1
4

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

3
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
年
月
日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
捨
石
（
転
石
）
・
礫
泥

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

C
-
1
2
0
0
7
/
1
1
/
5

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

1
-

2
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

1
4
+
+
+
+
+

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

1
4
+
+
+
+
+

4
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

2
-

5
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

9
+
+
7
+
1
4
+
+
+
+
+

6
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

9
+
+
+
+
2
+
+

7
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

1
2
+
+
+
+
1
2
+
+
+
1
6
+
+
+
+
+

8
新
腹
足
目

ア
ッ
キ
ガ
イ
科

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 c
la
vi
ge
ra

1
+

9
二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

1
4
+
+
6
+
+
+

1
0

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

4
+
+
+
+
1
8
+
+
+
+
+

1
1
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

5
-

1
2
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

7
+
+
2
4
+
+
+
+

1
3

軟
甲
綱

十
脚
目

ハ
サ
ミ
シ
ャ
コ
エ
ビ
科
ﾊ
ｻ
ﾐ
ｼ
ｬ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ

La
om
ed
ia
 a
st
ac
in
a

1
+

1
4

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

4
+
+
+
5
+
+
+
+
+

1
5

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+

1
6

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

2
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
捨
石
（
転
石
）
礫
・
砂
泥

泥
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

C
-
2
2
0
0
7
/
1
1
/
5

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

2
+

2
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

4
+
+
+
+

1
2
+
+
+
+
+

3
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

2
-

2
-

4
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

1
0
+
+
+
5
+
+
+
+
+
1
4
+
+
+
+
+
5
+
+
+
+
1
0
+
+
+
+
+

5
ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 o
rn
at
a

5
+
+

6
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

6
+
+
+

7
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

7
+
+
9
+
+
+
+
6
+
+
+
4
+
+
+

8
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

2
+
+
+
1
4
+
+
+
+

9
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

1
3
+
+
+
+
+

1
0

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

3
+

1
1

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

3
1
+
+
+
+
+
1
+
2
+
2
+

1
2

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
4
+
+
+
+
+

1
3

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

2
0
+
+
+
+
+

1
4

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

1
7
+
+

1
5

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
5
+
+
+
+
+

1
6
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

3
-

1
7
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

2
6
+
+
+
+
+

1
8

軟
甲
綱

十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

8
+
+
+
+
+

1
9

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

1
-

2
0

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

1
+
2
+

2
1

ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 t
ri
de
ns

2
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

礫
・
砂
泥

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
ヨ
シ
群
落
塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点

D
-
1

2
0
0
7
/
1
1
/
6

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科
ｶ
ｽ
ﾘ
ｱ
ｵ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ni
pp
on
ac
me
a 
ra
du
la

7
+

2
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

1
4
+
+
+
+
+

3
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

1
7
+
+
+
+

4
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科
ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

1
0
4
+
+
+
+
+

5
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

3
-

6
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科
ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

2
-

7
新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 s
in
ar
us

4
2
+
+
+
+
+

8
ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

1
+

9
二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ｶ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ
Ba
rb
at
ia
(
Sa
vi
gn
ya
rc
a
)
 v
ir
es
ce
ns

4
+

1
0

イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

2
+
+

1
1

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

2
0
+
+
+
+
+

1
2
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

4
-

1
3
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

1
6
+
+

1
4

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科
ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

4
+
+
3
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
年
月
日

№
門

綱
目

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
転
石
・
礫
礫
・
砂
泥

科
種

学
　
　
名
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

E
-
1
2
0
0
7
/
1
1
/
8

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 o
rn
at
a

1
+

2
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

1
8
+
+
+
+
+

3
ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ
科
の
若
貝
P
o
t
a
m
i
d
i
d
a
e

2
6
+
+
+
+
+

4
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

2
1
+
+
+
+
+
2
7
+
+
+

5
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

3
+
+
+

6
ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

1
+

7
ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

4
+
+
+
+
+

8
ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

1
+

9
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

7
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

ヨ
シ
群
落

泥
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

E
-
2
2
0
0
7
/
1
1
/
7

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

1
7
+
+
+
+

2
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

2
+

3
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

2
1
+
+
+
+
+

4
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

1
+

5
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

3
+
+

6
ﾊ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ch
as
ma
gn
at
hu
s 
co
nv
ex
us

1
+

7
ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

1
+

8
ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

5
+
+
+
+
+

9
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

5
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

E
-
3
2
0
0
7
/
1
1
/
7

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

2
+

2
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

1
+

3
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ch
ir
om
an
te
s 
de
ha
an
i

1
+

4
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Se
sa
rm
op
s 
in
te
rm
ed
iu
m

2
+
+
+
+
+

5
ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

2
+
+
+
+

6
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

4
+
1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
ヨ
シ
群
落

泥

ヨ
シ
群
落

泥
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

F
-
1
2
0
0
7
/
1
1
/
7

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科
ﾋ
ﾛ
ｸ
ﾁ
ｶ
ﾉ
ｺ

N
er

iti
na

(D
os

tia
) v

io
la

ce
a

7
+

2
盤
足
目

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

C
er

ith
id

ea
(C

er
ith

id
ea

) l
ar

gi
lli

er
ti

7
+

3
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tto

ra
ri

a
(P

al
us

to
ri

na
) a

rt
ic

ul
at

a
5
+
+

4
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av

ad
ia

(F
lu

vi
oc

in
gu

la
) e

le
ga

nt
ul

a
2
7
+
+
+
+
+

5
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

Ps
eu

do
m

ph
al

a 
la

te
ri

ce
a 

m
iy

az
ak

ii
7
+
+

6
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

St
en

ot
hy

ra
 sp

.
6
+
+

7
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
lin

at
or

 ta
ki

i
1
+

8
二
枚
貝
綱
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
ハ
ナ
グ
モ
リ
科

ﾊ
ﾅ
ｸ
ﾞ
ﾓ
ﾘ

G
la

uc
on

om
e 

ch
in

en
si

s
1
+

9
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

H
ed

is
te

 ja
po

ni
ca

1
+

1
0
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

2
+

1
1

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

(M
ar

eo
tis

) j
ap

on
ic

us
3
+
+
+
+
+

+
+
+
+
+

1
2

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ

D
ei

ra
to

no
tu

s c
ri

st
at

us
1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

泥
（
沖
側
）

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

捨
石
（
転
石
）
泥
（
岸
側
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

F
-
2
2
0
0
7
/
1
1
/
8

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

1
6
+
+
+

2
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

1
9
+
+
+
+
1
8
+
+
4
4
+
+
+
+

3
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

1
4
+
+
+

4
基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
0
+
+

5
ﾅ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Au
ri
cu
la
st
ra
 d
up
li
ca
ta

2
+

6
ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

9
+
+

7
ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

5
+

8
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

7
+
+
+

9
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

1
+
+
+

1
0

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ｱ
ｶ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
er
yt
hr
od
ac
ty
lu
m

1
+

1
1

ﾊ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ch
as
ma
gn
at
hu
s 
co
nv
ex
us

1
+

1
2

ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 t
ri
de
ns

1
+

1
3

ス
ナ
ガ
ニ
科

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

2
+
+
+
+

1
+
+
+
+

1
4

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

4
+
+
+
+

4
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

F
-
3
2
0
0
7
/
1
1
/
8

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

2
1
+
+
+
1
3
+
+

2
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

2
+

3
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Se
sa
rm
op
s 
in
te
rm
ed
iu
m

2
+
+
+
+

4
ﾊ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ch
as
ma
gn
at
hu
s 
co
nv
ex
us

2
+

5
ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

+
1
2
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

ヨ
シ
群
落

泥
転
石
・
泥

泥
構
造
物
（
鋼
管
杭
）

塩
生
植
物
群
落
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
1
2
0
0
7
/
1
1
/
5

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

1
-

2
古
腹
足
目

ニ
シ
キ
ウ
ズ
ガ
イ
科

ｲ
ｼ
ﾀ
ﾞ
ﾀ
ﾐ

Mo
no
do
nt
a 
la
bi
o 
f
.
 c
on
fu
sa

1
+

3
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

5
+
+
9
+
+
+

4
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

1
+
+
1
1
+
+
+
+

5
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

6
+
+
7
+
+

6
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

1
6
+
+
+
+

7
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

9
+
+
+
+
1
1
+
+

8
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

9
0
+
+
+
+
+

9
新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

1
6
+
+

1
0

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
0
+
+
+

1
1

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

1
9
+
+
+
+

1
2

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

1
+

1
3

二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ﾊ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｲ

Te
gi
ll
ar
ca
 g
ra
no
sa

6
+
+

1
4

ｻ
ｻ
ｹ
ﾞ
ﾐ
ﾐ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ

Es
te
ll
ar
ca
 o
li
va
ce
a

1
+

1
5

イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

8
+
+

1
6

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

3
+
+
+
+
1
7
+
+
+
+
+

1
7

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
チ
ド
リ
マ
ス
オ
科

ｸ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ｲ

Co
ec
el
la
 c
hi
ne
ns
is

2
+
1
+

1
8

フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
0
+
+

1
9
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

1
-
1
0
-

2
0
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

3
+
+
+
3
2
+
+
+

2
1

ｻ
ﾗ
ｻ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
re
ti
cu
la
tu
s

1
1
+
+

2
2

軟
甲
綱

十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

1
+
5
+
+

2
3

オ
ウ
ギ
ガ
ニ
科

ﾏ
ｷ
ﾄ
ﾗ
ﾉ
ｵ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pi
lu
mn
op
eu
s 
ma
ki
an
us

1
-

2
4

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

1
+

2
5

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

2
+
+

2
6

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

1
-

2
7

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

2
+
+
+
+

3
-

2
8

ｳ
ﾓ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
is
to
co
el
om
a 
me
rg
ui
en
se

1
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

泥
ヨ
シ
群
落
塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫
泥
（
カ
キ
礁
）
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
2
2
0
0
7
/
1
1
/
5

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

1
+

2
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

4
+
+

1
6
+
+
+
+

3
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

1
+
1
2
+
+
+
+
5
+
+
+
+

4
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

7
+
+
+
+
2
+
+
+
+

5
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

8
+
+
+
+

6
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

1
8
+
+
+
+
+

3
+
+
+
+

7
新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

3
+
+

8
基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

9
+
+

9
二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ｶ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ba
rb
at
ia
(
Sa
vi
gn
ya
rc
a
)
 v
ir
es
ce
ns

1
+

1
0

イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

1
1
+
+
+
+

1
1

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

8
+
+
+
+
+

1
2

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

3
+

1
3
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

3
-

1
4
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

3
1
+
+
+
+

1
5

軟
甲
綱

十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

4
+
+
+
+
+
1
+

1
6

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

1
+

1
7

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+

1
8

ｶ
ｸ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pi
ct
um

4
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫
礫
・
砂
泥
転
石
・
石
積
み
護
岸
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
3
2
0
0
7
/
1
1
/
5

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

1
-

2
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

1
+

3
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
目
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

7
+
+
+
1
0
+
+
+
+

4
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

8
+
+
+

5
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

6
+
+
+

6
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 d
ja
dj
ar
ie
ns
is

3
+

7
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

4
+
+
4
+
+

8
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

1
7
+
+
+
+
8
+
+
+
+
+

9
新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

1
+
1
+

1
0

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

3
2
+
+
+

1
1

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

7
+
+
+
+
+
9
+
+
+
+
+

1
2

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

3
+

1
3
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

9
-

1
4

ウ
ロ
コ
ム
シ
科

ﾔ
ﾁ
ｳ
ﾛ
ｺ
ﾑ
ｼ

Le
pi
do
no
tu
s 
el
on
ga
tu
s

1
-

1
5
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

1
2
+
+

1
6

軟
甲
綱

十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

1
+
+
1
2
+
+
+
+
+

1
7

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

2
+

1
8

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

1
+
3
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

石
積
み
護
岸
礫
・
砂
泥
泥
（
カ
キ
礁
）
泥

資2-48



底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

G
-
4
2
0
0
7
/
1
1
/
6

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

2
+

2
盤
足
目

ウ
ミ
ニ
ナ
科

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

2
+
+
+

3
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

2
5
+
+
+
+

4
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
科

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

2
+
+
1
6
+
+
+
+
7
+
+
+
+
1
2
+
+
+
+
+

5
ｼ
ﾏ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 o
rn
at
a

7
+
+
+

6
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

2
+

7
タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

8
+
+
+
1
0
+
+
+
2
0
+
+
+
3
+
+
+
+

8
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

4
9
+
+
+
+

9
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
An
gu
st
as
si
mi
ne
a 
ca
st
an
ea

1
1
+
+
+
+
1
0
+
+
+

1
0

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

1
4
+
+
+
4
+
+

1
1

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

1
7
+
+
+
+
1
7
+
+
+
+
2
+
+
+
3
2
+
+
+
+

1
2

収
柄
眼
目

イ
ソ
ア
ワ
モ
チ
科

ｾ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｲ
ｱ
ﾜ
ﾓ
ﾁ

Pl
at
ev
in
de
x
 
s
p
.

2
+

1
3

基
眼
目

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科

ｸ
ﾘ
ｲ
ﾛ
ｺ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

La
em
od
on
ta
 s
ia
me
ns
is

1
+
3
+

1
4

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

1
5
+
+
+
+
+

1
5

ﾅ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Au
ri
cu
la
st
ra
 d
up
li
ca
ta

2
+

1
6

ｷ
ﾇ
ｶ
ﾂ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾏ
ｼ
ｲ
ﾉ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ
Me
la
mp
us
 s
in
ca
po
re
ns
is

2
3
+
+
+
+
+

1
7

二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

2
6
+
+
+

1
8

カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

1
0
+
+
+
+
+

1
9

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

3
+
+

2
0
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

2
-

2
1
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

5
3
+
+
+

2
2

軟
甲
綱

十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

7
+
+
+
+

2
3

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

1
+

2
4

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

2
+

2
5

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

1
+
+
2
+
+

2
6

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ｱ
ｶ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Pa
ra
se
sa
rm
a 
er
yt
hr
od
ac
ty
lu
m

1
+

2
7

ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 t
ri
de
ns

1
+

2
8

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

2
+
+
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

礫
・
砂
泥

石
積
み
護
岸
ヨ
シ
群
落
塩
生
植
物
群
落
転
石
・
礫
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

H
-
1
2
0
0
7
/
1
1
/
7

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a
2
0
+
+
+
+
+
2
0
+
+
+
+

2
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

9
+
+
+
+

3
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

2
6
+
+
+
+
+

4
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

4
8
+
+
+
+
5
0
+
+
+
+
+

5
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

1
4
+
+
+
+

6
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

3
8
+
+
+
+
+

7
二
枚
貝
綱
イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

3
+
+

8
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

7
+
+
+
+
+

9
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

6
+
+
+
+
+
1
8
+
+
+
+
+

1
0

軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾋ
ﾒ
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
li
ce
 j
ap
on
ic
a

1
+

1
1

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

1
+
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
捨
石
（
転
石
）
泥
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

H
-
2
2
0
0
7
/
1
1
/
6

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a
2
7
+
+
+
+

2
カ
ワ
グ
チ
ツ
ボ
科

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 e
le
ga
nt
ul
a

1
+

3
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

1
+
3
+

4
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科
A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

1
0
2
+
+
+
+
+

5
新
腹
足
目

ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 s
in
ar
us

6
+
+

6
基
眼
目

ウ
ミ
マ
イ
マ
イ
科

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

7
+
+

7
二
枚
貝
綱
カ
キ
目

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

2
4
+
+
+
+
+

8
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
フ
ナ
ガ
タ
ガ
イ
科

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ
Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

1
0
+
+

9
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

6
-

1
0
節
足
動
物
門
顎
脚
綱

無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

1
5
+
+
+
+
+

1
1

軟
甲
綱

十
脚
目

イ
ワ
ガ
ニ
科

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

3
+

1
2

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

5
+

1
3

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

3
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

調
査
地
点
調
査
年
月
日

H
-
3
2
0
0
7
/
1
1
/
6

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱

盤
足
目

カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

7
2
+
+
+
+
4
2
+
+
+
+

2
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
科

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

1
+

3
環
形
動
物
門
多
毛
綱

サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
科

ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

3
+

4
節
足
動
物
門
軟
甲
綱

十
脚
目

ス
ナ
ガ
ニ
科

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ
Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

1
+

5
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ｷ
De
ir
at
on
ot
us
 c
ri
st
at
us

3
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
10
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

№
門

綱
目

泥

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
泥

石
積
み
護
岸
・
泥
転
石
・
礫
・
砂
泥
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底
生
動
物
出
現
結
果
表
（
定
性
調
査
・
秋
季
）

調
査
地
点

I
-
1

2
0
0
7
/
1
1
/
9

確
　
認
　
環
　
境

1
軟
体
動
物
門
多
板
綱
新
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
目
ウ
ス
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科
ﾔ
ｽ
ﾘ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ

Le
pi
do
zo
na
 c
or
ea
ni
ca

2
+

2
ケ
ハ
ダ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
科
ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾊ
ﾀ
ﾞ
ﾋ
ｻ
ﾞ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ｲ
Ac
an
th
oc
hi
to
na
 a
ch
at
es

1
+

3
腹
足
綱
カ
サ
ガ
イ
目

ユ
キ
ノ
カ
サ
ガ
イ
科
ｺ
ﾓ
ﾚ
ﾋ
ﾞ
ｺ
ｶ
ﾞ
ﾓ
ｶ
ﾞ
ｲ
Lo
tt
ia
 t
en
ui
sc
ul
pt
a

1
+

4
ｶ
ｽ
ﾘ
ｱ
ｵ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ni
pp
on
ac
me
a 
ra
du
la

4
+
6
+

5
盤
足
目

タ
マ
キ
ビ
科

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ
Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a
3
0
+
+
+
+
+
4
+
+
+
+

6
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

1
1
+
+
+
+
+
1
5
+
+
+
+
+

7
新
腹
足
目

ア
ッ
キ
ガ
イ
科

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 c
la
vi
ge
ra

2
+
+

8
フ
ト
コ
ロ
ガ
イ
科

ﾏ
ﾙ
ﾃ
ﾝ
ｽ
ﾏ
ﾂ
ﾑ
ｼ

Mi
tr
el
la
(
In
do
mi
tr
el
la
)
 m
ar
te
ns
i

2
+

9
ム
シ
ロ
ガ
イ
科

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

1
4
+
+
+
+
+
2
+
+

1
0

二
枚
貝
綱
フ
ネ
ガ
イ
目

フ
ネ
ガ
イ
科

ｻ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ

Sc
ap
ha
rc
a 
ka
go
sh
im
en
si
s

2
+

1
1

イ
ガ
イ
目

イ
ガ
イ
科

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

1
3
6
+
+
+
+
+

1
2

ｺ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ

Mo
di
ol
us
 m
et
ca
lf
ei

3
+

1
3

カ
キ
目

ナ
ミ
マ
ガ
シ
ワ
科

ﾅ
ﾐ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｼ
ﾜ

An
om
ia
 c
hi
ne
ns
is

2
+
+

1
4

イ
タ
ボ
ガ
キ
科

Cr
as
so
st
re
a
属
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

1
1
+
+
+
+
6
+
+
+
+
+

1
5

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
目
ウ
ロ
コ
ガ
イ
科

ﾆ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾏ
ﾒ
ｱ
ｹ
ﾞ
ﾏ
ｷ
Ps
eu
do
ga
le
om
ma
 j
ap
on
ic
a

3
+

1
6

マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
科
ｱ
ｻ
ﾘ

Ru
di
ta
pe
s 
ph
il
ip
pi
na
ru
m

3
+

1
7
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
チ
ロ
リ
科

ﾁ
ﾛ
ﾘ

Gl
yc
er
a 
ch
ir
or
i

1
-

1
8
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
無
柄
目

フ
ジ
ツ
ボ
科

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

5
4
+
+
+
+
+

1
9

ｻ
ﾗ
ｻ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
re
ti
cu
la
tu
s

2
+
+

2
0

軟
甲
綱
十
脚
目

ホ
ン
ヤ
ド
カ
リ
科

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ
Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

1
0
+
+
+
+
+
8
+
+

2
1

イ
ワ
ガ
ニ
科

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

1
-

2
2

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ
He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

3
+
+

2
3

ﾋ
ﾗ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ga
et
ic
e 
de
pr
es
su
s

4
+
+

※
表
中
の
数
値
は
採
取
個
体
数
，
記
号
は
目
視
確
認
個
体
数
を
示
す
．
（
凡
例
　
+
：
1
～
1
0
，
+
+
：
1
0
～
5
0
，
+
+
+
：
5
0
～
1
0
0
，
+
+
+
+
：
1
0
0
～
1
0
0
0
，
+
+
+
+
+
：
1
0
0
0
以
上
，
-
：
0
）

№
門

綱
目

科
種

学
　
　
名

調
査
年
月
日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
転
石
・
礫
礫
・
砂
泥

泥
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③定量調査確認種一覧 



表
　
底
生
動
物
（
定
量
採
集
）
出
現
種
一
覧
（
H
1
9
年
3
月
）

調
　
　
査
　
　
河
　
　
川

Ａ
川
Ｂ
川
Ｃ
川
Ｄ
川
Ｅ
川
Ｆ
川
Ｇ
川
Ｈ
川
Ｉ
川

環
境
省

佐
賀
県

水
産
庁

W
W
F
　
和
田
ら

1
刺
胞
動
物
門
花
虫
綱
ｲ
ｿ
ｷ
ﾞ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｸ
目

A
c
t
i
n
i
a
r
i
a

○

2
紐
形
動
物
門

紐
形
動
物
門

N
E
M
E
R
T
I
N
E
A

○
○

○
○

○
○

3
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

○

4
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

○
○

準
絶
滅
危
惧

5
ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

○
○

○

6
ｲ
ｼ
ﾏ
ｷ
ｶ
ﾞ
ｲ

Cl
it
ho
n 
re
tr
op
ic
ta

○
減
少
種

7
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

○
○

準
絶
滅
危
惧
準
絶
滅
危
惧
種
減
少
傾
向

危
険

8
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

○

9
Ba
ti
ll
ar
ia
属
の
若
貝
Ba
ti
ll
ar
ia
 
s
p
.

○

1
0

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

○
○

準
絶
滅
危
惧
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
種

危
険

1
1

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
種
希
少
種

絶
滅
寸
前

1
2

ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 d
ja
dj
ar
ie
ns
is

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
種

危
険

1
3

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

○
○

危
険

1
4

ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

○

1
5

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
準
絶
滅
危
惧
種

危
険

1
6

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

○
準
絶
滅
危
惧
種

1
7

ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

○
○

○

1
8

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

St
en
ot
hy
ra
 s
p.

○

1
9

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 c
la
vi
ge
ra

○

2
0

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

○

2
1

ｶ
ﾉ
ｺ
ｷ
ｾ
ﾜ
ﾀ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

A
g
l
a
j
i
d
a
e

○

2
2

ｾ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｲ
ｱ
ﾜ
ﾓ
ﾁ

Pl
at
ev
in
de
x 
s
p
.

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
種

絶
滅
寸
前

2
3

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
種
危
急
種

危
険

2
4
軟
体
動
物
門
二
枚
貝
綱
ｶ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ

Ba
rb
at
ia
(
Sa
vi
gn
ya
rc
a
)
 v
ir
es
ce
ns

○

2
5

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

○
○

2
6

ｺ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ

Mo
di
ol
us
 m
et
ca
lf
ei

○
危
険

2
7

ﾎ
ﾄ
ﾄ
ｷ
ﾞ
ｽ
ｶ
ﾞ
ｲ

Mu
sc
ul
is
ta
 s
en
ho
us
ia

○

2
8

Cr
as
so
st
re
a
属

Cr
as
so
st
re
a 
s
p
.

○
○

○
○

2
9

ﾃ
ﾘ
ｻ
ﾞ
ｸ
ﾗ

Mo
er
el
la
 i
ri
de
sc
en
s

○
○

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
種

危
険

3
0

ﾆ
ｯ
ｺ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

T
e
l
l
i
n
i
d
a
e

○

3
1

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

○
準
絶
滅
危
惧

危
険

3
2

ﾊ
ﾅ
ｸ
ﾞ
ﾓ
ﾘ

Gl
au
co
no
me
 c
hi
ne
ns
is

○
○

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
準
絶
滅
危
惧
種

危
険

3
3

ｱ
ｻ
ﾘ

Ru
di
ta
pe
s 
ph
il
ip
pi
na
ru
m

○
○

3
4

ﾋ
ﾗ
ﾀ
ﾇ
ﾏ
ｺ
ﾀ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾞ
ｲ

Po
ta
mo
co
rb
ul
a 
la
ev
is

○
○

○

3
5
環
形
動
物
門
多
毛
綱
ｱ
ｹ
ﾉ
ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ

Ge
ne
ty
ll
is
 c
as
ta
ne
a

○

3
6

ﾁ
ﾛ
ﾘ

Gl
yc
er
a 
ch
ir
or
i

○
○

3
7

ﾆ
ｶ
ｲ
ﾁ
ﾛ
ﾘ
科

G
o
n
i
a
d
i
d
a
e

○
○

3
8

C
a
b
i
r
a
属

Ca
bi
ra
 
s
p
.

○
○

3
9

ｸ
ｼ
ｶ
ｷ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Si
ga
mb
ra
 p
hu
ke
te
ns
is

○
○

○
○

○

4
0

ﾋ
ﾄ
ｹ
ﾞ
ｼ
ﾘ
ｽ

Sy
ll
is
 a
mi
ca

○

4
1

ｼ
ﾛ
ﾏ
ﾀ
ﾞ
ﾗ
ｼ
ﾘ
ｽ

Ty
po
sy
ll
is
 a
da
ma
nt
eu
s 
ku
ri
le
ns
is

○

4
2

ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

○
○

○

4
3

ｺ
ｹ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Ce
ra
to
ne
re
is
 e
ry
th
ra
ee
ns
is

○
○

○
○

4
4

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

○
○

○
○

4
5

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｶ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

He
di
st
e 
di
ad
ro
ma

○
○

4
6

ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
科

N
e
r
e
i
d
i
d
a
e

○

学
　
　
名

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等
に
お
け
る
選
定
状
況

№
門

綱
和
　
名
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表
　
底
生
動
物
（
定
量
採
集
）
出
現
種
一
覧
（
H
1
9
年
3
月
）

調
　
　
査
　
　
河
　
　
川

Ａ
川
Ｂ
川
Ｃ
川
Ｄ
川
Ｅ
川
Ｆ
川
Ｇ
川
Ｈ
川
Ｉ
川

環
境
省

佐
賀
県

水
産
庁

W
W
F
　
和
田
ら

学
　
　
名

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等
に
お
け
る
選
定
状
況

№
門

綱
和
　
名

4
7

ﾐ
ﾅ
ﾐ
ｼ
ﾛ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Ne
ph
ty
s 
po
ly
br
an
ch
ia

○

4
8

Ne
ph
ty
s
属

Ne
ph
ty
s
 
s
p
.

○

4
9

ﾔ
ﾁ
ｳ
ﾛ
ｺ
ﾑ
ｼ

Le
pi
do
no
tu
s 
el
on
ga
tu
s

○

5
0

Sp
io
ph
an
es
属

Sp
io
ph
an
es
 
s
p
.

○

5
1

ｹ
ﾝ
ｻ
ｷ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｵ

Ao
ni
de
s 
ox
yc
ep
ha
la

○

5
2

Sc
ol
el
ep
is
属

Sc
ol
el
ep
is
 
s
p
.

○
○

○

5
3

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｵ

Pr
io
no
sp
io
(
Mi
nu
sp
io
)
 
ja
po
ni
ca

○
○

○
○

5
4

Pr
io
no
sp
io
属

Pr
io
no
sp
io
 
s
p
.

○

5
5

Ps
eu
do
po
ly
do
ra
属
Ps
eu
do
po
ly
do
ra
 
s
p
.

○
○

○
○

5
6

ﾓ
ﾛ
ﾃ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Ma
ge
lo
na
 j
ap
on
ic
a

○

5
7

ﾐ
ｽ
ﾞ
ﾋ
ｷ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Ci
rr
if
or
mi
a 
te
nt
ac
ul
at
a

○
○

○
○

○

5
8

Ca
pi
te
ll
a
属

Ca
pi
te
ll
a 
s
p
.

○
○

○

5
9

He
te
ro
ma
st
us
属

He
te
ro
ma
st
us
 
s
p
.

○
○

○
○

○
○

○
○

○

6
0

La
on
om
e
属

La
on
om
e
 
s
p
.

○

6
1
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

○
○

○

6
2

ﾀ
ﾃ
ｼ
ﾞ
ﾏ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
am
ph
it
ri
te

○

6
3

軟
甲
綱
ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｿ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

Gr
an
di
di
er
el
la
 
s
p
.

○

6
4

ﾀ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
ｼ

Co
ro
ph
iu
m 
ki
ta
mo
ri
i

○
○

○
○

6
5

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
ｼ
属

Co
ro
ph
iu
m 
s
p
.

○
○

○

6
6

ﾒ
ﾘ
ﾀ
ﾖ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

Me
li
ta
 
s
p
.

○
○

○

6
7

ﾓ
ｸ
ｽ
ﾞ
ﾖ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

Hy
al
e 
s
p
.

○

6
8

ｽ
ﾅ
ｳ
ﾐ
ﾅ
ﾅ
ﾌ
ｼ
属

Cy
at
hu
ra
 
s
p
.

○
○

○

6
9

ｲ
ｿ
ｺ
ﾂ
ﾌ
ﾞ
ﾑ
ｼ

Gn
or
im
os
ph
ae
ro
ma
 r
ay
i

○

7
0

ﾆ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ｼ
ﾛ
ｸ
ｰ
ﾏ
属

Ni
pp
ol
eu
co
n 
s
p
.

○
○

7
1

ﾏ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾃ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ｳ
ｴ
ﾋ
ﾞ
Al
ph
eu
s 
eu
ph
ro
sy
ne
 r
ic
ha
rd
so
ni

○

7
2

ﾃ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ｳ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

Al
ph
eu
s 
s
p
.

○

7
3

ｼ
ﾗ
ﾀ
ｴ
ﾋ
ﾞ

Ex
op
al
ae
mo
n 
or
ie
nt
is

○

7
4

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ

Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

○
○

○

7
5

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

○

7
6

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

○

7
7

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

○
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
種

絶
滅
寸
前

7
8

ｳ
ﾓ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
is
to
co
el
om
a 
me
rg
ui
en
se

○
希
少

7
9

ｲ
ﾜ
ｶ
ﾞ
ﾆ
科

G
r
a
p
s
i
d
a
e

○

8
0

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 
ar
cu
ta

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
種
希
少
種

危
険

8
1

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

○
準
絶
滅
危
惧
準
絶
滅
危
惧
種

危
険

8
2

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

○
○

○
○

8
3

昆
虫
綱
ﾋ
ﾒ
ｶ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾝ
ﾎ
ﾞ
科
の
幼
虫
L
i
m
o
n
i
i
d
a
e

○
○

○

8
4
棘
皮
動
物
門
ナ
マ
コ
綱
ﾄ
ｹ
ﾞ
ｲ
ｶ
ﾘ
ﾅ
ﾏ
ｺ

Pr
ot
an
ky
ra
 b
id
en
ta
ta

○
危
険

総
出
現
種
数

9
1
9
2
9
1
1
1
0
8
6
3
1
0
1
0

※
環
境
省
：
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
　
貝
類
（
平
成
1
9
年
8
月
）
，
そ
の
他
無
脊
椎
動
物
（
平
成
1
8
年
1
2
月
）

水
産
庁
：
日
本
の
希
少
な
野
生
水
生
生
物
に
関
す
る
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
　
1
9
9
8
年

佐
賀
県
：
佐
賀
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
　
2
0
0
3
年

W
W
F
　
和
田
ら
：
W
W
F
 J
ap
an
 サ
イ
エ
ン
ス
 レ
ポ
ー
ト
 第
3
巻
　
和
田
ら
（
1
9
9
6
）
  
－
日
本
に
お
け
る
干
潟
海
岸
と
そ
こ
に
生
息
す
る
底
生
生
物
の
現
状
－

2
1
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底生動物同定結果表（定量調査・冬季）

[採取日:H19.3.23] (単位:個体,ｇ/㎡)

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 軟体動物門腹足綱 Assimineidae ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 5 0.01

2 Stenothyra sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 11 0.05

3 二枚貝綱 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 5 2.24

4 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 32 10.40

5 環形動物門多毛綱 Heteromastus  sp. Heteromastus属 2,859 17.17

6 節足動物門軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 117 0.43

7 Alpheus euphrosyne richardsoni ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ 11 0.01

8 Macrophthalmus  (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 5 0.21

9 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 5 ＋

    総  　計 3,050 30.52

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

底生動物同定結果表（定量調査・冬季）

[採取日:H19.3.23] (単位:個体,ｇ/㎡)

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 16 0.11

2 軟体動物門腹足綱 Nerita  (Heminerita ) japonica ｱﾏｶﾞｲ 48 33.81

3 二枚貝綱 Xenostrobus atratus ｸﾛｸﾞﾁ 475 38.45

4 Modiolus metcalfei ｺｹｶﾞﾗｽ 5 61.44

5 Crassostrea  sp. Crassostrea属 11 54.93

6 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 5 30.72

7 Potamocorbula laevis ﾋﾗﾀﾇﾏｺﾀﾞｷｶﾞｲ 32 19.25

8 環形動物門多毛綱 Cabira  sp. Cabira属 5 0.11

9 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 128 0.16

10 Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ 59 1.97

11 Perinereis nuntia brevicirris ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ 37 3.79

12 Prionospio  (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 16 0.01

13 Pseudopolydora  sp. Pseudopolydora属 11 0.01

14 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 512 19.95

15 Heteromastus  sp. Heteromastus属 80 0.48

16 節足動物門顎脚綱 Balanus albicostatus ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ 149 23.73

17 軟甲綱 Melita  sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 5 +

18 Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 5 1.01

19 Hemigrapsus takanoi ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ 16 13.55

    総  　計 1,615 303.48

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・冬季）

[採取日:H19.3.23] (単位:個体,ｇ/㎡)

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 5 0.01 16 0.43

2 軟体動物門腹足綱 Patelloida lampanicola ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ 11 1.39

3 Nerita  (Heminerita ) japonica ｱﾏｶﾞｲ 43 49.07

4 Clithon retropicta ｲｼﾏｷｶﾞｲ 37 46.72

5 Batillaria multiformis ｳﾐﾆﾅ 112 93.97

6 Batillaria cumingii ﾎｿｳﾐﾆﾅ 5 4.75 203 157.97

7 Batillaria  sp. Batillaria属の若貝 181 48.16

8 Cerithidea (Cerithidea ) rhizophorarum ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ 16 23.15

9 Littoraria (Palustorina ) articulata ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ 21 1.23

10 Platevindex  sp. ｾﾝﾍﾞｲｱﾜﾓﾁ 5 6.35

11 二枚貝綱 Crassostrea sp. Crassostrea属 43 464.85 21 58.61

12 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 11 2.99 5 1.23

13 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 16 7.73

14 環形動物門多毛綱 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 91 0.11 48 0.11

15 Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ 5 0.01 43 0.16

16 Perinereis nuntia brevicirris ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ 5 0.21 11 0.27

17 Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 16 0.05

18 Scolelepis  sp. Scolelepis属 16 0.11

19 Prionospio (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 16 0.01 80 0.11

20 Pseudopolydora  sp. Pseudopolydora属 11 0.16

21 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 21 4.85 43 13.33

22 Capitella  sp. Capitella属 16 +

23 Heteromastus  sp. Heteromastus属 416 1.65 597 1.81

24 Laonome  sp. Laonome属 11 0.01

25 節足動物門顎脚綱 Balanus albicostatus ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ 5 0.32 53 9.55

26 軟甲綱 Melita  sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 21 0.01

27 Cyathura  sp. ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属 37 0.48 80 0.85

28 Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 37 3.63

29 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 5 16.53

    総    計 783 547.29 1,652 475.65

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底
生
動
物
同
定
結
果
表
（
定
量
調
査
・
冬
季
）

[
採
取
日
:
H
1
9
.
3
.
2
2
]

(
単
位
:
個
体
,
ｇ
/
㎡
)

地
 
 
点

N
o
.
種
 
 
 
 
名

個
体
数
湿
重
量

1
刺
胞
動
物
門
花
虫
綱
A
c
t
i
n
i
a
r
i
a

ｲ
ｿ
ｷ
ﾞ
ﾝ
ﾁ
ｬ
ｸ
目

5
3
.
5
7

2
紐
形
動
物
門

N
E
M
E
R
T
I
N
E
A

紐
形
動
物
門

5
+

3
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
Ba
ti
ll
ar
ia
 
s
p
.

Ba
ti
ll
ar
ia
属
の
若
貝

5
2
.
9
3

4
二
枚
貝
綱
Po
ta
mo
co
rb
ul
a 
la
ev
is

ﾋ
ﾗ
ﾀ
ﾇ
ﾏ
ｺ
ﾀ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾞ
ｲ

2
1
1
3
.
9
2

5
環
形
動
物
門
多
毛
綱
Si
ga
mb
ra
 p
hu
ke
te
ns
is

ｸ
ｼ
ｶ
ｷ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

1
2
8
0
.
1
6

6
Ce
ra
to
ne
re
is
 e
ry
th
ra
ee
ns
is

ｺ
ｹ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

2
1
0
.
7
5

7
Ne
ph
ty
s
 
s
p
.

Ne
ph
ty
s
属

5
0
.
0
1

8
Ci
rr
if
or
mi
a 
te
nt
ac
ul
at
a

ﾐ
ｽ
ﾞ
ﾋ
ｷ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

2
5
1
2
1
.
9
7

9
Ca
pi
te
ll
a
 
s
p
.

Ca
pi
te
ll
a
属

5
+

1
0

He
te
ro
ma
st
us
 
s
p
.

He
te
ro
ma
st
us
属

2
9
3
1
.
3
9

1
1
節
足
動
物
門
軟
甲
綱
Cy
at
hu
ra
 
s
p
.

ｽ
ﾅ
ｳ
ﾐ
ﾅ
ﾅ
ﾌ
ｼ
属

5
0
.
0
5

 
 
 
 
総
 
 
　
計

7
4
4
4
4
.
7
5

 
 
 
 
総
種
類
数

(
注
)
.
＋
表
示
は
0
.
0
1
ｇ
未
満
を
示
す
。

底
生
動
物
同
定
結
果
表
（
定
量
調
査
・
冬
季
）

[
採
取
日
:
H
1
9
.
3
.
2
2
]

(
単
位
:
個
体
,
ｇ
/
㎡
)

地
 
 
点

N
o
.
種
 
 
 
 
名

個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量

1
軟
体
動
物
門
二
枚
貝
綱
T
e
l
l
i
n
i
d
a
e

ﾆ
ｯ
ｺ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

4
0
.
0
4

2
Po
ta
mo
co
rb
ul
a 
la
ev
is

ﾋ
ﾗ
ﾀ
ﾇ
ﾏ
ｺ
ﾀ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾞ
ｲ

4
0
.
0
9

3
環
形
動
物
門
多
毛
綱
Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s
ｲ
ﾄ
ﾒ

7
6
7
.
6
9

4
N
e
r
e
i
d
i
d
a
e

ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
科

2
2
0
.
0
4
9
+

5
Pr
io
no
sp
io
 
(
Mi
nu
sp
io
)
 
ja
po
ni
ca
ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｵ

2
7
0
.
0
4

6
Ps
eu
do
po
ly
do
ra
 
s
p
.

Ps
eu
do
po
ly
do
ra
属

4
0
.
0
4

7
He
te
ro
ma
st
us
 
s
p
.

He
te
ro
ma
st
us
属

8
4
0
.
7
1

9
+

8
節
足
動
物
門
軟
甲
綱
Co
ro
ph
iu
m 
ki
ta
mo
ri
i

ﾀ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
ｼ

4
+
3
6
0
0
.
7
1
1
3
0
.
0
1

9
Ni
pp
ol
eu
co
n
 
s
p
.

ﾆ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ｼ
ﾛ
ｸ
ｰ
ﾏ
属

9
3
0
.
1
3

1
0

Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ

1
3
3
8
.
4
0

 
 
 
 
総
 
 
 
 
計

2
4
2
1
.
0
9
5
0
2
9
.
1
1
9
8
7
.
7
0

 
 
 
 
総
種
類
数

(
注
)
.
＋
表
示
は
0
.
0
1
ｇ
未
満
を
示
す
。

3

E
-
1

E
-
2

E
-
3

D
-
1

1
1 8

3

資3-5



底
生
動
物
同
定
結
果
表
（
定
量
調
査
・
冬
季
）

[
採
取
日
:
H
1
9
.
3
.
2
4
,
2
6
 
]

(
単
位
:
個
体
,
ｇ
/
㎡
)

地
 
 
点

N
o
.
種
 
 
 
 
名

個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量

1
紐
形
動
物
門

N
E
M
E
R
T
I
N
E
A

紐
形
動
物
門

1
1
0
.
2
7
1
1
0
.
4
8

2
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

3
7
4
.
6
9

1
6
3
.
2
0

3
Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

5
1
.
4
9

4
Ne
ri
ta
(
He
mi
ne
ri
ta
)
 j
ap
on
ic
a

ｱ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｲ

1
1
7
4
8
.
9
6
1
1
6
.
1
9
2
1
2
2
.
7
7

5
Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

5
9
4
9
.
0
1
2
2
4
3
6
9
.
0
7
5
3
7
5
.
4
1
5
9
6
2
.
3
5

6
Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

3
2
3
2
.
7
5
3
2
0
2
8
7
.
6
8
1
4
9
1
3
9
.
7
9
8
0
7
2
.
2
1

7
Ba
ti
ll
ar
ia
 
s
p
.

Ba
ti
ll
ar
ia
属
の
若
貝

2
7
5
.
8
7
4
3
9
.
7
6

8
Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 r
hi
zo
ph
or
ar
um

ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

7
5
1
2
8
.
5
3

9
Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

5
1
1
.
5
7

1
0

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 d
ja
dj
ar
ie
ns
is
ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

5
1
2
.
2
1

1
1

Li
tt
or
ar
ia
(
Pa
lu
st
or
in
a
)
 a
rt
ic
ul
at
a

ﾏ
ﾙ
ｳ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

3
2
6
.
1
3

4
3
1
8
.
7
7

1
2

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 b
re
vi
cu
la

ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

2
1
8
.
8
0
6
4
4
2
.
0
8

5
3
.
1
5

1
3

Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

5
0
.
3
7

1
4

As
si
mi
ne
a 
hi
ra
do
en
si
s

ﾋ
ﾗ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

5
0
.
3
2

1
5

A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

4
8
0
.
1
1

1
6

Th
ai
s
(
Re
is
hi
a
)
 c
la
vi
ge
ra

ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾆ
ｼ

5
1
4
.
4
0

1
7

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

1
1
1
1
.
3
6
1
1
5
.
0
7

1
8

Pl
at
ev
in
de
x
 
s
p
.

ｾ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｲ
ｱ
ﾜ
ﾓ
ﾁ

5
5
.
8
1

1
9

El
lo
bi
um
 c
hi
ne
ns
e

ｵ
ｶ
ﾐ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

2
1
2
8
.
4
8

2
0

二
枚
貝
綱
Ba
rb
at
ia
(
Sa
vi
gn
ya
rc
a
)
 v
ir
es
ce
ns

ｶ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ

5
0
.
1
6

2
1

Xe
no
st
ro
bu
s 
at
ra
tu
s

ｸ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾁ

5
5
5
6
8
.
8
5

3
7
1
.
6
5
1
6
3
.
6
3

2
2

Mu
sc
ul
is
ta
 s
en
ho
us
ia

ﾎ
ﾄ
ﾄ
ｷ
ﾞ
ｽ
ｶ
ﾞ
ｲ

5
0
.
2
1

2
3

Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

Cr
as
so
st
re
a
属

5
3
3
4
,
3
8
2
1
1
7
.
8
4
1
3
3
1
,
4
8
7

2
4

Mo
er
el
la
 i
ri
de
sc
en
s

ﾃ
ﾘ
ｻ
ﾞ
ｸ
ﾗ

1
1
2
.
9
9

2
5

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

1
1
7
1
3
9
.
6
8

2
1
5
5
.
7
9
1
6
2
8
.
4
8

2
6

Gl
au
co
no
me
 c
hi
ne
ns
is

ﾊ
ﾅ
ｸ
ﾞ
ﾓ
ﾘ

6
9
2
6
.
3
5
3
7
2
0
.
6
9
1
1
1
.
3
3

2
7

Ru
di
ta
pe
s 
ph
il
ip
pi
na
ru
m

ｱ
ｻ
ﾘ

2
1
1
7
2
.
2
1
2
7
9
8
.
0
3

2
8
環
形
動
物
門
多
毛
綱
Ge
ne
ty
ll
is
 c
as
ta
ne
a

ｱ
ｹ
ﾉ
ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ

2
1
1
.
1
2

2
9

Gl
yc
er
a 
ch
ir
or
i

ﾁ
ﾛ
ﾘ

1
1
5
.
3
9

5
0
.
1
1

3
0

Go
ni
ad
id
ae

ﾆ
ｶ
ｲ
ﾁ
ﾛ
ﾘ
科

1
1
0
.
0
1
1
1
0
.
0
5

3
1

Ca
bi
ra
 
s
p
.

Ca
bi
ra
属

5
0
.
0
5

5
0
.
0
5

3
2

Si
ga
mb
ra
 p
hu
ke
te
ns
is

ｸ
ｼ
ｶ
ｷ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

4
3
0
.
0
5
5
3
0
.
0
5
1
2
3
0
.
3
7

3
3

Sy
ll
is
 a
mi
ca

ﾋ
ﾄ
ｹ
ﾞ
ｼ
ﾘ
ｽ

4
3
0
.
1
1

G
-
3

G
-
4

G
-
1

G
-
2

資3-6



底
生
動
物
同
定
結
果
表
（
定
量
調
査
・
冬
季
）

[
採
取
日
:
H
1
9
.
3
.
2
4
,
2
6
 
]

(
単
位
:
個
体
,
ｇ
/
㎡
)

地
 
 
点

N
o
.
種
 
 
 
 
名

個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量

G
-
3

G
-
4

G
-
1

G
-
2

3
4

Ty
po
sy
ll
is
 a
da
ma
nt
eu
s 
ku
ri
le
ns
is

ｼ
ﾛ
ﾏ
ﾀ
ﾞ
ﾗ
ｼ
ﾘ
ｽ

1
1
0
.
1
6

3
5

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

ｲ
ﾄ
ﾒ

5
0
.
1
1

3
6

Ce
ra
to
ne
re
is
 e
ry
th
ra
ee
ns
is

ｺ
ｹ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

9
1
3
.
0
9
3
2
5
4
.
6
4
1
3
9
2
.
4
5

3
7

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

4
1
1
2
8
.
3
2
3
2
2
.
6
7
2
1
3
.
0
4

5
1
.
3
3

3
8

He
di
st
e 
di
ad
ro
ma

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｶ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

3
2
4
.
6
4

3
9

Le
pi
do
no
tu
s 
el
on
ga
tu
s

ﾔ
ﾁ
ｳ
ﾛ
ｺ
ﾑ
ｼ

5
0
.
6
9

4
0

Sc
ol
el
ep
is
 
s
p
.

Sc
ol
el
ep
is
属

5
+

5
0
.
1
1

4
1

Pr
io
no
sp
io
 
s
p
.

Pr
io
no
sp
io
属

5
+

4
2

Ps
eu
do
po
ly
do
ra
 
s
p
.

Ps
eu
do
po
ly
do
ra
属

6
4
0
.
1
6

5
+

1
6
0
.
1
1

4
3

Ci
rr
if
or
mi
a 
te
nt
ac
ul
at
a

ﾐ
ｽ
ﾞ
ﾋ
ｷ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

1
5
5
2
8
.
1
6

5
0
.
1
6
5
9
6
.
9
3
1
1
4
.
6
9

4
4

Ca
pi
te
ll
a
 
s
p
.

Ca
pi
te
ll
a
属

1
1
+

4
5

He
te
ro
ma
st
us
 
s
p
.

He
te
ro
ma
st
us
属

1
3
3
1
.
0
1
8
0
0
.
4
3
3
7
3
1
.
8
1
6
3
5
1
.
9
2

4
6
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

8
2
1
2
1
3
.
8
1
6
4
9
.
8
1
3
2
6
.
2
4
6
4
2
9
.
4
4

4
7

Ba
la
nu
s 
am
ph
it
ri
te

ﾀ
ﾃ
ｼ
ﾞ
ﾏ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

2
1
4
.
2
1

4
8

軟
甲
綱
Co
ro
ph
iu
m 
ki
ta
mo
ri
i

ﾀ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
ｼ

5
+

2
1
9
0
.
6
4

4
9

Co
ro
ph
iu
m
 
s
p
.

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
ｼ
属

2
7
7
0
.
2
7
3
2
0
.
0
5

5
+

5
0

Me
li
ta
 
s
p
.

ﾒ
ﾘ
ﾀ
ﾖ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

2
7
0
.
0
5

2
2
9
0
.
9
1

5
1

Hy
al
e 
s
p
.

ﾓ
ｸ
ｽ
ﾞ
ﾖ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

1
6
0
.
0
5

5
2

Cy
at
hu
ra
 
s
p
.

ｽ
ﾅ
ｳ
ﾐ
ﾅ
ﾅ
ﾌ
ｼ
属

1
2
8
0
.
5
3

5
3

Gn
or
im
os
ph
ae
ro
ma
 r
ay
i

ｲ
ｿ
ｺ
ﾂ
ﾌ
ﾞ
ﾑ
ｼ

1
6
0
.
1
6

5
4

Al
ph
eu
s
 
s
p
.

ﾃ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ｳ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

5
2
.
0
8

5
5

Ex
op
al
ae
mo
n 
or
ie
nt
is

ｼ
ﾗ
ﾀ
ｴ
ﾋ
ﾞ

5
1
.
1
7

5
6

Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ

1
1
2
.
2
4

5
7

He
mi
gr
ap
su
s 
pe
ni
ci
ll
at
us

ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

1
1
2
.
2
9
2
7
1
1
2
.
6
9

5
8

He
mi
gr
ap
su
s 
si
ne
ns
is

ﾋ
ﾒ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

2
1
3
.
8
4

5
9

Cl
is
to
co
el
om
a 
me
rg
ui
en
se

ｳ
ﾓ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ｲ
ｶ
ﾞ
ﾆ

5
7
.
3
6

6
0

G
r
a
p
s
i
d
a
e

ｲ
ﾜ
ｶ
ﾞ
ﾆ
科

5
0
.
1
1

6
1

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 
ar
cu
ta

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

5
3
4
.
2
4

6
2

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

5
0
.
2
1

1
1
2
1
.
6
0

6
3

昆
虫
綱
L
i
m
o
n
i
i
d
a
e

ﾋ
ﾒ
ｶ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾝ
ﾎ
ﾞ
科
の
幼
虫

4
8
0
.
3
7

 
 
 
 
総
 
 
 
 
計

3
,
6
9
9
#
#
#
#
#
#
#
1
,
4
5
6
8
8
0
.
1
2
1
,
4
0
5
#
#
#
#
#
#
#
1
,
7
8
6
5
5
1
.
9
8

 
 
 
 
総
種
類
数

(
注
)
.
＋
表
示
は
0
.
0
1
ｇ
未
満
を
示
す
。

2
9

2
4

3
4

2
8

資3-7



底
生
動
物
同
定
結
果
表
（
定
量
調
査
・
冬
季
）

[
採
取
日
:
H
1
9
.
3
.
2
2
,
2
3
,
2
6
]

(
単
位
:
個
体
,
ｇ
/
㎡
)

地
 
 
点

N
o
.
種
 
 
 
 
名

個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量
個
体
数
湿
重
量

1
紐
形
動
物
門

N
E
M
E
R
T
I
N
E
A

紐
形
動
物
門

4
0
.
0
9

2
軟
体
動
物
門
二
枚
貝
綱
Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

Cr
as
so
st
re
a
属

1
8
1
5
9
.
4
7

3
環
形
動
物
門
多
毛
綱
Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

4
0
.
3
6

4
He
di
st
e 
di
ad
ro
ma

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｶ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

5
0
.
0
5

5
Sc
ol
el
ep
is
 s
p.
 

Sc
ol
el
ep
is
属

4
0
.
0
1

6
Pr
io
no
sp
io
 
(
Mi
nu
sp
io
)
 j
ap
on
ic
a

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｵ

4
+

7
He
te
ro
ma
st
us
 
s
p
.

He
te
ro
ma
st
us
属
2
8
4
4
.
2
7
4
8
0
2
.
8
9

8
節
足
動
物
門
軟
甲
綱
Co
ro
ph
iu
m
 
s
p
.

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
ｼ
属

5
+

9
Ni
pp
ol
eu
co
n
 
s
p
.

ﾆ
ｯ
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ｼ
ﾛ
ｸ
ｰ
ﾏ
属

9
3
0
.
0
9

1
0

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
 
(
Ma
re
ot
is
)
 
ja
po
ni
cu
s
ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

3
1
9
3
.
5
1

 
 
 
 
総
 
 
 
 
計

3
3
7
2
5
7
.
6
1
5
8
5
3
.
0
8
1
0
0
.
0
5

 
 
 
 
総
種
類
数

(
注
)
.
＋
表
示
は
0
.
0
1
ｇ
未
満
を
示
す
。

底
生
動
物
同
定
結
果
表
（
定
量
調
査
・
冬
季
）

[
採
取
日
:
H
1
9
.
3
.
2
3
]

(
単
位
:
個
体
,
ｇ
/
㎡
)

地
 
 
点

N
o
.
種
 
 
 
 
名

個
体
数
湿
重
量

1
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
A
g
l
a
j
i
d
a
e

ｶ
ﾉ
ｺ
ｷ
ｾ
ﾜ
ﾀ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

5
0
.
1
1

2
環
形
動
物
門
多
毛
綱
Gl
yc
er
a 
ch
ir
or
i

ﾁ
ﾛ
ﾘ

5
0
.
2
1

3
G
o
n
i
a
d
i
d
a
e

ﾆ
ｶ
ｲ
ﾁ
ﾛ
ﾘ
科

2
1
0
.
0
5

4
Si
ga
mb
ra
 p
hu
ke
te
ns
is

ｸ
ｼ
ｶ
ｷ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

5
+

5
Ao
ni
de
s 
ox
yc
ep
ha
la

ｹ
ﾝ
ｻ
ｷ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｵ

5
0
.
0
1

6
Ma
ge
lo
na
 j
ap
on
ic
a

ﾓ
ﾛ
ﾃ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

1
1
0
.
1
1

7
Ci
rr
if
or
mi
a 
te
nt
ac
ul
at
a

ﾐ
ｽ
ﾞ
ﾋ
ｷ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

5
0
.
6
9

8
He
te
ro
ma
st
us
 
s
p
.

He
te
ro
ma
st
us
属
1
1
2
1
.
2
8

9
節
足
動
物
門
軟
甲
綱
Gr
an
di
di
er
el
la
 
s
p
.

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｿ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

5
+

1
0
棘
皮
動
物
門
ナ
マ
コ
綱
Pr
ot
an
ky
ra
 b
id
en
ta
ta

ﾄ
ｹ
ﾞ
ｲ
ｶ
ﾘ
ﾅ
ﾏ
ｺ

5
3
8
.
6
1

 
 
 
 
総
 
 
 
 
計

1
7
9
4
1
.
0
7

 
 
 
 
総
種
類
数

(
注
)
.
＋
表
示
は
0
.
0
1
ｇ
未
満
を
示
す
。

5
2

H
-
2

H
-
3

I
-
1

1
0

H
-
1

4
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表
　
底
生
動
物
（
定
量
採
集
）
出
現
種
一
覧
（
H
1
9
年
6
月
）

調
　
　
査
　
　
河
　
　
川

Ａ
川
Ｂ
川
Ｃ
川
Ｄ
川
Ｅ
川
Ｆ
川
Ｇ
川
Ｈ
川
Ｉ
川

環
境
省

佐
賀
県

水
産
庁

W
W
F
　
和
田
ら

1
扁
形
動
物
門
渦
虫
綱
渦
虫
綱

T
U
R
B
E
L
L
A
R
I
A

○
○

○

2
紐
形
動
物
門

紐
形
動
物
門

N
E
M
E
R
T
I
N
E
A

○
○

○
○

○
○

○

3
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
ﾂ
ﾎ
ﾞ
ﾐ
ｶ
ﾞ
ｲ

Pa
te
ll
oi
da
 l
am
pa
ni
co
la

○
○

準
絶
滅
危
惧

4
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 m
ul
ti
fo
rm
is

○
○

準
絶
滅
危
惧
準
絶
滅
危
惧

減
少
傾
向

危
険

5
ﾎ
ｿ
ｳ
ﾐ
ﾆ
ﾅ

Ba
ti
ll
ar
ia
 c
um
in
gi
i

○
○

6
Ba
ti
ll
ar
ia
属
の
若
貝
Ba
ti
ll
ar
ia
 
s
p
.

○
○

7
ﾌ
ﾄ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 
rh
iz
op
ho
ra
ru
m

○
準
絶
滅
危
惧
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

8
ｸ
ﾛ
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
ea
)
 l
ar
gi
ll
ie
rt
i

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

希
少
種

絶
滅
寸
前

9
ﾍ
ﾅ
ﾀ
ﾘ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 c
in
gu
la
ta

○
準
絶
滅
危
惧
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

1
0

ｶ
ﾜ
ｱ
ｲ

Ce
ri
th
id
ea
(
Ce
ri
th
id
eo
ps
il
la
)
 
dj
ad
ja
ri
en
si
s

○
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

1
1

ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾋ
ﾞ

Li
tt
or
in
a
(
Li
tt
or
in
a
)
 
br
ev
ic
ul
a

○

1
2

ﾜ
ｶ
ｳ
ﾗ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Ps
eu
do
no
ba
)
 s
ak
ag
uc
hi
i

○
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

1
3

ｶ
ﾜ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ir
av
ad
ia
(
Fl
uv
io
ci
ng
ul
a
)
 
el
eg
an
tu
la

○
○

○
○

○
○

準
絶
滅
危
惧

危
険

1
4

ｱ
ｽ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ

Ps
eu
do
mp
ha
la
 l
at
er
ic
ea
 m
iy
az
ak
ii

○
○

絶
滅
危
惧
I
I
類
準
絶
滅
危
惧

危
険

1
5

ｶ
ﾜ
ｻ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

A
s
s
i
m
i
n
e
i
d
a
e

○

1
6

ﾄ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ﾏ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

St
en
ot
hy
ra
 
s
p
.

○
○

○
準
絶
滅
危
惧

希
少

1
7

ﾌ
ﾄ
ｺ
ﾛ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

C
o
l
u
m
b
e
l
l
i
d
a
e

○

1
8

ｶ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Na
ss
ar
iu
s
(
Ze
ux
is
)
 s
in
ar
us

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

1
9

ｱ
ﾗ
ﾑ
ｼ
ﾛ

Re
ti
cu
na
ss
a 
fe
st
iv
a

○
○

2
0

ﾖ
ｺ
ｲ
ﾄ
ｶ
ｹ
ｷ
ﾞ
ﾘ

Ci
ng
ul
in
a 
ci
ng
ul
at
a

○
危
険

2
1

ｳ
ﾐ
ﾏ
ｲ
ﾏ
ｲ

Sa
li
na
to
r 
ta
ki
i

○
○

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

2
2

二
枚
貝
綱
ｻ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ｳ
ｶ
ﾞ
ｲ

Sc
ap
ha
rc
a 
ka
go
sh
im
en
si
s

○
○

2
3

ﾊ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｲ

Te
gi
ll
ar
ca
 g
ra
no
sa

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

希
少
種

絶
滅
寸
前

2
4

ｻ
ｻ
ｹ
ﾞ
ﾐ
ﾐ
ｴ
ｶ
ﾞ
ｲ

Es
te
ll
ar
ca
 o
li
va
ce
a

○
○

○
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
寸
前

2
5

Cr
as
so
st
re
a
属

Cr
as
so
st
re
a
 
s
p
.

○

2
6

ｸ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ｲ

Co
ec
el
la
 c
hi
ne
ns
is

○
準
絶
滅
危
惧

2
7

ﾃ
ﾘ
ｻ
ﾞ
ｸ
ﾗ

Mo
er
el
la
 i
ri
de
sc
en
s

○
○

○
○

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

危
険

2
8

ｼ
ｽ
ﾞ
ｸ
ｶ
ﾞ
ｲ

Th
eo
ra
 f
ra
gi
li
s

○
○

2
9

ｳ
ﾈ
ﾅ
ｼ
ﾄ
ﾏ
ﾔ
ｶ
ﾞ
ｲ

Tr
ap
ez
iu
m 
li
ra
tu
m

○
準
絶
滅
危
惧

危
険

3
0

ﾊ
ﾅ
ｸ
ﾞ
ﾓ
ﾘ

Gl
au
co
no
me
 c
hi
ne
ns
is

○
○

○
○

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
準
絶
滅
危
惧

危
険

3
1

ｱ
ｻ
ﾘ

Ru
di
ta
pe
s 
ph
il
ip
pi
na
ru
m

○
○

3
2

ﾋ
ﾗ
ﾀ
ﾇ
ﾏ
ｺ
ﾀ
ﾞ
ｷ
ｶ
ﾞ
ｲ

Po
ta
mo
co
rb
ul
a 
la
ev
is

○
○

3
3

ｿ
ﾄ
ｵ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ｲ

La
te
rn
ul
a
(
Ex
ol
at
er
nu
la
)
 m
ar
il
in
a

○
危
険

3
4

ｵ
ｷ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｲ
科

L
a
t
e
r
n
u
l
i
d
a
e

○
○

3
5
環
形
動
物
門
多
毛
綱
ｻ
ｼ
ﾊ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
科

P
h
y
l
l
o
d
o
c
i
d
a
e

○
○

○
○

○
○

3
6

ｲ
ｿ
ﾁ
ﾛ
ﾘ

Gl
yc
er
a 
de
ci
pi
en
s

○
○

3
7

ﾆ
ｶ
ｲ
ﾁ
ﾛ
ﾘ
科

G
o
n
i
a
d
i
d
a
e

○
○

○

3
8

ｸ
ｼ
ｶ
ｷ
ﾞ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Si
ga
mb
ra
 p
hu
ke
te
ns
is

○
○

○
○

○

3
9

ｲ
ﾄ
ﾒ

Ty
lo
rr
hy
nc
hu
s 
he
te
ro
ch
ae
tu
s

○
○

○
○

4
0

ｺ
ｹ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Ce
ra
to
ne
re
is
 e
ry
th
ra
ee
ns
is

○
○

○

4
1

ｽ
ﾅ
ｲ
ｿ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Pe
ri
ne
re
is
 n
un
ti
a 
br
ev
ic
ir
ri
s

○
○

○
○

4
2

ｳ
ﾁ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Ne
ct
on
ea
nt
he
s 
ox
yp
od
a

○

4
3

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

He
di
st
e 
ja
po
ni
ca

○
○

○
○

○

4
4

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｶ
ﾜ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

He
di
st
e 
di
ad
ro
ma

○
○

学
　
　
名

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等
に
お
け
る
選
定
状
況

№
門

綱
和
　
名
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表
　
底
生
動
物
（
定
量
採
集
）
出
現
種
一
覧
（
H
1
9
年
6
月
）

調
　
　
査
　
　
河
　
　
川

Ａ
川
Ｂ
川
Ｃ
川
Ｄ
川
Ｅ
川
Ｆ
川
Ｇ
川
Ｈ
川
Ｉ
川

環
境
省

佐
賀
県

水
産
庁

W
W
F
　
和
田
ら

学
　
　
名

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
等
に
お
け
る
選
定
状
況

№
門

綱
和
　
名

4
5

ﾐ
ﾅ
ﾐ
ｼ
ﾛ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Ne
ph
ty
s 
po
ly
br
an
ch
ia

○

4
6

ﾀ
ﾝ
ｻ
ﾞ
ｸ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ
科

C
h
r
y
s
o
p
e
t
a
l
i
d
a
e

○

4
7

Sc
ol
el
ep
is
属

Sc
ol
el
ep
is
 
s
p
.

○
○

4
8

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｵ

Pr
io
no
sp
io
(
Mi
nu
sp
io
)
 j
ap
on
ic
a

○
○

○

4
9

ｲ
ﾄ
ｴ
ﾗ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｵ

Pr
io
no
sp
io
(
Mi
nu
sp
io
)
 p
ul
ch
ra

○
○

5
0

Pr
io
no
sp
io
属

Pr
io
no
sp
io
 
s
p
.

○

5
1

Ps
eu
do
po
ly
do
ra
属
Ps
eu
do
po
ly
do
ra
 
s
p
.

○
○

○

5
2

ﾐ
ｽ
ﾞ
ﾋ
ｷ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

Ci
rr
if
or
mi
a 
te
nt
ac
ul
at
a

○
○

○
○

5
3

ﾀ
ﾞ
ﾙ
ﾏ
ｺ
ﾞ
ｶ
ｲ

St
er
na
sp
is
 s
cu
ta
ta

○

5
4

Ca
pi
te
ll
a
属

Ca
pi
te
ll
a
 
s
p
.

○
○

○

5
5

He
te
ro
ma
st
us
属
He
te
ro
ma
st
us
 
s
p
.

○
○

○
○

○
○

○
○

○

5
6

ｳ
ﾐ
ｲ
ｻ
ｺ
ﾞ
ﾑ
ｼ

La
gi
s 
bo
ck
i

○

5
7

貧
毛
綱
ｵ
ﾖ
ｷ
ﾞ
ﾐ
ﾐ
ｽ
ﾞ
科

L
u
m
b
r
i
c
u
l
i
d
a
e

○

5
8
節
足
動
物
門
顎
脚
綱
ｼ
ﾛ
ｽ
ｼ
ﾞ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾂ
ﾎ
ﾞ

Ba
la
nu
s 
al
bi
co
st
at
us

○

5
9

軟
甲
綱
ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｿ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

Gr
an
di
di
er
el
la
 
s
p
.

○
○

6
0

ﾀ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
ｼ

Co
ro
ph
iu
m 
ki
ta
mo
ri
i

○
○

○
○

○
○

○

6
1

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
ｼ
属

Co
ro
ph
iu
m
 
s
p
.

○
○

○
○

6
2

ﾒ
ﾘ
ﾀ
ﾖ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

Me
li
ta
 
s
p
.

○
○

6
3

ｸ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｺ
ｴ
ﾋ
ﾞ
属

Mo
no
cu
lo
de
s
 
s
p
.

○

6
4

ｽ
ﾅ
ｳ
ﾐ
ﾅ
ﾅ
ﾌ
ｼ
属

Cy
at
hu
ra
 
s
p
.

○
○

6
5

ｲ
ｿ
ｺ
ﾂ
ﾌ
ﾞ
ﾑ
ｼ

Gn
or
im
os
ph
ae
ro
ma
 r
ay
i

○
○

○

6
6

ｻ
ｻ
ﾞ
ﾅ
ﾐ
ｸ
ｰ
ﾏ
属

Di
mo
rp
ho
st
yl
is
 
s
p
.

○

6
7

ﾕ
ﾋ
ﾞ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾝ
ﾔ
ﾄ
ﾞ
ｶ
ﾘ

Pa
gu
ru
s 
du
bi
us

○
○

○

6
8

ﾀ
ｶ
ﾉ
ｹ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｿ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
mi
gr
ap
su
s 
ta
ka
no
i

○
○

○

6
9

ｸ
ｼ
ﾃ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Pa
ra
se
sa
rm
a 
pl
ic
at
um

○
希
少

7
0

ﾋ
ﾒ
ｱ
ｼ
ﾊ
ﾗ
ｶ
ﾞ
ﾆ

He
li
ce
 j
ap
on
ic
a

○

7
1

ｲ
ﾜ
ｶ
ﾞ
ﾆ
科

G
r
a
p
s
i
d
a
e

○

7
2

ｼ
ｵ
ﾏ
ﾈ
ｷ

Uc
a
(
De
lt
uc
a
)
 a
rc
ut
a

○
○

○
絶
滅
危
惧
I
I
類
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

希
少
種

危
険

7
3

ﾊ
ﾗ
ｸ
ﾞ
ｸ
ﾚ
ﾁ
ｺ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Il
yo
pl
ax
 d
es
ch
am
ps
i

○
○

○
準
絶
滅
危
惧
準
絶
滅
危
惧

危
険

7
4

ﾔ
ﾏ
ﾄ
ｵ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ma
cr
op
ht
ha
lm
us
(
Ma
re
ot
is
)
 j
ap
on
ic
us

○
○

○
○

○
○

7
5

ﾑ
ﾂ
ﾊ
ﾞ
ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Ca
mp
ta
nd
ri
um
 s
ex
de
nt
at
um

○
絶
滅
寸
前

7
6

ｱ
ﾘ
ｱ
ｹ
ｶ
ﾞ
ﾆ

Cl
ei
st
os
to
ma
 d
il
at
at
um

○
○

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

危
険

7
7

昆
虫
綱
ﾋ
ﾒ
ｶ
ﾞ
ｶ
ﾞ
ﾝ
ﾎ
ﾞ
科
の
幼
虫
L
i
m
o
n
i
i
d
a
e

○
○

○
○

○

7
8
棘
皮
動
物
門
ナ
マ
コ
綱
ﾄ
ｹ
ﾞ
ｲ
ｶ
ﾘ
ﾅ
ﾏ
ｺ

Pr
ot
an
ky
ra
 b
id
en
ta
ta

○
危
険

総
出
現
種
数

1
9
1
2
3
5
1
7
1
3
1
9
5
3
1
3
1
4

※
環
境
省
：
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
　
貝
類
（
平
成
1
9
年
8
月
）
，
そ
の
他
無
脊
椎
動
物
（
平
成
1
8
年
1
2
月
）

水
産
庁
：
日
本
の
希
少
な
野
生
水
生
生
物
に
関
す
る
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
　
1
9
9
8
年

佐
賀
県
：
佐
賀
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
　
2
0
0
3
年

W
W
F
　
和
田
ら
：
W
W
F
 J
ap
an
 サ
イ
エ
ン
ス
 レ
ポ
ー
ト
 第
3
巻
　
和
田
ら
（
1
9
9
6
）
  
－
日
本
に
お
け
る
干
潟
海
岸
と
そ
こ
に
生
息
す
る
底
生
生
物
の
現
状
－

2
4
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底生動物同定結果表（定量調査・春季）

[調査日:H19.6.14] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 扁形動物門 渦虫綱 TURBELLARIA 渦虫綱 20 0.04

2 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 59 0.46

3 軟体動物門 腹足綱 Littorina (Littorina ) brevicula ﾀﾏｷﾋﾞ 2 0.09

4 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 43 0.37

5 Assimineidae ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 12 0.12

6 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 11 0.01

7 二枚貝綱 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 2 0.05

8 Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 4 0.16

9 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 5 0.07

10 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 2 0.01

11 Potamocorbula laevis ﾋﾗﾀﾇﾏｺﾀﾞｷｶﾞｲ 4 1.83

12 Laternula (Exolaternula ) marilina ｿﾄｵﾘｶﾞｲ 4 0.20

13 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 20 0.01

14 Perinereis nuntia brevicirris ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ 2 0.07

15 Prionospio (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 2 +

16 Heteromastus sp. Heteromastus属 320 1.67

17 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 188 0.16

18 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 5 2.35

19 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 2 +

    総  　計 707 7.67

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

底生動物同定結果表（定量調査・春季）

[調査日:H19.6.15] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 12 0.02

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 5 0.05

3 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 7 +

4 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 4 +

5 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 2 +

6 Perinereis nuntia brevicirris ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ 87 2.74

7 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 4 0.28

8 Pseudopolydora  sp. Pseudopolydora属 4 +

9 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 4 0.01

10 Capitella  sp. Capitella属 7 0.04

11 Heteromastus  sp. Heteromastus属 25 0.32

12 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 14 0.01

    総  　計 175 3.47

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・春季）

[調査日:H19.6.13] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 2 + 34 0.09

2 軟体動物門 腹足綱 Patelloida lampanicola ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ 7 0.55

3 Batillaria multiformis ｳﾐﾆﾅ 9 12.44 34 29.80

4 Batillaria cumingii ﾎｿｳﾐﾆﾅ 4 2.33 36 17.87

5 Batillaria  sp. Batillaria属の若貝 5 0.14 11 4.82

6 Cerithidea (Cerithidea ) rhizophorarum ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ 27 48.87

7 Cerithidea (Cerithideopsilla ) cingulata ﾍﾅﾀﾘ 5 7.56

8 Cerithidea (Cerithideopsilla ) djadjariensis ｶﾜｱｲ 4 6.28

9 Iravadia (Pseudonoba ) sakaguchii ﾜｶｳﾗﾂﾎﾞ 5 0.07

10 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 41 0.21

11 Cingulina cingulata ﾖｺｲﾄｶｹｷﾞﾘ 4 0.12

12 二枚貝綱 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 2 0.05

13 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 73 0.64

14 Laternulidae ｵｷﾅｶﾞｲ科 9 0.12

15 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 11 + 9 +

16 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 28 0.09 5 0.02

17 Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ 14 0.12

18 Perinereis nuntia brevicirris ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ 2 +

19 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 7 0.07

20 Hediste diadroma ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ 4 0.09

21 Scolelepis  sp. Scolelepis属 2 0.01 2 0.05

22 Prionospio (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 2 + 4 +

23 Prionospio (Minuspio ) pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 2 +

24 Pseudopolydora  sp. Pseudopolydora属 5 + 2 +

25 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 165 4.28 9 0.04

26 Capitella  sp. Capitella属 2 +

27 Heteromastus  sp. Heteromastus属 228 0.84 137 0.52

28 節足動物門 軟甲綱 Melita  sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 7 +

29 Cyathura  sp. ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属 21 0.02

30 Gnorimosphaeroma rayi ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ 5 0.05

31 Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 7 1.48

32 Parasesarma plicatum ｸｼﾃｶﾞﾆ 2 4.57

33 Uca (Deltuca ) arcuta ｼｵﾏﾈｷ 2 2.35

34 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 4 1.67

35 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 4 +

    総    計 494 35.81 510 112.42

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・春季）

[調査日:H19.6.15] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 25 0.05

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 59 0.59

3 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 85 0.37

4 二枚貝綱 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 2 0.05

5 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 2 0.02

6 Potamocorbula laevis ﾋﾗﾀﾇﾏｺﾀﾞｷｶﾞｲ 14 11.20

7 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 2 +

8 Glycera decipiens ｲｿﾁﾛﾘ 2 0.96

9 Goniadidae ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 9 0.21

10 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 11 0.01

11 Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ 2 0.11

12 Nectoneanthes oxypoda ｳﾁﾜｺﾞｶｲ 2 0.18

13 Heteromastus  sp. Heteromastus属 9 0.12

14 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 300 0.30

15 Gnorimosphaeroma rayi ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ 2 +

16 Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 2 1.21

17 Hemigrapsus takanoi ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ 2 0.48

    総  　計 530 15.86

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

底生動物同定結果表（定量調査・春季）

[調査日:H19.6.12,15] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 扁形動物門 渦虫綱 TURBELLARIA 渦虫綱 2 +

2 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 9 0.01 9 0.05

3 軟体動物門 腹足綱 Pseudomphala latericea miyazakii ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ 23 0.64

4 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 7 +

5 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 7 0.02 286 1.78 460 2.44

6 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 7 0.12

7 Heteromastus  sp. Heteromastus属 89 0.25

8 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 220 0.23 302 0.30

9 Uca (Deltuca ) arcuta ｼｵﾏﾈｷ 2 29.65

10 Ilyoplax deschampsi ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ 114 19.52 4 0.27

11 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 5 24.96

12 Cleistostoma dilatatum ｱﾘｱｹｶﾞﾆ 2 0.94

13 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 2 + 4 +

    総    計 368 56.70 718 21.77 468 2.71

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・春季）

[調査日:H19.6.12 ] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 23 0.02

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 971 3.18

3 Pseudomphala latericea miyazakii ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ 11 0.20

4 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 165 1.46

5 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 2 0.14

6 二枚貝綱 Estellarca olivacea ｻｻｹﾞﾐﾐｴｶﾞｲ 7 7.06

7 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 2 0.16

8 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 66 1.71

9 環形動物門 多毛綱 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 11 0.21

10 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 14 1.07

11 Heteromastus sp. Heteromastus属 146 0.50 7 0.04

12 貧毛綱 Lumbriculidae ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 18 +

13 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 12 0.01 80 0.16 137 0.14

14 Corophium  sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 2 + 4 +

15 Uca (Deltuca ) arcuta ｼｵﾏﾈｷ 4 40.91

16 Ilyoplax deschampsi ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ 176 28.59

17 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 12 5.30

18 Cleistostoma dilatatum ｱﾘｱｹｶﾞﾆ 2 1.26

19 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 5 + 2 +

    総  　計 1,420 13.55 113 49.63 346 28.94

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・春季）

[調査日:H19.6.11] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 軟体動物門 腹足綱 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 12 0.59

2 二枚貝綱 Scapharca kagoshimensis ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ 57 448.04

3 Estellarca olivacea ｻｻｹﾞﾐﾐｴｶﾞｲ 2 2.19

4 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 2 0.07

5 環形動物門 多毛綱 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 434 3.24

6 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 20 0.53

7 Scolelepis  sp. Scolelepis属 2 0.02

8 Heteromastus  sp. Heteromastus属 66 1.08 4 0.04

9 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 32 0.02 2 +

10 Corophium  sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 9 + 9 +

11 Hemigrapsus takanoi ﾀｶﾉｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ 2 6.58

12 Ilyoplax deschampsi ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ 2 0.50

13 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 5 2.13 4 1.12

    総    計 109 6.61 108 455.80 447 3.74

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

底生動物同定結果表（定量調査・春季）

[調査日:H19.6.14] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 軟体動物門 腹足綱 Columbellidae ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ科 4 0.02

2 Nassarius (Zeuxis ) sinarus ｶﾗﾑｼﾛ 4 1.33

3 Reticunassa festiva ｱﾗﾑｼﾛ 2 0.27

4 二枚貝綱 Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 5 0.05

5 環形動物門 多毛綱 Goniadidae ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 9 0.04

6 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 4 +

7 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 7 0.32

8 Sternaspis scutata ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 12 0.23

9 Heteromastus  sp. Heteromastus属 14 0.11

10 節足動物門 軟甲綱 Grandidierella  sp. ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属 2 +

11 Corophium  sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 9 +

12 Gnorimosphaeroma rayi ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ 2 0.02

13 Camptandrium sexdentatum ﾑﾂﾊﾞｱﾘｱｹｶﾞﾆ 2 0.16

14 棘皮動物門 ナマコ綱 Protankyra bidentata ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 2 14.17

    総  　計 78 16.72

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・夏季）

[調査日:H19.9.11] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 扁形動物門 渦虫綱 TURBELLARIA 渦虫綱 18 0.02

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 7 0.05

3 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 7 0.04

4 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 34 0.23

5 二枚貝綱 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 4 1.72

6 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 2 0.12

7 Laternula boschasina ｺｵｷﾅｶﾞｲ 2 0.36

8 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 2 +

9 Goniadidae ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 2 +

10 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 2 +

11 Prionospio (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 30 0.02

12 Heteromastus  sp. Heteromastus属 942 6.60

13 節足動物門 軟甲綱 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 2 4.50

14 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 2 +

    総  　計 1,056 13.66

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

底生動物同定結果表（定量調査・夏季）

[調査日:H19.9.14] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 144 0.44

2 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 18 0.12

3 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 4 0.01

4 環形動物門 多毛綱 Prionospio (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 2 +

5 Capitella  sp. Capitella属 2 +

6 Heteromastus  sp. Heteromastus属 7 0.05

    総  　計 177 0.62

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・夏季）

[調査日:H19.9.13] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 扁形動物門渦虫綱 TURBELLARIA 渦虫綱 4 +

2 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 2 0.02 16 0.05

3 軟体動物門腹足綱 Patelloida lampanicola ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ 2 0.09

4 Clithon retropicta ｲｼﾏｷｶﾞｲ 2 3.25 2 0.04

5 Batillaria multiformis ｳﾐﾆﾅ 18 17.53 62 69.65

6 Batillaria cumingii ﾎｿｳﾐﾆﾅ 5 3.08 41 27.59

7 Batillaria  sp. Batillaria属の若貝 2 0.21 5 0.89

8 Cerithidea (Cerithidea ) rhizophorarum ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ 14 25.33

9 Cerithidea (Cerithidea ) largillierti ｸﾛﾍﾅﾀﾘ 2 3.18

10 Cerithidea (Cerithideopsilla ) cingulata ﾍﾅﾀﾘ 21 30.51 5 6.15

11 Littoraria (Palustorina ) articulata ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ 2 0.34

12 Iravadia (Pseudonoba ) sakaguchii ﾜｶｳﾗﾂﾎﾞ 2 0.04

13 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 2 0.01

14 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 16 0.11

15 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 9 0.14

16 二枚貝綱 Tegillarca granosa ﾊｲｶﾞｲ 2 13.17

17 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 12 6.19

18 Trapezium liratum ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ 2 6.06

19 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 4 0.41 162 29.80

20 Laternula boschasina ｺｵｷﾅｶﾞｲ 2 0.07

21 環形動物門多毛綱 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 46 0.05

22 Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ 7 + 43 0.07

23 Perinereis nuntia brevicirris ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ 2 0.04

24 Hediste diadroma ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ 2 0.05

25 Marphysa sanguinea ｲﾜﾑｼ 2 0.11

26 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 235 6.47 75 1.26

27 Heteromastus  sp. Heteromastus属 377 2.03 208 0.53

28 節足動物門軟甲綱 Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 20 7.40 9 1.48

29 Ilyoplax deschampsi ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ 2 0.20

30 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 4 10.99

31 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 7 +

    総    計 792 107.87 665 166.72

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・夏季）

[調査日:H19.9.11] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 110 0.09

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 3,143 19.13

3 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 172 0.76

4 二枚貝綱 Potamocorbula laevis ﾋﾗﾀﾇﾏｺﾀﾞｷｶﾞｲ 11 3.40

5 環形動物門 多毛綱 Goniadidae ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 23 0.04

6 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 53 0.07

7 Nectoneanthes oxypoda ｳﾁﾜｺﾞｶｲ 12 0.76

8 Prionospio (Prionospio ) membranacea ｴﾘﾀﾃｽﾋﾟｵ 14 0.02

9 Heteromastus  sp. Heteromastus属 23 0.25

10 節足動物門 軟甲綱 Cyathura  sp. ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属 2 0.02

    総  　計 3,563 24.54

    総種類数

底生動物同定結果表（定量調査・夏季）

[調査日:H19.9.10,12] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 2 0.02 7 0.04

2 軟体動物門 腹足綱 Pseudomphala latericea miyazakii ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ 20 1.00

3 環形動物門 多毛綱 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 7 0.02 66 1.32 57 0.27

4 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 4 0.55

5 Heteromastus  sp. Heteromastus属 117 0.27

6 Parheteromastus  sp. Parheteromastus属 2 0.02

7 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 11 0.04

8 Corophium  sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 53 0.11 21 0.04

9 Ilyoplax deschampsi ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ 162 16.20 9 0.66

10 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 5 50.01

11 Cleistostoma dilatatum ｱﾘｱｹｶﾞﾆ 2 2.22

12 Deiratonotus cristatus ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ 2 1.39

13 Ocypodidae ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ 580 0.39 116 0.07

14 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 7 0.02 5 0.01

    総    計 224 53.71 847 18.57 184 2.39

    総種類数
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底生動物同定結果表（定量調査・夏季）

[調査日:H19.9.10] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 14 0.04

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 9 0.04

3 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 73 0.46

4 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 12 0.43 2 0.02

5 二枚貝綱 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 59 9.96

6 環形動物門 多毛綱 Glycera  sp. Glycera属 2 +

7 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 14 0.28

8 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 64 3.66

9 Heteromastus  sp. Heteromastus属 1,029 7.25 78 0.66

10 貧毛綱 Lumbriculidae ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 162 0.02

11 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 2 + 5 +

12 Uca (Deltuca ) arcuta ｼｵﾏﾈｷ 4 2.52

13 Ilyoplax deschampsi ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ 283 29.48

14 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 4 5.19 5 10.67

15 Cleistostoma dilatatum ｱﾘｱｹｶﾞﾆ 4 0.69

16 Ocypodidae ｽﾅｶﾞﾆ科の稚ガニ 1,026 0.69

17 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 21 0.11

    総  　計 1,268 27.03 98 14.56 1,506 30.58

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底
生
動
物
同
定
結
果
表
（
定
量
調
査
・
夏
季
）

[
調
査
日
:
H
1
9
.
9
.
1
1
,
1
3
]

（
単
位
:
個
体
,
ｇ
/
㎡
）

地
 
 
点
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o
.
種
 
 
 
 
名
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数
湿
重
量
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湿
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量
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湿
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湿
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.
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ﾐ
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ﾋ
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ﾞ
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ｲ
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.
0
2
5
0
1
.
1
6

3
6

Ca
pi
te
ll
a
 
s
p
.

Ca
pi
te
ll
a
属

4
+
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.
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ﾑ
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ﾛ
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ﾞ
ﾂ
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ﾞ
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ﾞ
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ﾀ
ﾞ
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.
0
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＋
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を
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す
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底生動物同定結果表（定量調査・夏季）

[調査日:H19.9.12,14] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 扁形動物門 渦虫綱 TURBELLARIA 渦虫綱 7 + 7 +

2 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 11 0.11 5 + 4 +

3 軟体動物門 腹足綱 Littoraria (Palustorina ) articulata ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ 9 1.05

4 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 5 0.02

5 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 2 0.01 9 0.05

6 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 297 5.24 43 0.71

7 二枚貝綱 Estellarca olivacea ｻｻｹﾞﾐﾐｴｶﾞｲ 2 2.63

8 Crassostrea  sp. Crassostrea属 2 21.00

9 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 14 6.10

10 Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 2 0.02

11 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 7 1.19

12 環形動物門 多毛綱 Cabira sp. Cabira属 2 0.02

13 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 7 0.20

14 Nectoneanthes oxypoda ｳﾁﾜｺﾞｶｲ 4 0.52 2 0.18

15 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 11 1.64

16 Capitella  sp. Capitella属 14 +

17 Heteromastus  sp. Heteromastus属 1,934 13.67 62 0.52

18 貧毛綱 Tubificidae ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 20 + 112 0.02

19 節足動物門 顎脚綱 Balanus kondakovi ﾄﾞﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ 11 1.44

20 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 2 + 2 +

21 Corophium  sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 9 + 11 + 18 0.01

22 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 5 41.10

23 Camptandrium sexdentatum ﾑﾂﾊﾞｱﾘｱｹｶﾞﾆ 2 0.71

24 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 2 +

    総    計 2,315 32.91 198 65.02 143 0.23

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

H-1

16 14 5

H-2 H-3
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底生動物同定結果表（定量調査・夏季）

[調査日:H19.9.11] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 軟体動物門 腹足綱 Reticunassa festiva ｱﾗﾑｼﾛ 12 6.36

2 二枚貝綱 Crassostrea  sp. Crassostrea属 4 0.07

3 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 7 3.02

4 環形動物門 多毛綱 Glycera decipiens ｲｿﾁﾛﾘ 2 +

5 Glycera sp. Glycera属 2 +

6 Goniadidae ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 11 +

7 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 18 0.02

8 Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ 4 0.05

9 Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 2 +

10 Aonides oxycephala ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ 2 +

11 Prionospio (Minuspio ) pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 2 +

12 Chaetopteridae ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 2 0.02

13 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 2 0.25

14 Sternaspis scutata ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 2 0.09

15 Heteromastus  sp. Heteromastus属 71 0.69

16 Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ 4 0.11

17 Loimia verrucosa ﾁﾝﾁﾛﾌｻｺﾞｶｲ 4 0.53

18 棘皮動物門 ナマコ綱 Protankyra bidentata ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 2 10.20

    総  　計 153 21.41

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

I-1

18
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）
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Ｈ
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集
）
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底生動物同定結果表（定量調査・秋季）

[調査日:H19.11.6] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 69 0.25

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 7 0.02

3 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 5 0.01

4 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 4 0.02

5 二枚貝綱 Crassostrea  sp. Crassostrea属 7 16.32

6 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 16 1.92

7 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 5 +

8 Goniadidae ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 2 +

9 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 12 0.02

10 Nectoneanthes oxypoda ｳﾁﾜｺﾞｶｲ 2 0.36

11 Prionospio (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 12 0.02

12 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 5 0.91

13 Heteromastus  sp. Heteromastus属 391 1.55

14 節足動物門 軟甲綱 Melita  sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 2 +

15 Cyathura sp. ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属 2 +

16 Leuconidae ｼﾛｸｰﾏ科 2 +

17 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 18 12.73

18 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 2 +

    総  　計 563 34.13

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

底生動物同定結果表（定量調査・秋季）

[調査日:H19.11.6] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 5 +

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 69 0.36

3 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 9 0.05

4 Reticunassa festiva ｱﾗﾑｼﾛ 4 1.81

5 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 2 0.01

6 二枚貝綱 Crassostrea  sp. Crassostrea属 4 3.47

7 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 4 1.40

8 Potamocorbula laevis ﾋﾗﾀﾇﾏｺﾀﾞｷｶﾞｲ 2 0.16

9 環形動物門 多毛綱 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 9 +

10 Harmothoe  sp. Harmothoe属 4 0.01

11 Prionospio (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 5 +

12 Capitella  sp. Capitella属 2 +

13 Heteromastus  sp. Heteromastus属 16 0.25

14 節足動物門 軟甲綱 Melita  sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 2 +

15 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 39 15.52

16 Camptandrium sexdentatum ﾑﾂﾊﾞｱﾘｱｹｶﾞﾆ 2 0.37

    総  　計 178 23.41

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・秋季）

[調査日:H19.11.5] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 7 0.02

2 軟体動物門腹足綱 Patelloida pygmaea ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ 2 0.14

3 Patelloida lampanicola ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ 4 0.25

4 Clithon retropicta ｲｼﾏｷｶﾞｲ 2 1.65

5 Batillaria multiformis ｳﾐﾆﾅ 11 12.07 50 52.11

6 Batillaria cumingii ﾎｿｳﾐﾆﾅ 20 11.96 28 18.15

7 Batillaria  sp. Batillaria属の若貝 7 1.55

8 Cerithidea (Cerithidea ) rhizophorarum ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ 34 67.09

9 Cerithidea (Cerithidea ) largillierti ｸﾛﾍﾅﾀﾘ 2 2.63

10 Cerithidea (Cerithideopsilla ) cingulata ﾍﾅﾀﾘ 9 11.38

11 Cerithidea (Cerithideopsilla ) djadjariensis ｶﾜｱｲ 2 2.90

12 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 7 0.02

13 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 25 0.18

14 二枚貝綱Crassostrea  sp. Crassostrea属 2 18.92

15 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 18 5.94

16 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 5 0.78 20 4.71

17 環形動物門多毛綱 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 62 0.14

18 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 2 0.04

19 Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ 14 0.09 41 0.23

20 Perinereis nuntia brevicirris ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ 2 0.02

21 Nectoneanthes oxypoda ｳﾁﾜｺﾞｶｲ 2 0.27

22 Hediste diadroma ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ 2 0.27

23 Prionospio (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 9 +

24 Prionospio (Prionospio ) membranacea ｴﾘﾀﾃｽﾋﾟｵ 4 0.01

25 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 245 3.50 27 2.13

26 Capitella  sp. Capitella属 2 +

27 Heteromastus sp. Heteromastus属 142 0.32 69 0.16

28 節足動物門顎脚綱 Balanus albicostatus ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ 2 0.27

29 軟甲綱 Corophium  sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 18 0.01

30 Cyathura  sp. ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ属 2 +

31 Gnorimosphaeroma rayi ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ 2 +

32 Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 16 2.68 5 1.01

33 Hemigrapsus penicillatus ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ 2 0.94

34 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 7 0.96 2 0.11

    総    計 604 54.93 330 170.68

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・秋季）

[調査日:H19.11.6] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 114 0.09

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 780 6.03

3 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 126 0.64

4 環形動物門 多毛綱 Goniadidae ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 23 0.04

5 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 103 0.16

6 Nectoneanthes oxypoda ｳﾁﾜｺﾞｶｲ 5 1.12

7 Prionospio (Minuspio ) pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 4 +

8 Prionospio (Prionospio ) membranacea ｴﾘﾀﾃｽﾋﾟｵ 5 0.04

9 Heteromastus  sp. Heteromastus属 18 0.12

10 節足動物門 軟甲綱 Camptandrium sexdentatum ﾑﾂﾊﾞｱﾘｱｹｶﾞﾆ 4 0.09

    総  　計 1,182 8.33

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

底生動物同定結果表（定量調査・秋季）

[調査日:H19.11.7,8] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 12 0.20

2 軟体動物門 腹足綱 Pseudomphala latericea miyazakii ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ 28 0.64 9 0.09

3 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 5 +

4 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 2 0.02 21 1.64 4 0.44

5 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 2 0.52 7 1.32

6 Heteromastus  sp. Heteromastus属 185 0.46

7 Parheteromastus  sp. Parheteromastus属 2 +

8 貧毛綱 Tubificidae ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 36 0.01 2 +

9 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 108 0.28

10 Corophium  sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 491 0.32 11 +

11 Uca (Deltuca ) arcuta ｼｵﾏﾈｷ 2 0.12

12 Ilyoplax deschampsi ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ 284 14.17 108 2.81

13 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 4 8.34

14 Deiratonotus cristatus ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ 2 0.21

15 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 14 0.04

    総    計 891 10.95 336 17.43 112 3.25

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。
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底生動物同定結果表（定量調査・秋季）

[調査日:H19.11.7,8] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 23 0.18 2 +

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia (Fluviocingula ) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 20 0.07 2 0.02

3 Pseudomphala latericea miyazakii ｱｽﾞｷｶﾜｻﾞﾝｼｮｳ 7 0.27

4 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 36 0.25

5 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 2 0.02

6 二枚貝綱 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 14 2.70

7 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 9 0.01

8 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 4 +

9 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 27 7.56 5 0.57

10 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 16 1.69

11 Capitella  sp. Capitella属 2 +

12 Heteromastus  sp. Heteromastus属 386 1.24 80 0.34

13 貧毛綱 Tubificidae ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 473 0.20 3,300 1.65

14 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 46 0.05 2 +

15 Corophium  sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 36 0.02 2 + 11 +

16 Exopalaemon orientis ｼﾗﾀｴﾋﾞ 18 1.40

17 Uca (Deltuca ) arcuta ｼｵﾏﾈｷ 2 0.39 2 20.87

18 Ilyoplax deschampsi ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ 2,942 46.65

19 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 18 2.19 4 15.47

20 Camptandrium sexdentatum ﾑﾂﾊﾞｱﾘｱｹｶﾞﾆ 2 0.02

21 Cleistostoma dilatatum ｱﾘｱｹｶﾞﾆ 2 0.21

    総  　計 1,132 17.99 103 37.18 6,260 48.87

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

17 9 5

F-1 F-2 F-3

資3-33



底
生
動
物
同
定
結
果
表
（
定
量
調
査
・
秋
季
）

[
調
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日
:
H
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9
.
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.
5
,
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]

（
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位
:
個
体
,
ｇ
/
㎡
）

地
 
 
点

N
o
.
種
 
 
 
 
名

個
体
数
湿
重
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湿
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湿
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+
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.
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ﾐ
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ﾞ
ｲ

2
0
.
0
1

4
軟
体
動
物
門
腹
足
綱
Pa
te
ll
oi
da
 p
yg
ma
ea

ｼ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｶ
ﾞ
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ﾞ
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ﾐ
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 c
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ﾐ
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ﾏ
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ﾋ
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ﾜ
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ﾗ
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ﾋ
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ﾞ
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ｲ
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底生動物同定結果表（定量調査・秋季）

[調査日:H19.11.6,7] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 紐形動物門 NEMERTINEA 紐形動物門 91 0.28 12 0.23

2 軟体動物門 腹足綱 Iravadia(Fluviocingula) elegantula ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ 16 0.05 21 0.14

3 Stenothyra  sp. ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 30 0.21 2 0.02

4 Salinator takii ｳﾐﾏｲﾏｲ 11 0.05

5 二枚貝綱 Estellarca olivacea ｻｻｹﾞﾐﾐｴｶﾞｲ 2 3.00 2 2.92

6 Crassostrea  sp. Crassostrea属 4 34.20

7 Moerella iridescens ﾃﾘｻﾞｸﾗ 4 0.85 2 0.59

8 Glauconome chinensis ﾊﾅｸﾞﾓﾘ 5 1.55

9 Potamocorbula laevis ﾋﾗﾀﾇﾏｺﾀﾞｷｶﾞｲ 2 0.60

10 環形動物門 多毛綱 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 28 0.02

11 Glycera  sp. Glycera属 2 0.05

12 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 2 +

13 Tylorrhynchus heterochaetus ｲﾄﾒ 11 0.94

14 Hediste japonica ｱﾘｱｹｶﾜｺﾞｶｲ 28 3.98

15 Harmothoe  sp. Harmothoe属 2 +

16 Prionospio (Minuspio ) japonica ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 4 +

17 Capitella  sp. Capitella属 9 0.02

18 Heteromastus sp. Heteromastus属 910 5.71 23 0.21

19 貧毛綱 Tubificidae ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 5 +

20 節足動物門 軟甲綱 Corophium kitamorii ﾀｲｶﾞｰﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 2 +

21 Corophium sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 9 + 352 0.20

22 Ilyoplax deschampsi ﾊﾗｸﾞｸﾚﾁｺﾞｶﾞﾆ 37 3.54

23 Macrophthalmus (Mareotis ) japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 2 13.00 12 1.97

24 Deiratonotus cristatus ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ 2 3.24

25 昆虫綱 Limoniidae ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の幼虫 162 0.57

    総    計 1,140 28.70 104 44.19 562 5.25

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

H-1

14 15 4

H-2 H-3
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底生動物同定結果表（定量調査・秋季）

[調査日:H19.11.9] （単位:個体,ｇ/㎡）

地  点

No. 種    名 個体数 湿重量

1 軟体動物門 腹足綱 Mitrella (Indomitrella) martensi ﾏﾙﾃﾝｽﾏﾂﾑｼ 11 1.76

2 Reticunassa festiva ｱﾗﾑｼﾛ 37 21.72

3 二枚貝綱 Modiolus metcalfei ｺｹｶﾞﾗｽ 4 7.38

4 Crassostrea sp. Crassostrea属 2 0.80

5 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 69 50.06

6 環形動物門 多毛綱 Goniadidae ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 7 0.02

7 Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 2 +

8 Sphaerosyllis hirsuta ﾄｶﾞﾘﾀﾏｼﾘｽ 2 +

9 Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ 9 0.02

10 Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 2 +

11 Aonides oxycephala ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ 9 0.02

12 Prionospio  sp. Prionospio属 7 0.04

13 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 5 0.07

14 Heteromastus  sp. Heteromastus属 12 0.14

15 節足動物門 軟甲綱 Melita  sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 11 +

16 Sphaeroma sieboldii ﾅﾅﾂﾊﾞｺﾂﾌﾞﾑｼ 2 0.07

17 Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 7 0.73

    総  　計 198 82.83

    総種類数

(注).＋表示は0.01ｇ未満を示す。

I-1
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④底生藻類確認種一覧 
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1
中
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ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻
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p
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e
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e

渦
鞭
毛
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ﾉ
ﾃ
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ｨ
ﾆ
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ﾑ
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i
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i
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e
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0
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ﾆ
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ﾑ
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i
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i
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l
e
s

黄
金
色
藻

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
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ｶ
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ﾁ
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ﾗ
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0
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0
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0
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ﾗ
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c
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ｽ
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ﾀ
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ﾆ
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s
p
.

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

9
6
0

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

4
,
8
0
0
7
,
6
8
0
5
,
7
6
0

8
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

8
0

8
0

8
0

8
0

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

5
,
7
6
0
8
,
6
4
0
1
9
,
2
0
0
1
0
,
5
6
0
1
3
,
4
4
0
3
7
,
4
4
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

8
0

9
6
0
9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

9
6
0
5
,
7
6
0

1
6
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

3
,
8
4
0

9
6
0

8
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

微
小
鞭
毛
藻
-

-
M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

9
6
0

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
3
0
,
0
0
0
3
4
,
6
4
0
4
1
,
6
8
0
2
3
,
9
2
0
2
2
,
5
6
0
5
2
,
4
0
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

1
0

8
1
0

8
1
0

9

資4-1



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
春
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

C
-
1
上
C
-
1
中
C
-
1
下
C
-
2
上
C
-
2
中
C
-
2
下
D
-
1
上
D
-
1
中
D
-
1
下

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

9
6
0

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

9
6
0
1
,
9
2
0
1
,
9
2
0

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

黄
金
色
藻

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

Di
st
ep
ha
nu
s 
sp
ec
ul
um

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Au
la
co
se
ir
a 
gr
an
ul
at
a

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

1
,
9
2
0
2
,
8
8
0
3
2
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

1
6
0

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

1
,
9
2
0
3
,
8
4
0
5
,
7
6
0
1
,
9
2
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

9
6
0
3
,
8
4
0
2
,
8
8
0

1
,
9
2
0

8
0
1
6
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

9
6
0
2
,
8
8
0
1
,
9
2
0

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

8
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

8
0

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
af
fi
ne

Ch
ae
to
ce
ro
s 
da
ni
cu
m

8
0

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

9
6
0

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

8
0

8
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

8
0
4
8
0

9
6
0
1
,
9
2
0
5
,
7
6
0

8
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0

9
6
0
3
,
8
4
0
1
1
,
5
2
0
3
,
8
4
0
4
,
8
0
0
3
,
8
4
0
2
,
8
8
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

9
6
0

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

8
0
3
2
0
6
,
7
2
0

1
,
9
2
0
1
6
0
8
0
1
6
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

8
0

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

6
,
7
2
0
3
,
8
4
0
5
,
7
6
0
9
,
6
0
0
1
3
,
4
4
0
3
3
,
9
2
0
2
0
,
4
8
0
1
0
,
5
6
0
1
3
,
4
4
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

8
0

9
6
0

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

1
6
0

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

8
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

1
,
9
2
0
9
6
0
4
,
8
0
0
2
,
8
8
0
4
,
8
0
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

2
,
8
8
0
1
,
9
2
0
8
0

8
0

微
小
鞭
毛
藻
-

-
M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

9
6
0

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
1
0
,
0
8
0
1
3
,
3
6
0
1
9
,
3
6
0
2
0
,
2
4
0
3
0
,
8
0
0
5
3
,
2
8
0
3
8
,
8
8
0
3
0
,
2
4
0
2
0
,
8
0
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

8
7

8
6

6
8

1
1

1
4

7

資4-2



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
春
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

E
-
1
上
E
-
1
中
E
-
1
下
E
-
2
上
E
-
2
中
E
-
2
下
E
-
3
上
E
-
3
中
E
-
3
下

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

9
6
0

9
6
0

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

9
6
0

9
6
0

9
6
0

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

8
0

黄
金
色
藻

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

Di
st
ep
ha
nu
s 
sp
ec
ul
um

8
0

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Au
la
co
se
ir
a 
gr
an
ul
at
a

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

3
2
0

3
2
0

3
,
8
4
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

4
8
0

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

2
,
8
8
0
1
,
9
2
0
2
4
0
4
,
8
0
0
1
,
9
2
0
1
,
9
2
0
2
,
8
8
0
2
,
8
8
0
1
,
9
2
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

9
6
0
9
6
0
9
6
0
1
6
0
1
,
9
2
0

9
6
0
1
,
9
2
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

8
0

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
af
fi
ne

Ch
ae
to
ce
ro
s 
da
ni
cu
m

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

9
6
0

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

2
4
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0
5
,
7
6
0
1
,
9
2
0
9
6
0
3
,
8
4
0
5
,
7
6
0
1
,
9
2
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

9
6
0

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

7
,
6
8
0
9
6
0
4
,
8
0
0
1
,
9
2
0

8
0
2
,
8
8
0

8
0
4
0
0
3
2
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

8
0

8
0

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

6
,
7
2
0
3
,
8
4
0
1
0
,
5
6
0
4
,
8
0
0
1
7
,
2
8
0
8
,
6
4
0
3
,
8
4
0
1
4
,
4
0
0
1
7
,
2
8
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

8
0

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

1
6
0

1
6
0

1
,
4
4
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

9
6
0

9
6
0

8
0

微
小
鞭
毛
藻
-

-
M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

9
6
0

2
4
0

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
2
1
,
4
4
0
1
6
,
4
8
0
1
9
,
0
4
0
1
5
,
5
2
0
2
6
,
1
6
0
2
4
,
2
4
0
9
,
9
2
0
2
2
,
0
8
0
2
2
,
1
6
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

7
1
0

8
8

8
8

6
8

6

資4-3



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
春
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

F
-
1
上
F
-
1
中
F
-
1
下
F
-
2
上
F
-
2
中
F
-
2
下
F
-
3
上
F
-
3
中
F
-
3
下

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

1
,
9
2
0

9
6
0

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

黄
金
色
藻

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

Di
st
ep
ha
nu
s 
sp
ec
ul
um

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Au
la
co
se
ir
a 
gr
an
ul
at
a

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

4
8
0

4
0
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

3
2
0

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

3
,
8
4
0

3
,
8
4
0

3
,
8
4
0
1
,
9
2
0
4
,
8
0
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

1
,
9
2
0
1
6
0

1
,
9
2
0
1
,
9
2
0
9
6
0
9
6
0
9
6
0
9
6
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

1
,
9
2
0
9
6
0

3
,
8
4
0
9
6
0

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

8
0

8
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

8
0

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
af
fi
ne

Ch
ae
to
ce
ro
s 
da
ni
cu
m

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

4
8
0

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

8
0

8
0

9
6
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

6
,
7
2
0
5
,
7
6
0
4
,
8
0
0
3
,
8
4
0
4
,
8
0
0
9
6
0
1
,
9
2
0
1
,
9
2
0
9
6
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

9
6
0

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

9
6
0

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

9
6
0

9
6
0
9
6
0

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

3
,
8
4
0

9
6
0
8
0
1
,
9
2
0
5
,
7
6
0

2
4
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

2
4
0
1
6
0

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

9
,
6
0
0
3
0
,
7
2
0
2
5
,
9
2
0
1
0
,
5
6
0
5
,
7
6
0
1
6
,
3
2
0
5
,
7
6
0
6
,
7
2
0
7
,
6
8
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

8
0

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

8
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

1
6
0

1
,
9
2
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

2
,
8
8
0
2
,
8
8
0

8
0

微
小
鞭
毛
藻
-

-
M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

9
6
0

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
2
6
,
9
6
0
4
5
,
3
6
0
3
6
,
8
0
0
1
7
,
8
4
0
2
0
,
0
0
0
3
0
,
9
6
0
1
3
,
5
2
0
1
3
,
7
6
0
1
6
,
0
8
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

8
8

9
6

9
9

6
7

8

資4-4



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
春
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

G
-
1
上
G
-
1
中
G
-
1
下
G
-
2
上
G
-
2
中
G
-
2
下
G
-
3
上
G
-
3
中
G
-
3
下

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

黄
金
色
藻

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

Di
st
ep
ha
nu
s 
sp
ec
ul
um

8
0

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Au
la
co
se
ir
a 
gr
an
ul
at
a

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

8
0

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

8
0
1
6
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

2
,
8
8
0
2
,
8
8
0

1
,
9
2
0

1
,
9
2
0
3
,
8
4
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

2
,
8
8
0
1
,
9
2
0

8
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

9
6
0

1
,
9
2
0
9
6
0

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

8
0

8
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
af
fi
ne

Ch
ae
to
ce
ro
s 
da
ni
cu
m

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

2
4
0

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

9
6
0

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

9
6
0

8
0
1
,
9
2
0

9
6
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

3
,
8
4
0
1
,
9
2
0

9
6
0
1
,
9
2
0
2
4
0
1
,
9
2
0
3
,
8
4
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

3
,
8
4
0
3
,
8
4
0
7
,
6
8
0
9
6
0
2
,
8
8
0
2
,
8
8
0

1
,
9
2
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

8
0

8
0
1
,
9
2
0

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

8
0

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

8
0
1
6
0
9
6
0

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

1
6
0
4
0
0
1
6
0

9
6
0

1
,
9
2
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

1
1
,
5
2
0
7
,
6
8
0
1
3
,
4
4
0
3
,
8
4
0
2
6
,
8
8
0
8
,
6
4
0
6
,
7
2
0
7
,
6
8
0
1
9
,
2
0
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

9
6
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

9
6
0
1
,
9
2
0

1
0
,
5
6
0
1
1
,
5
2
0

8
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

8
0
8
0

微
小
鞭
毛
藻
-

-
M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

9
6
0
8
0

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
2
0
,
4
8
0
1
9
,
6
0
0
2
5
,
3
6
0
7
,
7
6
0
4
5
,
5
2
0
3
1
,
8
4
0
8
,
9
6
0
1
5
,
6
8
0
3
2
,
0
0
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

8
6

8
5

9
9

5
1
0

9

資4-5



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
春
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

G
-
4
上
G
-
4
中
G
-
4
下

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

黄
金
色
藻

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

Di
st
ep
ha
nu
s 
sp
ec
ul
um

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Au
la
co
se
ir
a 
gr
an
ul
at
a

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

3
,
8
4
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

9
6
0

1
,
9
2
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

9
6
0

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
af
fi
ne

Ch
ae
to
ce
ro
s 
da
ni
cu
m

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

9
6
0

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

3
,
8
4
0
9
6
0
3
,
8
4
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

2
,
8
8
0
5
,
7
6
0
3
,
8
4
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

9
6
0
7
,
6
8
0
6
,
7
2
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

4
0
0

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

2
0
,
1
6
0
1
6
,
3
2
0
2
9
,
7
6
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

8
0

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

1
6
0

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

8
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

9
6
0
1
6
0
2
,
8
8
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

1
6
0

微
小
鞭
毛
藻
-

-
M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
3
0
,
9
6
0
3
1
,
2
8
0
5
4
,
9
6
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

9
6

1
1

資4-6



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
春
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

H
-
1
上
H
-
1
中
H
-
1
下
H
-
2
上
H
-
2
中
H
-
2
下
H
-
3
上
H
-
3
中
H
-
3
下

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

9
6
0

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

9
6
0

9
6
0

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

9
6
0

黄
金
色
藻

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

Di
st
ep
ha
nu
s 
sp
ec
ul
um

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Au
la
co
se
ir
a 
gr
an
ul
at
a

9
6
0

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

1
6
0

2
4
0
3
,
8
4
0
2
,
8
8
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

8
0

1
,
9
2
0

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

4
,
8
0
0

3
,
8
4
0
1
,
9
2
0
1
,
9
2
0

2
,
8
8
0
4
,
8
0
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

1
6
0
1
,
9
2
0
3
,
8
4
0
1
,
9
2
0
2
,
8
8
0
2
,
8
8
0
1
,
9
2
0
4
0
0
1
,
9
2
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

9
6
0
9
6
0

9
6
0

9
6
0
9
6
0

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

8
0

1
6
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

8
0

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
af
fi
ne

4
8
0

Ch
ae
to
ce
ro
s 
da
ni
cu
m

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

3
,
8
4
0

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

1
6
0

1
6
0

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

3
2
0

9
6
0

8
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

5
,
7
6
0
1
,
9
2
0
4
,
8
0
0
3
,
8
4
0
5
,
7
6
0
9
6
0
3
,
8
4
0
6
,
7
2
0
3
,
8
4
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

8
0
9
6
0

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

9
6
0

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

1
,
9
2
0

8
0
5
,
7
6
0
8
0
9
6
0
5
,
7
6
0
8
,
6
4
0
5
,
7
6
0
1
1
,
5
2
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

8
0

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

1
5
,
3
6
0
1
0
,
5
6
0
7
,
6
8
0
1
0
,
5
6
0
1
0
,
5
6
0
5
,
7
6
0
8
,
6
4
0
2
0
,
1
6
0
1
2
,
4
8
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

3
,
8
4
0

9
6
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

2
4
0

1
6
0

8
0

8
0

微
小
鞭
毛
藻
-

-
M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
2
4
,
7
2
0
2
1
,
3
6
0
2
7
,
0
4
0
2
2
,
8
8
0
2
8
,
8
8
0
2
3
,
2
8
0
2
4
,
2
4
0
3
9
,
2
0
0
4
1
,
4
4
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

7
8

7
9

9
1
1

8
1
1

1
0

資4-7



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
春
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

I
-
1
上
I
-
1
中
I
-
1
下

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

黄
金
色
藻

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｸ
ﾁ
ｵ
ｶ

Di
st
ep
ha
nu
s 
sp
ec
ul
um

8
0

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Au
la
co
se
ir
a 
gr
an
ul
at
a

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

2
,
8
8
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

3
,
8
4
0
1
5
,
3
6
0
7
,
6
8
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

3
2
0
9
6
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

2
4
0

2
4
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
af
fi
ne

Ch
ae
to
ce
ro
s 
da
ni
cu
m

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

9
6
0
2
,
8
8
0
2
,
8
8
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

2
4
0
9
6
0

8
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

9
,
6
0
0
1
7
,
2
8
0
1
2
,
4
8
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

1
6
0

8
0

8
0

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

3
2
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

8
0

微
小
鞭
毛
藻
-

-
M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

9
6
0

9
6
0

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
2
0
,
2
4
0
3
7
,
8
4
0
2
4
,
4
8
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

1
1

7
8

資4-8



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
秋
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

A
-
1
上
A
-
1
中
A
-
1
下
B
-
1
上
B
-
1
中
B
-
1
下

藍
藻

ﾕ
ﾚ
ﾓ

ﾕ
ﾚ
ﾓ

O
s
c
i
l
l
a
t
o
r
i
a
c
e
a
e

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

4
0
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

4
8
0
4
8
0

1
1
,
5
2
0
3
,
8
4
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

4
0

2
,
8
8
0
1
,
9
2
0

8
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

8
0
1
6
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

ﾋ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ｩ
ﾙ
ﾌ
ｨ
ｱ

Tr
ic
er
at
iu
m 
fa
vu
s

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Di
at
om
a 
s
p
.

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Sy
ne
dr
a 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

4
8
0

1
6
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

9
,
6
0
0
7
,
6
8
0
1
1
,
5
2
0
1
3
,
4
4
0
1
0
,
5
6
0
1
3
,
4
4
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

Go
mp
ho
ne
ma
 p
ar
vu
lu
m

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

4
0

4
0
1
,
9
2
0
6
,
7
2
0
2
,
8
8
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

Ni
tz
sc
hi
a 
si
gm
a

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

9
,
1
2
0
3
,
3
6
0
1
,
9
2
0
4
,
8
0
0
5
,
7
6
0
2
,
8
8
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

4
8
0

1
,
9
2
0
1
,
9
2
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

9
6
0

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

8
0

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

9
6
0
9
6
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

4
8
0
2
,
8
8
0
3
,
8
4
0
3
,
8
4
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

9
6
0

ﾕ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾅ
藻

-
-

E
u
g
l
e
n
o
p
h
y
c
e
a
e

微
小
鞭
毛
藻

M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

4
8
0

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
1
9
,
7
6
0
1
1
,
5
2
0
1
4
,
9
2
0
2
7
,
8
4
0
4
5
,
6
8
0
2
8
,
2
4
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

6
3

6
6

1
3

9

資4-9



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
秋
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

C
-
1
上
C
-
1
中
C
-
1
下
C
-
2
上
C
-
2
中
C
-
2
下
D
-
1
上
D
-
1
中
D
-
1
下

藍
藻

ﾕ
ﾚ
ﾓ

ﾕ
ﾚ
ﾓ

O
s
c
i
l
l
a
t
o
r
i
a
c
e
a
e

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

9
6
0

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

7
,
6
8
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

4
,
8
0
0
1
,
9
2
0
1
,
9
2
0

1
1
,
5
2
0
7
,
6
8
0
1
7
,
2
8
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

1
6
0
9
6
0

9
6
0
2
4
0
9
6
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

1
6
0

8
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

8
0

9
6
0

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

ﾋ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ｩ
ﾙ
ﾌ
ｨ
ｱ

Tr
ic
er
at
iu
m 
fa
vu
s

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Di
at
om
a 
s
p
.

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Sy
ne
dr
a 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

9
6
0

9
6
0

8
0

9
6
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

1
,
9
2
0

1
6
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0
9
6
0
1
,
9
2
0

8
,
6
4
0
1
0
,
5
6
0
1
8
,
2
4
0
2
5
,
9
2
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

9
6
0

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

8
0
1
6
0

Go
mp
ho
ne
ma
 p
ar
vu
lu
m

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

1
,
9
2
0
1
,
9
2
0

1
6
0

8
0
1
,
9
2
0
1
0
,
5
6
0
1
1
,
5
2
0
5
,
7
6
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

Ni
tz
sc
hi
a 
si
gm
a

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

4
,
8
0
0
6
,
7
2
0
2
,
8
8
0
1
,
9
2
0
1
,
9
2
0
9
,
6
0
0
5
,
7
6
0
1
0
,
5
6
0
3
,
8
4
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

9
6
0

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

1
6
0

9
6
0

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

8
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

9
6
0

8
0

8
0

1
,
9
2
0
2
,
8
8
0
9
6
0
3
,
8
4
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

8
0

8
0

9
6
0

1
,
9
2
0

ﾕ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾅ
藻

-
-

E
u
g
l
e
n
o
p
h
y
c
e
a
e

微
小
鞭
毛
藻

M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
1
6
,
4
8
0
1
3
,
7
6
0
7
,
9
2
0
2
,
2
4
0
4
,
0
8
0
2
3
,
1
2
0
4
3
,
5
2
0
5
2
,
0
8
0
6
8
,
2
4
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

9
8

6
4

5
6

9
9

1
0

資4-10



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
秋
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

E
-
1
上
E
-
1
中
E
-
1
下
E
-
2
上
E
-
2
中
E
-
2
下
E
-
3
上
E
-
3
中
E
-
3
下

藍
藻

ﾕ
ﾚ
ﾓ

ﾕ
ﾚ
ﾓ

O
s
c
i
l
l
a
t
o
r
i
a
c
e
a
e

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

9
6
0
9
6
0
2
,
8
8
0

9
6
0
9
6
0

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

1
,
9
2
0
9
6
0
9
6
0

9
6
0
9
6
0

9
6
0

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

1
,
9
2
0

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

2
,
8
8
0
2
,
8
8
0

3
,
8
4
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

1
6
0

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

1
3
,
4
4
0
4
,
8
0
0

8
,
6
4
0
1
3
,
4
4
0
9
,
6
0
0
1
,
4
4
0
6
,
7
2
0
1
,
2
8
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

9
6
0
1
6
0
3
,
8
4
0

1
6
0

1
,
9
2
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

1
,
2
8
0

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

8
0

8
0

8
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

8
0

6
4
0

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

1
,
9
2
0

ﾋ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ｩ
ﾙ
ﾌ
ｨ
ｱ

Tr
ic
er
at
iu
m 
fa
vu
s

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Di
at
om
a 
s
p
.

8
0

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

4
0
0

8
,
9
6
0

Sy
ne
dr
a 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

9
6
0

8
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

9
6
0
8
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

4
,
8
0
0
4
,
8
0
0
1
,
9
2
0
9
6
0
1
,
9
2
0
3
,
8
4
0
2
,
8
8
0
3
,
8
4
0
1
,
9
2
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

9
6
0

6
4
0

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

9
6
0

Go
mp
ho
ne
ma
 p
ar
vu
lu
m

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

9
6
0
1
,
9
2
0

8
0

8
0
1
,
6
0
0
9
6
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

8
0

Ni
tz
sc
hi
a 
si
gm
a

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

2
,
8
8
0
3
,
8
4
0
1
,
9
2
0
1
,
9
2
0
2
,
8
8
0
1
,
9
2
0
3
,
8
4
0
2
,
8
8
0
3
,
8
4
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

9
6
0

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

8
0

9
6
0

1
6
0

6
4
0

ﾕ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾅ
藻

-
-

E
u
g
l
e
n
o
p
h
y
c
e
a
e

微
小
鞭
毛
藻

M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
3
0
,
8
8
0
2
0
,
9
6
0
1
3
,
6
0
0
1
3
,
6
0
0
2
2
,
2
4
0
2
2
,
3
2
0
1
1
,
8
4
0
1
8
,
3
2
0
1
9
,
2
0
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

1
2

1
1

9
7

8
9

6
8

8

資4-11



表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
秋
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

F
-
1
上
F
-
1
中
F
-
1
下
F
-
2
上
F
-
2
中
F
-
2
下
F
-
3
上
F
-
3
中
F
-
3
下

藍
藻

ﾕ
ﾚ
ﾓ

ﾕ
ﾚ
ﾓ

O
s
c
i
l
l
a
t
o
r
i
a
c
e
a
e

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

9
6
0

9
6
0

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

9
6
0

1
,
4
4
0

9
6
0

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

4
8
0

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

2
,
8
8
0
4
,
8
0
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

1
,
9
2
0

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

3
,
8
4
0

3
,
8
4
0
4
,
8
0
0
2
,
4
0
0
8
,
6
4
0
9
,
6
0
0
4
,
8
0
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

8
0
9
6
0
9
6
0
9
6
0
4
8
0
4
8
0
1
,
9
2
0

8
0
9
6
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

8
0

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

8
0

1
6
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

4
8
0

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

8
0

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

ﾋ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ｩ
ﾙ
ﾌ
ｨ
ｱ

Tr
ic
er
at
iu
m 
fa
vu
s

8
0

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Di
at
om
a 
s
p
.

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Sy
ne
dr
a 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

8
0

4
8
0
4
8
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

8
0

8
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

3
,
8
4
0
6
,
7
2
0
1
0
,
5
6
0
3
,
8
4
0
2
,
4
0
0
1
,
4
4
0
1
,
9
2
0
4
,
8
0
0
3
,
8
4
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

9
6
0

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

8
0

9
6
0

Go
mp
ho
ne
ma
 p
ar
vu
lu
m

9
6
0

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

8
0
1
,
9
2
0

4
0
0

8
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

8
0

Ni
tz
sc
hi
a 
si
gm
a

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0
8
,
6
4
0
9
,
6
0
0
8
,
6
4
0
9
6
0
1
,
4
4
0
1
,
9
2
0
2
,
8
8
0
2
,
8
8
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

9
6
0
4
8
0

8
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

9
6
0
9
6
0

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

8
0

9
6
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

9
6
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

8
0

ﾕ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾅ
藻

-
-

E
u
g
l
e
n
o
p
h
y
c
e
a
e

4
8
0

微
小
鞭
毛
藻

M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

9
6
0

9
6
0

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
1
1
,
7
6
0
2
0
,
3
2
0
3
0
,
8
8
0
2
5
,
0
4
0
1
2
,
4
8
0
8
,
0
0
0
1
7
,
2
8
0
1
8
,
5
6
0
1
2
,
5
6
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

8
8

1
1

9
1
1

1
1

7
7

5
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表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
秋
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

G
-
1
上
G
-
1
中
G
-
1
下
G
-
2
上
G
-
2
中
G
-
2
下
G
-
3
上
G
-
3
中
G
-
3
下

藍
藻

ﾕ
ﾚ
ﾓ

ﾕ
ﾚ
ﾓ

O
s
c
i
l
l
a
t
o
r
i
a
c
e
a
e

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

9
6
0

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

9
6
0

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

5
,
7
6
0
3
,
8
4
0
3
,
8
4
0

5
,
7
6
0
4
,
8
0
0
2
,
8
8
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

8
0

8
0

4
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

9
6
0

8
0

3
2
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

8
0

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

ﾋ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ｩ
ﾙ
ﾌ
ｨ
ｱ

Tr
ic
er
at
iu
m 
fa
vu
s

8
0

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Di
at
om
a 
s
p
.

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Sy
ne
dr
a 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

4
0

9
6
0
9
6
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

8
0

8
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

9
6
0
9
6
0
9
6
0

1
0
,
5
6
0
1
,
9
2
0
2
,
8
8
0
2
,
8
8
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

2
0
9
6
0

Go
mp
ho
ne
ma
 p
ar
vu
lu
m

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

1
,
9
2
0

2
0

1
6
0

1
,
9
2
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

Ni
tz
sc
hi
a 
si
gm
a

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0
3
,
8
4
0
3
,
8
4
0
2
4
0

2
,
8
8
0
4
,
8
0
0
4
,
8
0
0
2
,
8
8
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

2
0

2
0
9
6
0

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

8
0

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

9
6
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

9
6
0
9
6
0

ﾕ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾅ
藻

-
-

E
u
g
l
e
n
o
p
h
y
c
e
a
e

微
小
鞭
毛
藻

M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
1
2
,
5
6
0
8
,
8
0
0
9
,
6
8
0
3
2
0

8
0
1
6
,
4
8
0
1
4
,
5
6
0
1
4
,
5
6
0
1
0
,
8
8
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

7
5

5
4

3
6

7
7

5
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表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
秋
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

G
-
4
上
G
-
4
中
G
-
4
下

藍
藻

ﾕ
ﾚ
ﾓ

ﾕ
ﾚ
ﾓ

O
s
c
i
l
l
a
t
o
r
i
a
c
e
a
e

4
0

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

4
8
0

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

9
6
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

9
6
0
9
6
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

9
6
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

ﾋ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ｩ
ﾙ
ﾌ
ｨ
ｱ

Tr
ic
er
at
iu
m 
fa
vu
s

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Di
at
om
a 
s
p
.

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Sy
ne
dr
a 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

3
,
8
4
0
9
6
0
1
,
9
2
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

Go
mp
ho
ne
ma
 p
ar
vu
lu
m

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

Ni
tz
sc
hi
a 
si
gm
a

8
0

4
0

4
0

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

4
,
3
2
0
1
,
4
4
0
4
,
8
0
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

4
0

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

ﾕ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾅ
藻

-
-

E
u
g
l
e
n
o
p
h
y
c
e
a
e

微
小
鞭
毛
藻

M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
9
,
2
8
0
4
,
8
4
0
7
,
7
2
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

6
6

4
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表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
秋
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

H
-
1
上
H
-
1
中
H
-
1
下
H
-
2
上
H
-
2
中
H
-
2
下
H
-
3
上
H
-
3
中
H
-
3
下

藍
藻

ﾕ
ﾚ
ﾓ

ﾕ
ﾚ
ﾓ

O
s
c
i
l
l
a
t
o
r
i
a
c
e
a
e

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

9
6
0

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

4
0
0
4
0
0
3
,
8
4
0

2
,
8
8
0

9
6
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

4
,
8
0
0
8
,
6
4
0
2
,
8
8
0
8
,
6
4
0

8
,
6
4
0
1
,
9
2
0
2
,
4
0
0
4
8
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

9
6
0

9
6
0
8
0
9
6
0
1
6
0

2
,
8
8
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

1
,
9
2
0

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

8
0

8
0

8
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

ﾋ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ｩ
ﾙ
ﾌ
ｨ
ｱ

Tr
ic
er
at
iu
m 
fa
vu
s

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Di
at
om
a 
s
p
.

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Sy
ne
dr
a 
s
p
.

4
0

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

1
6
0

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

4
8
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

8
0

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

6
,
7
2
0
3
7
,
4
4
0
1
9
,
2
0
0
9
6
0

1
3
,
4
4
0
1
,
9
2
0
2
,
4
0
0
3
,
3
6
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

8
0

4
8
0

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

Go
mp
ho
ne
ma
 p
ar
vu
lu
m

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

8
,
6
4
0
6
,
7
2
0
5
,
7
6
0
2
,
8
8
0
1
6
0
1
,
9
2
0

4
0
3
,
8
4
0
1
,
9
2
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

Ni
tz
sc
hi
a 
si
gm
a

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

1
7
,
2
8
0
2
0
,
1
6
0
1
4
,
4
0
0

9
6
0
6
,
7
2
0
2
,
4
0
0
1
8
,
0
8
0
9
6
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

9
6
0

8
0

9
6
0

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

8
0

1
,
9
2
0

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

8
0

9
6
0

4
8
0

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0
3
2
0

1
,
9
2
0

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

2
,
8
8
0
1
,
9
2
0

8
0

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

9
6
0

8
0

9
6
0
9
6
0

ﾕ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾅ
藻

-
-

E
u
g
l
e
n
o
p
h
y
c
e
a
e

8
0

微
小
鞭
毛
藻

M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
4
0
,
0
0
0
8
1
,
2
0
0
4
9
,
5
2
0
1
2
,
7
2
0
6
,
9
6
0
3
7
,
7
6
0
6
,
3
2
0
3
2
,
0
0
0
6
,
7
2
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

1
0

1
1

1
0

6
7

1
2

5
9

4
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表
　
底
生
藻
類
確
認
種
一
覧
（
秋
季
）

綱
名

目
名

科
名

種
名

I
-
1
上
I
-
1
中
I
-
1
下

藍
藻

ﾕ
ﾚ
ﾓ

ﾕ
ﾚ
ﾓ

O
s
c
i
l
l
a
t
o
r
i
a
c
e
a
e

ｸ
ﾘ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
藻

-
-

C
r
y
p
t
o
p
h
y
c
e
a
e

渦
鞭
毛
藻

ｷ
ﾞ
ﾑ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

G
y
m
n
o
d
i
n
i
a
l
e
s

ﾍ
ﾟ
ﾘ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾆ
ｳ
ﾑ
-

P
e
r
i
d
i
n
i
a
l
e
s

珪
藻

中
心

ﾒ
ﾛ
ｼ
ﾗ

Me
lo
si
ra
 n
um
mu
lo
id
es

Me
lo
si
ra
 s
ul
ca
ta

3
2
0
4
,
8
0
0

Me
lo
si
ra
 v
ar
ia
ns

Sk
el
et
on
em
a 
co
st
at
um

1
,
9
2
0
6
,
7
2
0
1
7
,
2
8
0

ﾀ
ﾗ
ｼ
ｵ
ｼ
ﾗ

Th
al
as
si
os
ir
a 
s
p
p
.

8
0

8
0
1
,
9
2
0

T
h
a
l
a
s
s
i
o
s
i
r
a
c
e
a
e

9
6
0

ｺ
ｽ
ｷ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｶ
ｽ
Co
sc
in
od
is
cu
s 
s
p
.

2
4
0
1
6
0
4
0
0

ﾍ
ﾘ
ｵ
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾀ

Ac
ti
no
pt
yc
hu
s 
se
na
ri
us

ﾘ
ｿ
ﾞ
ｿ
ﾚ
ﾆ
ｱ

Rh
iz
os
ol
en
ia
 s
et
ig
er
a

ｷ
ｰ
ﾄ
ｹ
ﾛ
ｽ

Ch
ae
to
ce
ro
s 
s
p
.

ﾋ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ｩ
ﾙ
ﾌ
ｨ
ｱ

Tr
ic
er
at
iu
m 
fa
vu
s

羽
状

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾄ
ﾏ

Di
at
om
a 
s
p
.

Fr
ag
il
ar
ia
 
s
p
.

Sy
ne
dr
a 
s
p
.

Th
al
as
si
on
em
a 
ni
tz
sc
hi
oi
de
s

ｱ
ｸ
ﾅ
ﾝ
ﾃ
ｽ

Ac
hn
an
th
es
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0

Co
cc
on
ei
s 
s
p
p
.

ﾅ
ﾋ
ﾞ
ｷ
ｭ
ﾗ

Na
vi
cu
la
 
s
p
p
.

1
,
9
2
0

Cy
mb
el
la
 
s
p
.

Di
pl
on
ei
s 
sp
le
nd
ic
a

8
0

Di
pl
on
ei
s 
s
p
p
.

Go
mp
ho
ne
ma
 p
ar
vu
lu
m

Gy
ro
si
gm
a 
s
p
p
.

9
6
0

ﾆ
ｯ
ﾁ
ｱ

Ni
tz
sc
hi
a 
lo
ng
is
si
ma

Ni
tz
sc
hi
a 
si
gm
a

Ni
tz
sc
hi
a
 
s
p
p
.

9
6
0
1
,
9
2
0

Cy
li
nd
ro
th
ec
a 
cl
os
te
ri
um

Do
nk
in
ia
 
s
p
p
.

Am
ph
ip
ro
ra
 a
la
ta

Am
ph
ip
ro
ra
 
s
p
p
.

Am
ph
or
a 
s
p
p
.

ｽ
ﾘ
ﾚ
ﾗ

Su
ri
re
ll
a 
s
p
p
.

8
0

ﾕ
ｰ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾅ
藻

-
-

E
u
g
l
e
n
o
p
h
y
c
e
a
e

微
小
鞭
毛
藻

M
i
c
r
o
f
l
a
g
e
l
l
a
t
a

細
 
 
胞
 
 
数
 
 
合
 
 
計
　
（
細
胞
/
c
m
2
)
4
,
5
6
0
1
5
,
6
0
0
2
2
,
5
6
0

出
 
 
現
 
 
種
 
 
類
 
 
数
 
 
合
 
 
計

7
6

6
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⑤粒度組成分析結果 



表
　
土
質
試
験
結
果
一
覧 一
　
般

粒
　
　
度

分
　
類

石
分

礫
分

砂
分
シ
ル
ト
分
粘
土
分
最
大
粒
径
5
0
%
粒
径

7
5
m
m
以
上
2
-
7
5
m
m
0
.
0
7
5
-
2
m
m
0
.
0
0
5
-

0
.
0
7
5
m
m
0
.
0
0
5

m
m
未
満

g
/
c
m
3

%
%

%
%

m
m

m
m

A
-
1

上
2
.
6
2
5

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

3
4
.
0
 

6
6
.
0
 
0
.
0
7
5
0
0
.
0
0
2
2

細
粒
土

A
-
1

中
2
.
6
2
8

0
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率
で
表
す
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